[image: 画像]
[image: 画像]
[image: 画像]
[image: 画像]
[image: 画像]
[image: 画像]
[image: 画像]
[image: 画像]
目　次


プロローグ

第一章　雨降りの外出

第二章　出口のない論述

第三章　忌いみ憶おくの表出

エピローグ



あとがき
プロローグ




　どこまでも続く常とこ闇やみの中、磐いわ長ながは静かに四方に目を凝こらす。ぼんやりと見つめる先に奇き妙みような姿の生き物が姿を現す。
（でれーい）
「……見えた」
　ふわふわと中空を舞まう、その生き物を見ながら磐長は呟つぶやいた。
「それが水の精せい霊れいの要素です」
　磐長の隣となりで薄うすい胸を張るのは、彼かの女じよの唯ゆい一いつの友達の咲さく耶やであった。
「これが……」
「けっこう、水の要素は簡単に見えるんです。他のは難しいんですけど」
「………」
　磐長は思わず水の精霊の要素を突ついてみたりする。
（でれーい）
「この子たちを纏まとめて、隔かく界かいの光をあてると精霊になるんですよ」
「ここなら勝手に精霊になる？」
「なりますよ」
「ほう……」
　磐長は最近、こうして咲耶と夢の中で会うたびに、魔ま法ほうの使い方を教えてもらうようになっていた。魔法を使う為ためにはまず、要素が見えるようにならないといけないのだという。
　ようやく磐長は基き礎その水の精霊が見えるようになったのである。
　磐長にとっては、魔法という存在は考えたこともない世界観であった。自分がこうしていることに、関係のないものであり、必要のないものだったからだ。
　ただ咲耶とこうして過ごしている時間が、磐長にはなによりも大切なものだった。
　磐長にとって咲耶は、初めての友達だったからである。
「あ……そろそろ、朝みたいです」
　咲耶はそう言うと、彼女の身体はだんだんと半はん透とう明めいになっていく。
　おそらく咲耶の目が覚める頃ころなのだろう。
「磐長、また来ますね」
　咲耶は優やさしく笑う。
　磐長はそんな咲耶に小さく手を振ふった。
　完全に彼女が消えてしまい、磐長は再び一人になる。水の要素も見えなくなってしまった。集中が途と切ぎれたからだろうか。磐長はそんなことを思いながらも、その場に静かに腰こしを掛かけ、咲耶のことを思う。
　──咲耶はとてもよく笑うようになった。昔からよく笑う娘こだったけど、最近は少し違ちがう気がする。
　ふと、そんなことを考えていた磐長に過去の記き憶おくが甦よみがえる。幼い咲耶との思い出。少しづつ成長して行く咲耶。それから………。
　磐長の脳のう裏りに一いつ瞬しゆん、忌いまわしい思い出がよぎる。それを振り払はらうように磐長は目を閉じて少し首を振る。
　──あんな咲耶は二度と見たくない。思い出ださせたくない……。
　思い出が断たち切きられるように、空気が揺ゆらめく。
　無風の闇やみの中で敏びん感かんになった彼女の神経には、僅わずかな空間の変化にも機き敏びんに反応する。
　磐長の目の前に幾き何か学がく模様が浮うかび上あがった。
　リニエッジ機関の通信士からの命令だ。
　命令に従っているわけではない。
　儀ぎ式しきを成さねばならない自分の運命と、リニエッジ機関の命令がただ歩調を合わせているにすぎない。
　磐長は撫なぜるようにその模様に触ふれると、それらは文字に変化する。


『咲耶ヲ隔界ニ取リ込ム事』


　簡素な命令だった。
　思った疑問をそのまま「何な故ぜ」と文字にして送り返す。
　しばらくして、通信士から返信が返ってくる。その文を読みながら、奥おく歯ばを噛かみしめる。
　長いまつげを僅わずかに揺らしながら、磐長は息を吐はいた。
　記憶が甦る。
　三年前の記憶が。
　傷ついた咲耶が。
　最後の一文まで読み終えて、磐長は今自分がするべきことを頭の中に思おもい描えがいた。
第一章　雨降りの外出




　朝方は霧きり雨さめだったものが午後には大おお粒つぶに変わり音を立てて降ふり続いている。
　大学から帰宅した大おお倉くら耕こう介すけは濡ぬれた衣服を洗せん濯たく機きに放ほうり込んで新しいシャツに着き替かえた。
　相変わらずの無表情で外を見るが当分やみそうにない。また室内で干さなくてはならないのだろう、と考えるといくぶん気持ちもささくれる。
　室内を跋ばつ扈こする蔦つたの葉たちのせいもあってか、洗せん濯たく物ものの乾かわきがとてつもなく悪い。天てんじ井ようを覆おおうほどの蔦の葉は、そろそろ剪せん定ていをする必要があるだろう。
　駅からほど近いマンションの中においては雨音も風流に感じるが、道中通学の際には傘かさをさしていても少なからずびしょびしょになる。
　時節、梅つ雨ゆなのだ。
　まったく晴れる気配をみせない曇どん天てん空をガラス越ごしに耕介が見上げていると
「……耕介……耕介」
　彼かれを呼ぶか細い声が聞こえる。リビングの端はし、隣へ通じるドアをうっすら開いて、そこからフランス人形のような顔が覗のぞいている。眉まゆをハの字にして困り顔でも損そこなわれることのない愛らしいその姿に、見る者が釘くぎ付づけになったとしても責めることができない。
　学校からの要よう請せいで耕介が預かることになったお客様、咲さく耶やである。
　どうも咲耶は顔だけをドアから覗かせて、何か言いたげではあるものの、要件を言いずらそうにもじもじとしている。
「どうした？　咲耶」
　気になった耕介は、そう言って咲耶の顔が覗くドアの方に行こうとすると
「ちょっ、ちょちょ、待ってください！」
　すごい勢いで、耕介を抑よく止しする。
　どうしたものかと耕介はその場で立ち止まり、こめかみに人差し指をあてる。耕介の考え事をするときのスタイルである。
　しかし耕介が回答に行きつくよりも前に、咲耶が答えを言いづらそうに呟いた。
「あ、あの……もう、着き替がえがないんです」
　咲耶の言葉に耕介は驚おどろいた。
　たしかに咲耶が引ひっ越こして来た時は、それほど荷物が多い印象はなかった。むしろ少ないと思ったくらいだ。
　梅雨の時期で洗濯物も乾かわきにくく、その上帰ってくれば着替えなくてはならない状じよう況きようなら、おのずと衣服が足りなくなるのは目に見えていたではないか、と耕介は深く反省する。
「すまない。半乾きのものをドライヤーに当てるから、とりあえず代わりの衣服で少し我が慢まんしてくれるかい？」
「代わりですか？」
　驚いたように口をあける咲耶。代わりといってこの家にある服といえば
「僕ぼくの服しかないんだが……」
　反省なんてこれっぽっちもしていない顔色だが、本人は気がつかなかったことをかなり悔くやんでいる。
　咲耶は目を伏ふせながら「……いいんですか？」とドアノブを握にぎり、視線を落とす。
　良いも悪いもない。気がつかなかったのは自分なのだから、と耕介は自分を責めながら急いで自分の箪たん笥すを開ける。ふと何か足りないことに気がついた。こめかみに人差し指を当てて考えてみる。白衣が一着ないのだ。学校に忘れてきたのだろうか、と考えながら耕介は取り急ぎ中からワイシャツを出す。
「咲耶、スカートは？」
「あ、スカートは、まだ替かえがあるんで大だい丈じよ夫うぶです」
　安心した。さすがに耕介のサイズのズボンだと、細身の咲耶は常に手でひっぱりあげているか、またはひもで縛しばっておくかするしかない。
　咲耶にワイシャツを渡わたすと彼女はそっとお礼を言って部屋の奥おくに消えて行った。
　耕介は考える。
　咲耶だってもう十三歳さいだ。いろいろおしゃれだってしたいだろう。何より持っている衣服の絶対数は平均的女の子と比べれば少ないに違いない。
　──新しい服を買ってあげるべきだろうな。
　しかしそう思ったものの、耕介は無表情であることを除けば通常一いつ般ぱん男子と変わりない。極ごく々ごく普ふ通つうの大学生である。
　つまりは年とし頃ごろの女の子の衣服の嗜し好こうなど皆かい目もく見当もつかないのだ。
　できる限り普ふ段だんからあらゆるジャンルの情報を脳内に蓄ちく積せきしようと尽じん力りよくしていた耕介ではあったのだが、どうやら十三歳のおしゃれには疎うとかったことに気づく。
　──たしかに図書館の蔵書にはティーン誌はなかった……。
　雑誌、新聞、あらゆる情報が耕介の脳内を駆かけ巡めぐるが、やはり彼の検けん索さくに引っかかる情報量では、少々心もとない。
　と、その時玄げん関かんのチャイムがお客の来訪を告げる。
　誰だれかな、と思うまでもなかった。
　夕ゆう方がた頃ごろ、耕介の家の食事を狙ねらって毎日のように訪おとずれるのは
「やっほーい！　ただいまぁ！」
　野の々の村むらあすみである。
　耕介とは高校時代の同窓生であり、上京して以降は電話連れん絡らくを取り合う仲であったのだが、最近耕介がこのマンションに引っ越してからは、ほぼ毎日のように出しゆ没つぼつする。
　というのも実は耕介のマンションの最も寄より駅にあすみの通う大学もあるわけで、つまり彼女とは現在ご近所さんなのである。
「あすみ、濡れなかったか？」
　耕介が迎むかえに玄関の鍵かぎを開けると、彼女は全身を覆うカッパ姿。靴くつは赤い長なが靴ぐつ。完全防備のいで立ちであった。
「ふふふ……あたしが、梅雨なんかに音ねをあげるほど弱い女に見えてぇ？」
　という彼女の肩かたには大きなビニール袋ぶくろが担かつがれている。どこからどう見ても重そうな代しろ物ものをたたきに上げてあすみはカッパを脱ぬぎだす。
「あすみ……それは？」
「ん？　ああ、これね」
　耕介もその袋にはなんとなく見覚えがあった。
「まさか……」
「ええ、ご想像の通り、お米だよぅ」
「おまえ、こんなとこまで運んできたのか？」
「うん、実家から送ってきたんだけどさぁ、ほらぁ、あたし自じ炊すいしないというかぁ、耕介にまかせっきりだからぁ」
　それでここまで持ってきた、ということなのだろうが、どう考えても女の子の運ぶ重さではない。
　内心唖あ然ぜんとする耕介を放っておいてあすみはそそくさとカッパを脱ぎ、勝手知ったる我わが家やのようにリビングに上がっていく。
「あすみ、いらっしゃい」
　ちょうど着替え終わった咲耶があすみに挨あい拶さつをするのだが、
「お、お、お、お、お、お、お、お、耕介ぇ……」
　あすみが全身を震ふるわせて耕介に振り返かえる。
　何事かと思い、とりあえずリビングに入って状況を把は握あくする。問題は咲耶の姿にあった。
　仕方のないことだった。
　何しろ咲耶は耕介のワイシャツを着ているわけで、耕介のワイシャツは大きいわけで、一応下はスカートなのだがワイシャツに隠かくれてしまっているわけで、つまり咲耶はブカブカのワイシャツ一枚で部屋をうろうろしているようにしか見えないわけで……。
「……こ、こ、耕介の変態ぃ！　むっつりぃ！　乱らん倫りん色情狂ぉ！　倒とう錯さく性異常性欲魔ぁ！　でもよくやったぁっ！」
　鼻息荒あらめに咲耶を凝ぎよ視うしするあすみを耕介は止めにかかる。
「おい、あすみ。違う」
「わかるよぅ、この姿は男の子の夢だということわぁ。ああ、わかるともさぁ！」
　まじまじと腕うでを組んで咲耶を見つめるあすみ。
　咲耶は「うぐぅ」といいながら少し身をよじる。
「まて、あすみ、だから……」
「だからといって耕介ぇ、これわぁ……咲耶ちゃんにこんな恥はずかしい姿をさせるとわぁ……」
　咲耶はそう言われて自分の姿を顧かえりみる。
「こ、これ恥ずかしいんですか？」
「恥ずかしくないのかいぃ？　咲耶ちゃん」
「なんかそう言われるとだんだん恥ずかしくなってきました」
「そうでしょうぅ、恥ずかしいでしょうぅ。だからこの姿を写真に撮とっておこうかぁ」
　あすみの誘ゆう導どう尋じん問もんに咲耶は顔を真っ赤にしながらその場にへなへなと座すわり込む。あすみはその姿を満足そうに見つめながら携けい帯たい電話を撮影モードに切り替え、パシャパシャとカメラに収めて行く。
「ムフフぅ。咲耶ちゃん、いいよぅ。相変わらずかわいいよぅ。じゃあ、ちょっとボタン外して……」
「こら」
「……おお、耕介ぇ、あたしのカメラを返せぇ！」
　毎度ネタは違えど、あすみの咲耶いじりはいつものことで、ヒートアップし出した所で耕介が止めるのもまたいつものことなのである。
「耕介のケチぃ」
　あすみは口をとんがらせて「ぶーっ」と言いながら咲耶を後ろから羽は交がい絞じめにして、ようやく落ち着いたようである。こうして見ていると二人は仲のいい姉妹のような姿だった。この間、一瞬だけ関係ががらりと変わった印象を耕介は受けたのだが、いつの間にやらまた仲のいい姉妹に戻もどってしまったようだ。
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「あすみ、あまり咲耶をからかうなよ」
「うひひぃ、だってかわいいんだもん。そりゃ、そりゃ、この愛あい玩がん動物めぇ！」
「ううぅ」
　あすみにほっぺたをいじられたりしながらも咲耶は別段、嫌いやそうなそぶりはない。実際に二人は仲が良いのだ。耕介のいない時にも二人でこそこそ話をしていたりする。どんなことを話しているのかわからないが、おそらく耕介に話せないような相談はあすみにしているのだと考えている。いわゆるガールズトークというやつだ。
　さすがに耕介が男である以上は、咲耶にだって異性に話せないこともある。
　あすみがその部分には大きく貢こう献けんしてくれていることに、耕介は感謝していた。
　彼女がいてくれなかったら、耕介は大いに困っていたに違いない。
　咲耶のことをいくら理解しようとしても、異性では開けない心の扉とびらだってあるものだ。
　そういった意味ではあすみはすごかった。会ったその日にある程度まで咲耶と打ち解けてしまっていた。
　それは彼女の高校時代からの、困っている人を放っておけない性格のせいもあるだろうし、また人と壁かべをつくらない性格もあってのことだと耕介は考えている。
「なあ、あすみ」
「なあにぃ？」
「ちょっと相談があるんだが……」
　めずらしい耕介の相談に、咲耶を抱だきしめるあすみはキョトンとした。
　耕介は半乾きの咲耶のブラウスにドライヤーを当てながらあすみに説明する。時期がらのこともあって、咲耶の着る服がなくなってしまい窮きゆうしている現状を。事情を話し終えると、あすみは耕介に人差し指を突きつけた。
「それは耕介が悪いぃ！」
　耕介は動かない表情であすみを見つめ返す。
　まったく反省の色など一片も浮かばない残念な耕介のポーカーフェイスではあったが、内心は大いに反省をしているのだった。
「…………と、言いたいとこだけどぉ」
　あすみはソファに座りなおしながら困った、という顔をする。
「耕介んちは男ばっかだったからねぇ、気づかなくっても仕方ないっちゃ、仕方ない」
　咲耶は傍かたわらで目を見張りながら、話し合いの行方ゆくえを見守っている。かくいう咲耶についての話し合いなのだが。
「まぁ、任せておいてよぅ。明日あたり咲耶ちゃんにばっちり似合うお洋服を見みつ繕くろってあげるわぁ」
「ほ、本当ですか？」
　耕介よりも先に反応したのは他でもない咲耶だった。膝ひざ立ちになって目をキラキラさせている。やはり新しい服を買いに行くのはうれしいのだろう。
「任せておいてよぅ。とびっきりかわいいのを買おう」
「はい！」
　ワイシャツの裾すそをひらひらさせながら咲耶は大喜びの様子。そんな姿を見て耕介は内心微ほほ笑えむ。そう、内心だけである。顔はやはり動いてはくれないようだ。
　ただこうして喜んでいる咲耶の姿を見るのは耕介にとって、とてもうれしいことだった。
　しかし一つ耕介の頭の中には懸けん案あんがあった。
　極ごく々ごく単純なことである。
　それは金銭的問題であった。
　咲耶の世話を依い頼らいしてきた、耕介の大学に勤める沖おき島しま教授からは二人が生活するための費用が毎月振り込まれている。また、耕介に対してもアルバイト、ということで別べつ途と支給されるお金もあった。そのアルバイト代を耕介は奨しよ学うが金くきんの返済にあてていたので、彼自身にはそれほどの余よ裕ゆうはない。さて、その中から咲耶の衣類を買い求めるだけの費用が捻ねんし出ゆつできるであろうか？
　女性の衣類に疎うとい耕介ではあったが、少なからず知っている値段はピンキリで、高いものは結構な値が張る。それでもなお、咲耶にいい服を着せてやりたい、と思うようになっている自分に耕介は少しおかしな気持ちになる。
　──これが父性というものだろうか？
　自分の中に芽生えつつある気持ちにどうも耕介は論理的回答を得ることができない。
　ただ、咲耶が喜ぶのなら何でもする、と思う気持ちには嘘うそ偽いつわりはないのである。
　──だとすれば自分のすることは決まっている。
　耕介はポケットから携帯電話を取り出すと、同大学の先せん輩ぱいの番号を押おした。


＊＊＊＊


　咲耶は電話をしている耕介をそれとなく見ていた。彼は通話を終えると
「すまない、ちょっと出てくるよ。すぐ帰ってくるから」
　そう言って玄関へ向かって行ってしまった。
　内容を聞いていた咲耶だったが、なんの話なのか今一つ理解できない。しかしあすみの方は電話の内容に察しがついているようで
「耕介もしかしてあのアルバイトしてんのかなぁ？」
　と顎あごに手を当て眉をひそめる。
「あのアルバイトって、何をしているんですか？」
「あー、えっとねぇ。レポート書くバイトだよぅ」
「れぽーと？」
「期末になるとその授業のまとめみたいなのを提出しなきゃいけないんだよぅ。でもね、どこの学科にも怠なまけ者ものはいるってこと」
　どういうことなのだろうか。咲耶には今一つ事情がつかめない。
「つまりだねぇ、耕介は他人のレポートを請うけ負おってお金をもらってるのさぁ」
「いいんですか、そんなことして？」
「ん～、よくはないけどねぇ。まあ、耕介自身は勉強になるからってわりと喜んでやってるけど、なんか今回はちょっと根こん詰つめてるように見えるねぇ」
「……ですよね」
　咲耶の目から見てもやはり耕介が無理をしているように映ったのは間ま違ちがいではなかったようだ。付き合いの長いあすみが言うことで、咲耶の中にあった心配事の輪りん郭かくが見えたのだった。
「耕介……どうしてあんなに頑がん張ばってるんでしょう？」
「んん～、それはねぇ……」
　あすみは咲耶の顔を困ったように覗きこむ。
「……まあ、なんだねぇ。咲耶ちゃんにいい生活をさせてあげたいんじゃないかなぁ」
「私に……ですか？」
　驚いた。自分の為ために耕介がそんな無理をしている、ということがどうも咲耶にはしっくりこなかった。
「別に、私は今の生活に不満なんてないんですけれど」
「そうじゃないんだよぅ。そうじゃないんだけどねぇ」
　何がそうじゃないんだろうか？　咲耶の中で疑問が膨ふくらむ。あすみは何やら言いづらそうに口元をツンっとしてみせる。
「まあ、あいつもそれなりに咲耶ちゃんのこと考えてるだろうねぇ」
「わ、私のことですか」
　あすみにそう言われて、咲耶は何やら急にもじもじとしだす。
「そうですか。耕介、私のこと考えてるんですね……うへへぇ、そうですか」
　なにやら咲耶、顔が赤くなりだしたりするのである。
「おおぅ、咲耶ちゃん。なんか乙おと女めな妄もう想そうに入ってないかいぃ？」
「あ、すいません！　あすみだって……そうですもんね……すみませんでした。配はい慮りよが足りませんでした」
「だっ、ばっ、ちょっ、ちっ、ちがうよぉ！」
　今度はあすみがバタバタとしだした。
「だって……」
「咲耶ちゃん、違ちがうんだよぉ。この前はアレがああで、いきなり咲耶ちゃんにそんなこと言われて、動転してたからあたしも取り乱しちゃったけどぉ、あたしのは違うんだってぇ」
　あすみは必死で咲耶の言わんとすることを否定する。否定するほどに咲耶の中では肯こう定ていしているとしか感じられない。
「どこが違うんですか」
「いいかい、咲耶ちゃん。よおぉく聞いておくれよぅ。あたしは耕介と付き合いが長いわけじゃないのぉ」
　咲耶には否定する余地がない。あすみと耕介は付き合いが長い。十四歳の頃ころからだというからもう結構なものだ。
「その間には幾いく度どもあたしだって、そういう気持ちなんじゃないかなぁ、って思ったよぉ」
　違うのだろうか？　咲耶が思うあすみは、やはり耕介のことが……。
「でも、違うんだよぉ。うまく説明できないけどぉ、その………そういうことにしておいてくれないかなぁ………」
　あすみは柔やわらかな頬ほほ笑えみを浮うかべながら咲耶にそう言う。
　──でも。
「ねぇ、咲耶ちゃん……今はそういうことにしておいてよぅ……お願いだからさぁ」
　切なげに、呟つぶやくようにあすみは言いながら優やさしく咲耶の背を抱く。
　あすみの体温を背に感じながら、咲耶はどうしてあすみが頑かたくなにその気持ちを否定しようとしているのか考える。
　もしかしたら、あすみはこの関係を壊こわしたくないのかもしれない。三人でいるこの関係をそのままにしておきたいのかもしれない。
　咲耶はその可能性を考えると、自分がひどく勝手な人間に思えてきた。
　しかし半面、自分の中に生まれている気持ちにも嘘うそがつけない、とも思った。
　──あすみは大人だから我慢できるのかな……。
　咲耶にはそこまではわからない。何な故ぜそうしていられるのかもわからない。そんなことを考えていると、胸の中はもやもやとして、なにやらいたたまれない気持ちになってくる。
「うぅ……あすみ……」
　反転した咲耶はそのままあすみに抱きつくように顔をうずめた。
「おう、おう、咲耶ちゃんめぇ！　なんだなんだぁ、甘あまえモードかぁ？」
　あすみに抱きつきながら、咲耶はその答えをしばらく保留することにした。あすみのことが大好きな気持ちも、咲耶にとっては嘘ではないから、だからもう少しこのままでいよう、そう思ったのだった。
　とその時、玄関の鍵を開ける音がして、思わず耕介が帰ってきたのかと、咲耶は心臓が跳はね上あがりそうになった。しかし、それに次ぐ歌声が聞こえてきて、明らかに違う人間が侵しん入にゆうしてきたことを察する。
「くっつくぜ♪　ボンドを塗ぬったらくっつくぜ♪　探たん偵ていだーかーらー♪」
　朗ろう々ろうと歌い上げるバリトンボイスと意味不明の歌詞。防音が行き届いているこのマンションに於おいても、隣となりから苦情が来そうな声量である。
「なぁっははははは！　俺おれだ！　須す崎ざき源げんた……っぬあ！　女同士で何やってんだ!?」
　１９０センチはあるだろう長身に、日本人離ばなれをした美しいとすら形容していい容姿がリビングの入り口に立っていた。しかしその顔には驚きよ愕うがくの色を浮かべ、端たん正せいな顔を歪ゆがめながら、口元を戦慄わななかせていた。
　須崎源げん太た郎ろうである。
　耕介の家にやってきては管くだを巻くのが習慣となっている自じし称よう探たん偵ていである。しかし神々がせっかく与あたえた容姿と身長であるにも拘かかわらず、口を開けば勘かん違ちがいと思いこみと突つっ走ぱしりのみで構成される迷めい走そう行動と言動の数々。言ってみれば大変残念な男である。
「これが噂うわさの乙女ロードか!?　わかったぞＢＬサンドだなっ！」
「違いますぅ！　逆ですぅ！　……いや、逆でも違う……」
　普段は突っ込みスキル０のあすみであったが、判然とした間違いに思わず即そく断だん否定。
「……あすみ、なんですか？　乙女ロードとかＢＬサンドって？」
　咲耶は怖おそろしくも無む垢くな質問をあすみに向ける。いつもだったら耕介がするべき適切な受け流しのできないあすみ。咲耶は耕介の影えい響きようか、はたまたお年頃の成すことか、気になることは全部聞きたくて仕方がないらしい。
「す、須崎さん、説明してよぅ！」
　音ねを上げたあすみは、そもそもの元げん凶きように責任転てん嫁か。
「ん、なんだ？　俺がわかってて話をしてると思ってるのか？」
「うがぁぁぁ………」
　がっくりと膝ひざを折るあすみに、咲耶が心配そうに駆けよる。
「あすみ、どうしたんですか？」
「おう、ねえちゃん、なんだ？　悪阻つわりか？　耕介のせいか？　耕介の奴やつやりやがったな」
　須崎の目がギラリと光り、とんでもない発言が飛び出してきたので、あすみは大いに焦あせる。更さらには話をしっかり聞いていた咲耶が乗っかって来て
「え、なんですか、つわりって？　割るんですか？　耕介があすみの何を割ったんですか？」
　迷走に拍はく車しやをかける。
「嬢じようちゃん、違うぜ。悪阻ってのはだな……」
「おおぅ。す、須崎さん！　咲耶ちゃんにはまだ早いよぅ！」
　思わず止めに入ってしまうあすみ。いつもだったら耕介に突っ込まれる立場に安住していたにも拘わらず、彼かれのいないこの場に於おいては何故かあすみが突っ込み役に転身した。
「早いことはねえよ。いいか嬢ちゃん、悪阻つわりってのは……」
「はい！」
「二日ふつか酔よいの一種だ」
「ちがぁぁぁうぅ！　症しよう状じようは似てるけど違いますぅ！」
「お酒の一種ということですね！」
「咲耶ちゃん、それも違うよぉ」
「嬢ちゃん、惜おしいぜ。二日酔いだぜ。それを踏ふまえて『わり』というのが重要だな」
「わかりました！　焼しよう酎ちゆうなどを『つ』で『割る』んですね！」
「ちょ、ちょ、ちょ、咲耶ちゃん！　『つ』ってなにぃ？」
「なんでしょう？」
「いいか、『つ』ってのはだなあ、古代ギリシャの神々、ツンデ……」
　完全に収しゆう拾しゆうのつかない事態に陥おちいって、あすみは涙なみだ目になりながら、虚こ空くうに向かって助けを呼ぶことしかできなかった。
「耕介ぇ！　早く帰ってきてぇ───！」


　耕介が駅前まで行くと目的の人物が
「大倉！　こっちだ、こっち！」
　と駅の改札の前で手を振ふる姿が目に入る。いそいで耕介は駆かけよっていった。
「高たか杉すぎ先せん輩ぱい、すいませんでした。わざわざ立ち寄ってもらって」
「いや、いいんだ。ここの駅は俺も帰り途とち中ゆうだからね」
　彼は耕介の一学年先輩にあたる高杉栄さかえという。
　高杉はレポートのバイトを斡あつ旋せんしてくれる先輩の一人であり、耕介の無愛想な表情にもわけ隔へだてなく接してくれる人間の一人であった。耕介はそんな彼に対して尊敬の念もあったのだが、それ以上に高杉の洞どう察さつ力りよくや思考にいつも驚おどろかされる所がある。
　学力云うん々ぬんではなく、思考の柔じゆ軟うな性んせいや先入観の排はい除じよから織りなされる彼の理論は美しく、そしてシンプルであった。
　高杉はカバンの中から、付ふ箋せんの挟はさまった書しよ籍せきを数冊取り出し、耕介に渡わたす。
「じゃあ、とりあえずこれが今、提出されている課題だ。付箋が挟まっている所について書いてくれればいい。まだ、時期が早いから現時点ではこれだけだが、もう少ししたら他の教科も出そろって来る。その都度、大倉に頼たのむことになるんだが、いいんだな？」
　高杉はやや心配そうな面おも持もちで念を押す。
　ふと、耕介の脳のう裏りに咲耶の笑う顔が浮かんだ。
「ええ、大だい丈じよ夫うぶです」
　躊ちゆ躇うちよなく耕介は高杉から書籍を受け取り、一礼しながら書籍に目を落とすと、表紙には『三国志演義』とあった。歴史書である『三国志』を、羅ら貫かん中ちゆうという人物が物語化した漢文の古典文学である。現代の新漢字がない分、耕介にとっては古典物の方がありがたい。そんなことを考えていると
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「そうそう、大倉。お前にも意見を聞いておこうと思っていたんだが……」
　思い出したように高杉は楽しそうに口元を綻ほころばせた。
「この間の新宿区の失しつ踪そう事件、大倉はどう思う」
　耕介は内心、彼から出てきたその言葉にひやりとする。
　先月連続的に人が次々に謎なぞの失踪をするという事件が新宿区で起きた。探偵として知り合いの須崎がその調査をしていたものの、最終的には咲耶をおびき出すための罠わなであった事件であり、増ぞう幅ふく結界を精製するための装置でもあった事件である。
　それについて、いったい高杉栄は何を気にしているのだろうか、と耕介はいぶかしむ。
「どう……と言われても、僕ぼくには見当がつきませんし、失踪した人たちは帰ってきたそうじゃないですか」
　耕介は天然ポーカーフェイスのまま、己おのれの知っている非科学的情報に関しては口をつぐむことにした。物理学部の人間に話してもそうそうに受け入れられることではない。
「大倉のことだ、それなりに情報と解かい析せきは個人的にやっているんだろう」
　高杉が言う通り、耕介は普ふ段だんから不可解な事件や物事はすぐ調べる癖くせがある。知らないことを知りたいというだけの単純な欲求ではあったが人一倍その欲求は大きいようにも思う。
「ええ、だいぶ非科学的な証言が多かったと思います」
　嘘ではなかった。実際に街の人々が見ている前で忽こつ然ぜんと人が空気に溶とけるように消えたのだ。科学的な判断をすることが難しいことは間違いない。
「なに、非科学的なものを証明することが科学さ。物理の範はん疇ちゆうを越こえていたとしても、証明することができるのなら、それは科学と言って構わない」
「そうかもしれませんが、僕には今のところは判断材料が少なくてそこには及およびません」
「…………そうなのか？」
　高杉は少し残念そうに首をかしげた。
「そういえば同じ日に角つの筈はずプリンスホテル周辺で爆ばく発はつ音おん騒さわぎがあったのを知っているかい？」
　知っているも知っていないも、爆ばく発はつ音おんの原因を造り出したのはほかならぬ耕介である。
　高杉が如い何かなる情報で、どういった思考経路をたどった結果その結論に達したのか見当はつかない。ただ、関連した事象として捉とらえている事だけは察することが出来た。
「一応新聞の都民版の所に小さく出ていた程度には」
「ほう、なにも引っかからなかったのかな？」
「なにがでしょう？」
「周辺の店てん舗ぽやホテルからは地じ震しんが起きたようなものすごい音がした……とある。さてそんなことがあったというのに、壁にひびが入るどころか、窓ガラス一つ割れていないというのを大倉は不可解には思わなかったと？」
　それは津つ幡ばた忠ただ文ふみの修復能力と、結界内で力を吸収したことで外に対する被ひ害がいはなかった、ということなのだが、おそらく耕介が当事者でなかったのならその僅わずかな記事の中にも疑問を抱いていただろう。
「たしかにそうですね。盲もう点てんでした」
「いや、大倉が見み逃のがすはずはないんだがなあ」
　高杉は眇すがめたままの目を崩くずそうともせずに余裕の笑えみを浮かべる。どうやら彼があの一件について興味を持ち、また耕介が関わっている事についてもどうやら、察しがついているのかもしれない。そして、いまそれを高杉は誘ゆう導どう尋じん問もんのような形で耕介の返答を促うながし確信にかえたようだ。
　耕介はこめかみに指をそっと当てる。
「高杉先輩、少々あなたは勘違いされているかも知れませんが、僕は先輩が思っているほど有能ではありませんし、さほど頭が回るわけでもありません」
「そうなのか？」
「ええ」
　平静を装よそおう耕介は無表情と相あいまって、少々薄はく情じような印象を受けそうな対応となってしまった。どう思ったのか高杉もそれ以上聞こうとはしなかったが、耕介はなにやら申し訳ないような気持ちになり、謝罪の言葉を述べる。
「申し訳ありません。あまり参考になるような意見ができず」
「いや、構わないさ。それより大丈夫なのか？」
「なにがでしょう？」
「こんなに沢たく山さん課題を抱かかえて全部こなせるのかってことだ。そうじゃなくったって、おまえは既すでに十本はレポート抱えてたのに、追加を願い出るなんて……」
「はい、それは大丈夫なのですが、ちょっとお願いしたいことがありまして……」
　耕介自身あまり切り出したくない話だった。
　できることなら、やるべきことをしてそれに見合った報ほう酬しゆうを貰もらうべきであると考えていたのだが、そうも言っていられなかった。
　耕介が高杉に持ちかけたのは、レポート課題のバイト代の前借の相談である。
　まったく気まずそうな表情など見せずに、しかしおずおずとその話題を高杉に切り出すと、高杉は声をあげて笑った。
「なんだ、大倉はそんなことを気に病やんでたのか。ははっ、お前にもそんな所があるんだな」
　返答に困り耕介はこめかみに人差し指を当てる。
「構わないよ。明日までに用意しておこう」
「すみません。それまでに以前提出されたレポートは仕上げて持っていきますので」
　せめて出来上がっている所までは渡しておきたい、と思ったのは耕介の前借をすることへの罪悪感と謝罪の気持ちであった。高杉とはその後、明日会う場所と時間を確かく認にんし、彼は駅に消えて行った。


「おかえりなさい！」
　耕介が玄げん関かんを上がると咲耶がパタパタと駆け足あしで出で迎むかえてくれる。ふとあすみの姿がないことに気がつき、咲耶の顔を見ると彼かの女じよはすぐに察したのか
「あ、ソファでぐったりしています」
　と返答が返ってきた。この短時間の間に何があったのだろうか、と思いながら耕介がリビングまで行くと、咲耶の言う通り真っ白に燃もえ尽つきたあすみがベロンとソファに横たわっていた。
「…………………………やぁ………耕介ぇ…………おかえりぃ」
　こめかみに人差し指をあて、何があったのか考えてみる。あすみがここまで打ちのめされる状じよう況きようとは一体何であるのか？　咲耶といつものように会話をしているだけで、ここまでボロボロになることは考えにくい。だとすると他の要因があると考えていいだろう。では、他の要因とは何か？
「あの、先ほど須崎さんが来たんです」
　咲耶の答えはとても明快であった。
　須崎＋咲耶という式から出される答えには、経験則上だいたいどのような結果が引き起こされるか想像はつく。おそらくは混こん沌とんとした収拾のつかない会話が成されたのであろう。
　そしていつもであればブレーキ役である耕介が不在であったため、本題であった筈はずの話からは延々と脱だつ線せんし、修正不可能となり、そして耕介の代役を務めようとしたあすみは
「………しゅぅぅぅ」
　燃え尽きたのである。
「いや、すまなかった。須崎は何か用があったのかな」
「さぁ……耕介がいないって気づいたら、なんか資料を置いて帰っちゃったよぅ」
　テーブルを見ると、たしかにどこかの村の詳しよ細うさいな地図が置いてあった。記きお憶くり力よくが平均より良い耕介は村名こそ知ってはいた。しかしそれ以上のことは知らない。
　推測できるのは、おそらく須崎が出張する先の村であろう、ということくらいである。さて、ではその村で須崎はどんな依い頼らいを受けたのか……さすがの耕介にもそこまでは察し測れず、手にしていた書籍をテーブルに置きながら、代わりに詳細な地図を手に取る。
　かなり細かく記されているその地図には一戸ごとに村民の苗みよ字うじまで記してあった。その地図上には手書きで×印が何点もついている、サッと目を通しただけで、百を超こえる×印があった。これはなんの印なのだろうか、と考えていると背後から
「あの……耕介、なにか温かいもの淹いれましょうか？」
　と、もじもじとリビングの入り口にいる咲耶が呟つぶやくように言う。どうやら外から帰ってきたことに気を遣つかってくれているようだ。
「ありがとう。じゃあ、コーヒーを貰もらってもいいかな？」
「はい！」
　ふんわりとした笑みを浮かべると咲耶はそのままキッチンの方へと走っていった。
　そんな咲耶の様子を見守りながら、あすみの方に目を戻もどすと、ぐったりとしたままテーブルの上にある耕介の持ってきた書物をパラパラと捲めくって見ている。
「うわぁ……耕介、漢文読めるのぉ？」
「ああ、ある程度はね」
「でも物理学科が漢文？」
「いや、これは歴史文化学科のレポート用のものだよ」
「なんだか古文書みたいだねぇ」
「これは羅ら貫かん中ちゆうの『三国志演義』だ。歴史書よりも物語化されていて読みやすいよ」
「えぇ？　裸ら寒かん中ちゆう!?　それはそれは、また大だい胆たんなぁ……」
「知っているのか？」
「いやぁ、知らないけどぉ。しかし裸寒中とは……諸しよ葛かつ孔こう明めいも策がうてないよねぇ、そんな無防備な相手……何故だぁ。戦うことの無常を全ぜん裸らというアンチテーゼで訴うつたえかけようとしたのかぁ、裸ら寒かん中ちゆう！」
　どうやらあすみの脳内には、真冬に全裸で壮そう絶ぜつな戦場を駆け巡めぐる謎の武将の姿が思おもい浮かんでいるにちがいない。
「あすみ、僕の予想が間ま違ちがっていなかったら、おそらく字が違う」
　そこはかとなく突っ込むが、あすみは嬉うれしそうに、グッと親指を立ててみせる。
「それだよぅ、それぇ！」
「なにがだ？」
「ああ、今日ほど耕介のツッコミが心ここ地ちいいと感じたことはないわぁ」
　耕介自身はツッコミ役という意識を持ったことはないのだが、なにぶんいつも周りの状況がそうせざるを得ない位置に耕介を持ってくるのであるから、まあ仕方ないとも思う。咲耶と須崎に関しては天然で話がとんでもない方向に進むが、あすみは確信犯的な所がある。そう考えると、今日あすみが二人の生いけ贄にえになったのも、仕方のないことなのかもしれない。
　そんなことを考えていると、あすみはソファから身を起こして、姿勢を改める。
「ねぇねぇ」
「なんだ？」
「耕介はさぁ、咲耶ちゃんをかわいいと思う？」
　あすみの問いかけに、どう答えたものかと耕介はいぶかしむ。別に否定する気持ちがあった訳ではない。咲耶のことを耕介は本当にかわいいと思う。だから深くは考えず、思った通り頷うなずき返す。
「ああ」
「じゃあじゃあ、そんな咲耶ちゃんが、よりかわいくなることについてどう思う？」
　質問の意図がつかめない。それは視覚的変化ということだろうか？
「ねえ、どう思うぅ？」
　ジトッと追おい詰つめるように見み据すえてくるあすみに、耕介は逃にげ場ばを失う。なにやら適当なことを言ってはいけないような気持ちになり、こめかみ人差し指をあてる。
「そういった咲耶の変化はよいことだと思うよ。年ねん齢れい的てきにもおしゃれに気を使いたくなる年とし頃ごろのはずだし、またそのような心理的変化はとても良い兆候だと考えている。彼女の年ねん齢れいに適した精神的発達には重要なことじゃないか、と考えている」
　言ってみたものの耕介はふと、そういうことを言いたかったのだろうか、と疑問が一いつ瞬しゆん、頭の中をかすめる。
「う～ん、そうじゃないんだよぅ。咲耶ちゃんのことなんだけどさぁ………問題は咲耶ちゃんじゃなくって………」
「コーヒーどうぞ」
　インスタントコーヒーをお盆ぼんに載のせた咲耶が入ってきて、あすみの発言の続きを聞くことはできなかった。
「ありがとう」
　礼を述のべながらマグカップを受け取ると、あすみは咲耶を引き寄せて
「さささ、テレビでも見よぅ、咲耶ちゃん。耕介君はアルバイトがあるようだしねぇ」
　と気を遣つかっているのか、除のけものにされているのか迷うような発言をしながら、テレビの方へ向かって行ってしまう。仕方なく耕介も高杉から受け取ったレポートを片付けに書しよ斎さいに消えることにした。


＊＊＊＊


　咲耶はあすみに抱だっこされながらミルクティを口に運ぶ。
　あすみは咲耶を抱っこしながら、ウーロンハイを口に運ぶ。
　テレビ画面は流行はやりのコメディドラマが展開している。
　とある財ざい閥ばつのありえない広さの豪ごう邸てい内で繰くり広ひろげられる事件を、そこで働くメイドと御おん曹ぞう司しで解決していくラブコメミステリードラマである。
　あすみはほろ酔よい気味でウーロンハイを煽あおりながら
「メイド、メイドって、安易な萌もえに走ってぇ……」
　などとぶつくさ言っている。
「最近はこういうのが流は行やってるんですか？」
　咲耶はあすみを見上げながらふと気になったので問うてみた。
「まあねぇ。でも咲耶ちゃん！　いいかい、女のかわいさは見た目じゃないんだよ」
「そ、そうなんですか？」
「そうだよぅ！　見た目でいくら取とり繕つくろったってねぇ、男ってやつぁ、すぐに飽あきるのよぅ」
「な、なるほど」
「いい、狙ねらいすぎたあざとい服装はむしろ醜しゆ悪うあく、付属品なんてもってのほかぁ！」
「ほうほう」
「やっぱりね、女は中身で勝負さぁ！」
　咲耶の握にぎるミルクティのカップにも思わず力が入る。二人のテンションは一気に坂道を駆け上がっていく。テレビドラマそっちのけである。
「中身ですか……」
「そうだよぅ。中身さぁ中身ぃ！　精神的な意味じゃないよぅ。健康ってことだよぅ。健康な女であることをこれ見よがしにアピールできるか、できないかぁ。それが、恋こいの駆け引ひきってもんなんだよぅ！」
「勉強になります！　あすみは恋れん愛あいの駆け引きのプロなんですね！」
「あはははははははははははははははははははははははははあああぁぁぁぁぁぁ………」
　何故かあすみの高笑いは、後半ため息へとフェードし、その場にうなだれる。
　咲耶がその意味するところを知るには、まだ少々幼すぎた。
「……ふふ……プロ……プロね…………きっとプロパンガスの方だよねぇ……ふふ………駆け引きのプロパンガスだよね……」
「？」
　意味不明なことを自じち嘲よう気味に呟つぶやくあすみ。ちょっと咲耶も心配になる。どさくさにまぎれて地じ雷らいを踏んだのではないかと心配したのだ。
　実際に地雷を踏んだのだが……。
「あ、あすみ、大丈夫ですか？」
　ミルクティをテーブルに置いて、燃え尽つきかけているあすみの二にの腕うでを掴つかんで揺ゆする。
「…………はっ！　プロパンガスのやつに魂たまし抜いぬかれるところだったぁ」
　ガス自殺でもしたかのような危険なセリフを呟くあすみ。咲耶は心配にそうに彼女を見つめ返した。しかしアルコールで頬ほおを紅潮させたあすみが見つめるのは咲耶の眼めではなく、それよりも少し上。咲耶の頭頂部をジッと凝ぎよ視うししていた。
「な、なんですか、あすみ」
「…………ほう、そうかぁ………そういうのもありかぁ………」
　何か意味深な言葉を吐はきながらあすみは不敵な笑えみを浮うかべた。


　耕介がレポート作業に一区切りつけて腕うで時ど計けいを見やると、ずいぶん時間が経過していた。長いこと集中していたらしく、我にかえると疲つかれがドッと湧わいてくる。耕介は書斎の机の上を手早くかたずけた。
　リビングにやってくると空の焼酎のボトルを掴んで、すっかりできあがったあすみが咲耶を抱き枕まくら状態にしてソファに横になり、睡すい眠みんモードに移行しようとしていた。
「あ、耕介。終わったんですか？」
「ああ、キリのいいところまではね」
　咲耶はちょっと困ったような顔をしながら耕介に助けを請こうように見つめる。
　さすがに耕介も一人暮らしの女性を自分の家に泊とめるのは気がひけたので、あすみを揺ゆすって起こす。
「うぅぅ～、ねむいぃ……」
　寝ねぼけ眼まなこでやっとこ彼女は、抱き枕にしていた咲耶を解放しながら起きあがる。
　うつらうつらとするあすみにカッパを着せて、長なが靴ぐつをはかせる。咲耶を連れだって三人で雨の中を歩いていく。雨はしとしとと降ふり続き、今夜は上がりそうにない様子だ。あすみはアパートまでやってくると
「おやすみなさ～いぃ」
　と手を振りながら中に消えて行く。あすみの目は半開き状態で既すでにおやすみモードに入っていたので、ちゃんと布ふ団とんで寝てくれることを願いながら、咲耶と二人家路につくことにした。だいぶ小こ雨さめではあったが、静かな住宅街にはしとしとと降り続く雨音だけが妙みように耳に入ってくる。そんな雨音に咲耶は耳を澄すませているようだった。
「あの……耕介」
　ふと咲耶は傘かさに自分の顔を隠かくしながら俯うつむきかげんで口元をモゴモゴさせる。
「今日は、まだアルバイトの続きをやるんですか？」
　そう聞かれて耕介はすこし考える。区切りのいいところまでは終わっている。少々やっつけ仕事の感は拭ぬぐえないが、明日には高杉にできている所までは渡せるだろう。
「いや、今日はもういいかな」
「そうですか」
　咲耶の顔には晴れ間が差し込むように嬉しそうな笑みがもれる。
「じゃあ、ちょっと遠回りして帰りませんか？」
　咲耶の提案に頷うなずきながら耕介は答えた。
「ああ」
　耕介の返答を聞いて咲耶はうれしそうに微ほほ笑えんだ。耕介の横に咲耶はちょこんと並ぶと、歩調を合わせながら二人でしばらく歩き続ける。
　いつもの大通りを避さけて裏の道の方へ入っていくと、都心に近いにもかかわらず、いくつもの畑が姿を現す。キュウリやトウモロコシがずいぶんと成長している。
　七月には収しゆ穫うかくを迎むかえられるであろうそれらを見ながら、耕介はもうすぐ梅つ雨ゆが明けるのだな、と考えながらそろそろ実家も夏野菜の仕入れ期になることに思いを巡めぐらす。
　しばしお互たがい話すこともなく雨音に耳を傾かたむけていた。
「こうして耕介とゆっくりと過ごすのはすごく久しぶりの気がします」
　ポツリと呟つぶやく咲耶は夜闇の虚空を見つめている。
　たしかにここ数日、レポートに掛かかりっきりであった。まったく話さなかった訳わけではないのだが、こうして落ち着いた時を過ごしてはいなかったようにも思う。
「やっぱり梅雨の時期は水の要素もいっぱい飛んでいますね」
　咲耶の視線の先には闇と雨音以外に、もう一つ浮かんでいるものがある。耕介のような一いつ般ぱん人じんには見ることができないもの。
　水の精せい霊れいの要素。
　咲耶はふと手のひらを差し出す。すると彼女の手のひらには次々に要素が集まってくる。
（でれーい！）
　不格好な大きな頭に二本の脚あしをはやして空間を走り回る。
　耕介にはその精霊の要素を視し認にんすることはできない。
（なんでい、なんでい）
（集合か？　集合なのか？）
（寄ってたかって大だい乱らん闘とうスマッシュバトルか？）
「ううん、呼んだだけ」
　咲耶は精霊の要素に話しかける。
（なんでーい）
（解散じゃーい！）
（なんぼのもんじゃーい！）
　水の要素たちは散り散りに咲耶の手から離はなれて行く。
「水の要素は何か言っているのかい？」
「大おお騒さわぎしています。雨だから元気なんです」
[image: 画像]
　魔ま法ほう使つかいである咲耶にだけ見えている世界。精霊の要素が宙を舞まっている世界。耕介は一度それを見ようとしてみたのだが、結果ねがいかなわずで終わってしまった。
「やはり、僕にはどう頑がん張ばっても見えないのだろうか？」
　ぽつりと言った耕介を咲耶は見つめ返しながら少し難しい顔をする。
「血けつ撰せんがないとやはり見ることはできないと思います」
　血撰。沖島教授から借りた本にその名があったことを耕介は思い出す。
「その、血撰という力を僕は手に入れられないのかい？」
「……はい、血撰は字の通り血を撰えらぶという意味です。だから元々そういった血の力をもった者の家系でなければ力を使うことはできないんです」
「そうか」
「あ、でも、受信型の血撰は、家系に拘かかわらず突とつ発ぱつ的てきに発生する場合もあるんですよ」
「受信型？」
「はい、他者に影えい響きようを及ぼすような血撰はとても強い血の力が必要なのですが、視覚や聴ちよう覚かくで受信するレベルのものだと、たまに一いつ般ぱんの人でも持っていたりします」
　ふと耕介の脳裏にそれに適合する可能性のある人間が幾いく人にんか浮かぶ。その一つが須崎の事務所の人々である。彼かれらはそういった種類の、あることに特化した能力を持っている。もしかしたら、咲耶の言っている受信型の血撰に該がい当とうする可能性がある、と耕介は考えた。
　──それから……あいつもそうなのだろうか……？
　ふと親しい顔が浮かんだが、結論を得るには至いたらず、耕介は咲耶の話に再び耳を傾ける。
「千せん里り眼がん、死しち兆よう白はく眼がん、赤しや銅くど眼うがん、時じ界かい眼がん、精せい網もう眼がん、塁るい連れん眼がん、石せき眼がん、麒き麟りん石せき眼がんの八種類しかないですが、これらは全部、見えるというだけの受信型の血撰です。他者に影響を与あたえるような血撰はもっと強い力が必要なので、やはり家系が大きくかかわってくるのですが」
「精霊や要素が見えるのはなんていう能力なんだい？」
「精網眼です。元々血撰の力がある人が修練すればだれでも使える力ですよ」
「そうなのか……ちなみに咲耶が今見えているのは、水の精霊だけかい？」
「？　………はい、そうですが」
「他にも何種類も見えていたようだけど」
「……………実は………その」
　咲耶は何やら大変言いづらそうに目を泳がせる。
「私に見えてるのって基き礎そ精せい霊れいだけでして………」
「基礎精霊？」
「………水の精霊、火の精霊、木の精霊……後は土の精霊くらいのものなんです」
　恥はずかしそうにしている咲耶の様子に、どうやら魔法使いとしてのスキルは低いのであろうことは耕介にも察し測れた。
「それ以外にもやはり精霊や要素はいる、と考えていいんだよね」
「あ、はい。いますいます。いますけど………」
　言いかけながら目をそらす咲耶。どうやら見えないらしい。
　耕介には引っかかっている事案であった。それは咲耶から見える精霊の要素の正体がどうやら、物質それぞれの性質を備えた最小単位の分子であるということはわかっている。水の分子が象しよう徴ちよ的うてきな形で咲耶の目には映っているのではないか、と耕介は考えていたのだ。
　であるのなら、本来的にはもっとたくさんの物が見えることになる。
　空気中には酸素、水素、二酸化炭素、アルゴン、ネオン、ヘリウム、窒ちつ素そなどが充じゆ満うまんしている。それらすべてが見えているとしたら、咲耶から見える世界はかなり賑にぎやかなことになる。
　しかし咲耶が言うには今は水の精霊の要素しか見えていないということだ。
「カクテルパーティ効果みたいなものかな……」
「なんですか？　カクテルって……？」
「耳から入る情報に制限をかけることを言うんだけどね。人が込み合う喫きつ茶さ店てんのような所で話をするとき、周りの話し声や騒そう音おんに惑まどわされず、聞こうとしている相手の声を的確に耳は拾っているだろう」
「はい、たしかに」
「本当なら、耳にはすべての音が入ってきているはずなのに、ちゃんと誰だれの声を聞くか判別しているんだ。これをカクテルパーティ効果というんだけど、咲耶がいま水の精霊しか見えていない、というのもそれと同じような現象なんじゃないかな、と考えたんだよ」
「ということは、見ようとしたら、他の精霊の要素も見えるってことですよね！」
「そういうことになるな」
　咲耶は早さつ速そく目を凝こらしながら中空を見つめる。
「………………」
（でれーい）
　しかし結果は芳かんばしくないようで、眉み間けんにしわを寄せながらがっくりとする。
「やっぱりダメみたいです」
　残念そうな咲耶の様子に、耕介はこめかみに人差し指を当てる。
「咲耶は精霊の要素がいつ頃ごろから見えるようになったんだい？」
　耕介の問いかけに、咲耶は一瞬ポカンとする。
「え～と……お師しし匠よう様と会ってからなんですけど……」
　必死で考えているようだが、咲耶は口ごもったまま記き憶おくを引き出そうと必死になっている様子だ。
「すみません、お師匠様に会った頃ころのことってあんまり覚えていないんです。気がついた時には基礎精霊は見えるようになっていました」
　咲耶は申し訳なさそうに少し俯うつむいた。
　耕介が沖島教授から聞いた記憶では、三年前ということになる。それはちょうど咲耶の両親がリニエッジ機関の犠ぎ牲せいになり、そして沖島教授が咲耶を隔かく界かいにいる魔ま法ほうの師匠に預けたころである。
　その前後を憶おぼえていないということは、襲おそわれた時のショックか、または別の何かがあったのか、耕介にはその全容はわからなかった。ただ咲耶にとって辛つらい思い出であることだけはわかった耕介は、それ以上彼女に問うことを避さけた。
「無理に思い出ださなくていいよ。それより、明日はあすみと買い物に行くんだから帰ったら寝ね坊ぼうしないように早く寝ないとな」
「そうですね。耕介も新しい服を買うんですか？」
「いや、僕ぼくはその間ちょっと用事があるから」
「どこか行くんですか？」
「ああ、ちょっとね」
　用事というのは他でもない。沖島教授からの呼び出しであった。
　休日に沖島教授から呼び出されるといった場合、どのような話になるかはある程度見当がついた耕介は、咲耶にそれ以上の不安を与えないよう、どこに行くかは秘密にすることにした。


　日が明けて、咲耶を連れだって駅前であすみを待っていると、いつも通り彼女はまだやってきていない様子。ふと耕介が携けい帯たい電話を見るとメールに『寝坊した。先行ってて』と簡素な文面があすみから入っていた。いつもだったら近くの喫茶店で待っているものの、今日は新宿で先せん輩ぱいの高杉にできているレポートを渡わたさなければならなかったので、あすみには悪かったが先に咲耶と新宿に向かうことにした。
　私鉄に揺られながら三十分ほど電車に揺られる。窓から見える風景を咲耶は未いまだに飽きもせずに、「おお、家が建ってる……」と言いながら見つめている。
　どうやら彼女は電車から見える景色が好きなようである。
　新宿につき、東口の広場に行くと既すでに高杉が待っていた。
「お待たせしました」
　耕介はそう言いながら、ショルダーバッグの中から出来上がっているレポートを取り出し高杉に手て渡わたした。
「相変わらず仕事が早いな」
　さわやかに笑う高杉に、耕介はぶっきらぼうな表情のまま首を横に振ふる。
「いえ、無理を言っているのは僕の方ですから。すみませんでした」
「構わないさ。じゃあ、これは前金だ」
　差し出された茶ちや封ぶう筒とうを耕介は受け取る。不思議そうにその様子を見ている咲耶に幾いく分ぶん、気まずい思いがないわけではない。咲耶に服を買ってあげたいという気持ちと、その資金が前借からなる金銭であるという、板いた挟ばさみな状況が、耕介の感情を心苦しくする。
　沖島教授に言えばおそらく躊ちゆ躇うちよなく援えん助じよしてくれることは目に見えているのだが……。
　──咲耶の服は自分が稼かせいだお金で買ってあげたい。
　そう思っている自分がいた。エゴであることはわかっているものの、耕介自身そんな自分の心境の変化に驚おどろいているのだった。
「相変わらず、妹さんは大倉になついてるな」
　ふと高杉は咲耶に目を向けて微笑みかける。咲耶は咲耶で、
「はい！　兄きよ妹うだいなんで」
　と胸を張って見せる。
　実際の兄妹がそれほど仲がいいという話を聞いたことのない耕介であったが、咲耶が堂々と宣言するものだから、特に口は挟はさまない。
「まあ、大倉が妹さんを大事にしているのはよく承知しているが、たまには付き合いも大事にしろよ」
　たしかに咲耶が来てからというもの、学友と過ごす時間が減ったのは事実だった。
「すみません。蔑ないがしろにするつもりはなかったんですが……」
「いや、そうじゃない。お前の学年の山口がいるだろ」
「はい」
　耕介と同じ物理学科で、気さくな男である。三年生になってからは、彼は理論物理の方面へ進み、耕介は実験物理に進んだため、あまり交流はなかったが、時折共通科目の授業で顔を合わせる折には「おまえもいろいろ大変だな。なんかあったら相談しろ」と声をかけてくれることもあり、耕介自身気の置けない友達である。
「その山口が、合コンに耕介を呼びたがっていたんだ」
「………そうだったんですか」
　おそらくは大学に入学以来浮いた話がない耕介を気き遣づかってくれているのかもしれなかったが、しかし……と耕介は思ってしまう。
　合コンというものがどんなものか、興味がないわけではない。観察できるのなら、是ぜ非ひとも行ってみたいと思ってもいる。しかし参加するとなると話は別なのだ。
　問題は自分の表情にある、と耕介は考えている。
　いかんせん、この無表情がわいわいとした雰ふん囲い気きにそぐわないことは耕介が一番理解している訳だから、迷めい惑わくをかけたくなかったのだ。
「あの……なんですか？　合コンって」
　話を聞いていた咲耶は知らない単語が気になったのか耕介と高杉を交こう互ごに見る。たいへん答えづらい質問ではあった。が、高杉の方がなんの躊ちゆ躇うちよもなく答えてしまう。
「合コンというのは、合体コンバインの略だ」
　正式名めい称しよう、合同コンパである。高杉がなにやら大変なことを言いだしたので耕介は内心大いに焦あせった。
「がったいこんばいん……何をするんですか？」
「うん、同世代などで集まり意見交こう換かんをし、人生設計などを協議し合う場だ。平等性を欠いてはならないため、男女を均等に集め個人情報などを交換しあったりする。お互いの価値観の合意がなされ、交こう渉しようが成立することをテイクアウト、または、おもちかえりぃ、という。憶えておきなさい」
「はい……ていくあうと………おもちかえりぃ」
　真ま面じ目めに復唱する咲耶に耕介は変な汗あせをかく。
「その後はレッツコンバインだ。いいね」
「はい……れっつこんばいん……」
　尊敬する先輩であったが、さすがに耕介も突っ込まざるを得ない。
「高杉先せん輩ぱい、咲耶に間違ったことを教えないでください」
「なに？　大倉……間違ってるとでも言いたげだな？」
「いま、はっきりと間違っていると言ったはずですが……」
「………………………そうか。ある意味間違っていないと思ったが」
　それは大変下心丸出しにした場合の合コンである。
「とにかく、今のところレポートもありますし、山口に会ったら断わりを入れておきます」
「そうか。残念だな。まあ、あまり気張りすぎずにやってくれ」
　そう言いながら高杉は耕介と咲耶に手を振りながら去っていた。
　耕介、大きくため息をつく。
「………ていくあうと………おもちかえりぃ」
「………………」
　まだ復唱している咲耶に、耕介はもう一度ぐったりとしながら大きなため息をついた。


　高杉の去った後、しばらく咲耶と新宿をブラブラとする。あすみがやってくるのを待たねばならないからだ。空を見上げると曇どん天てんながらも、まだ降りだす気配はない。
「耕介、耕介」
「なんだい？」
「あれは何でしょうか？」
　と咲耶の指さす先にはカップルが「こいつぅー」「あははは」な雰囲気を出している。しかし咲耶が気にしているのは、そんなカップルではなく、その二人が興じるゲームセンターのクレーンゲームであった。なにやら抱き心ごこ地ちのよさそうな、つぎはぎだらけのマスコットキャラクターの人形が商品として陳ちん列れつされている。
「ああ、クレーンゲームだよ………欲ほしいのかい？」
「………………いえ…………………」
　とても欲しそうな顔をしていた。
「…………欲しいんだな」
「そ、そ、そんなことはないです。贅ぜい沢たくは敵です！　欲しがりません、勝つまでは！」
　いったい何に勝とうとしているのか疑問であったが、咲耶がどうやら家計事情のことを気にしているらしいことに、耕介は少々心が痛んだ。
「大だい丈じよ夫うぶだよ、あれくらいなら」
　そう言って耕介はクレーンゲームに興じるカップルを観察する。きゃっきゃっウフフ、デレデレなご様子である。そんな光景を食い入るように無表情で観察する耕介。
「………バネの圧は計算に入れず、30センチ下降する時に掛かかる圧をｘとした場合、物体の伸しんし縮ゆく度が…………」
　クレーンの動きを見ながら計算式を立てていたのである。対象物の固さ大きさ形、クレーンの移動速度、接せつ触しよくによって起きる作用反作用。そして幾いく通とおりかの解の中から
「うん、これなら取れるかもしれない」
　最も確率の高い答えを導き出すのである。カップルがいなくなった後、クレーンゲームに行きコインを投下する。その様子をガラスケースにべったりくっついた咲耶がジッと見ている。
「おお……かわいい」
　耕介は先ほど脳内で立てた計算式どおりにクレーンを移動させていった。
「こ、耕介！　クレーンが行き過ぎですよ。それじゃ……」
　咲耶の言う通り、クレーンは対象物に対して挟むには少し行き過ぎている。
「大だい丈じよ夫うぶ、計算上だと……」
　クレーンはそのままアームを大きく広げると、ゆっくり降下して行き、人形の端はしの部分に引っかかる。
「……お」
　柔やわらかい素材の人形は引っかかったアームの圧力で変形する。
「……お」
　圧力に耐たえかねた人形は、グルンと反転し
「……おお」
　商品取り出し口へと落ちたのだった。
「おおおお！　耕介、落ちました！　人形が！」
　咲耶は大興奮である。そんな咲耶を見ながら耕介は脳内で描えがいた通りの動きをしてくれたことにホッとする。いつでも計算通りになど行かないことを、耕介は一番よく知っているからだ。計算式は決して万ばん能のうではない。
　しかしつぎはぎだらけの人形を抱かかえながら大喜びをしている咲耶を見ていたら、まあそれでもいいか、という気持ちにもなるのだった。
　しばらくゲームセンターの中をぐるっと回っているうちに、あすみからメールの連れん絡らくが来る。『東口にいる』とあるので咲耶を連れて駅の東口側の広場にやってくると雑ざつ踏とうに紛まぎれながらきょろきょろとしているあすみを発見できた。
「おおぅ、ごめんねぇ！」
　手を合わせながらこちらに駆かけ寄よってくる。
「大丈夫ですよ！　へへぇ、あすみが遅ち刻こくしている間に耕介にこれとってもらいましたから」
　咲耶は誇ほこらしげに先ほどゲームセンターで入手したつぎはぎだらけの人形をあすみに掲かかげて見せてる。
「ほぅ、耕介も意外にもそんなスキルがあるとわぁ……」
「一回で取ったんですよ。すごかったんですよ」
「耕介ぇ、なんでその能力を大学の女の子の前で使わないんだぁ」
　そう言われても、そんな機会がなかったとしか言いようがない。
「くぅ、咲耶ちゃんにばかり行使してぇ、このロリコンめぇ！」
「おい、あすみ、待て。これは別に……」
　と勝手に暴走し出そうとするあすみを止めようとすると、ポケットの中の携帯電話が耕介を呼ぶ。仕方なく耕介はいいわけもできずに電話を取った。
『俺おれだ！　須ざ……』
「何ですか須崎」
『なぜ、最後まで言わせない!?』
「着信画面にちゃんと表示されてます。どうしたんですか？」
『おう、助けてくれ！　今どこにいんだ？』
「新宿です」
『よし、来い！　今すぐ来てくれ、スタジオマルタの前にいるから、頼たのむ！　アイス買ってあげるから』
「………わかりました。すぐ行きますから……」
『お、耕介め、アイスにまんまとつられたな』
「アイスは別に要いりません」
『なん………だと』
　スタジオマルタは耕介がいる位置からは目と鼻の先にある。しかし急な呼び出しとはなんだろうか。そう思いながら耕介は電話を切る。
「あすみ、すまないんだが須崎が……」
「うん、いいよぅ。いてらっしゃーい」
　電話の内容に察しがついたのか、あっさりと返すあすみ。
　てっきり、付き合いがわるいとか、また咲耶ちゃんを放っておいてぇ、と責められるかと思っていた耕介はあまりの淡たん白ぱくな返答に出鼻をくじかれた思いだった。
　一いち抹まつの寂さびしさすら感じる次し第だいである。
「むしろここからは耕介にはどっかで時間潰つぶしててもらおうと思ってたくらいだもんねぇ」
「なんだか行っちゃいけないみたいだな」
　するとあすみは耕介に近づいて小声でささやく。
「ほぅ耕介ぇ、咲耶ちゃんの下着とか買いに行くのにまでついてくる気ぃ？」
　なるほどそういうことか、とひどく納なつ得とくする。さすがに耕介がついていっていい領分ではない。ここはあすみに任せるしかないのだろう。耕介は先ほど高杉から受け取った封ふう筒とうをそのままあすみに手渡した。
「じゃあ、あすみ頼む」
「はいよぅ！」
「咲耶も迷子にならないようにな」
「私、もう十三ですよ」
　ちょっと怒おこったように言う咲耶に耕介は苦笑いしたい気持ちになる。幼さの残る端たん正せいな顔立ちには、まだ小学生のようなあどけない雰囲気すら漂ただようが、それでも彼かの女じよは今まさに成長期であるのだ。あまり失礼なことを言ってはいけない。
「すまなかった。気をつけて行っておいで」
「はい……耕介も後で……」
「うん」
　あすみに連れられ群衆に紛まぎれていく二人の背中を目で追いながら、耕介は軽くこめかみに指を当てた。


　須崎は電話で言っていた通りの場所にいた。耕介はその様子を確かく認にんしながら、何事だろうかと考える。
「おう、耕介。助かったぜ」
　まだ何も助けてはいないのだが、須崎はどうやら窮きゆ地うちに追いやられているらしく、そしてその原因は須崎の傍かたわらで困り顔の老人にあるのだろう。
「どうかされたんですか？」
「どうもこうもねえよ。このじっちゃんがさ」
　須崎の横で老人は申し訳なさそうに一礼する。小こ柄がらの老人は矍かく鑠しやくとした様子で紳しん士し的てきな印象だ。さて、この人がいったい何なのであろうか、と耕介が須崎を見る。
「道がわかんねえんだと」
「……はあ」
　まあ、須崎からの困ったことであるから、おそらくはそういったことなのだろうな、とは察しがついていた耕介である。
「すみませんな。この住所に行きたいのですが、新宿はどこにも表札が出ていないもんで」
　老人はそう言いながら耕介にメモを渡す。
「……ここですか」
　横から須崎が眉み間けんにしわを寄せながら
「こんな住所聞いたことねえだろ。だから、新宿じゃなくて別のとこと勘かん違ちがいしてんじゃねえの、って話してたんだよ」
「いやあ、新宿駅から歩いてすぐと聞いたんですがのう」
「原宿とか嬬つま恋ごい宿の間ま違ちがいじゃねえのか？」
　原宿ならまだしも嬬恋宿は群馬県である。間違いすぎもいいところだ。
「ああ……これは新宿ですね」
「うっそ！　マジか？」
「………ええ、というか……これ須崎の探たん偵てい事務所ですよ」
「バカ、耕介何言ってんだよ。うちの事務所の住所は『布屋の上』だろ」
「……それはどう考えても住所じゃないでしょう」
「な、何言ってやがる！　所長がそう教えてくれたぞ！」
　おそらく物覚えの悪い須崎なので、わかりやすく説明した結果なのだろう。
「………………え？　ということは、あんたが倉くら光みつさんか？」
「そうさっきから言っとるんですが……」
　偶ぐう然ぜんにしてはよくできているなあ、と思った耕介であったが、事情を聞いてみると事前にこの場所で倉光さんは『赤シャツでニューヨークハットを被かぶったバカみたいな男を待たせておきますから、話しかけて下さい』ということだったらしく、話しかけてみたもののチンプンカンプンな答えが返ってきて、最終的に住所で聞いた結果が今なのである。
　やや心配だった耕介もとりあえず探偵事務所までは同行することにした。須崎はといえば恥ずかしかったのか、最初は悪態などを吐いていたが、
「ったく、日曜なんだから、じいちゃんは家で孫とハトプリ見てろってんだ」
「ああ、それならちゃんとブルーレイで録画してきたよ」
「マジか!?」
「マジじゃい。孫が好きでのう」
「焼き増ししてくれ」
「仕方ないのう」
「ちなみに、じっちゃんはどれが好きなんだ？」
「マリンじゃい」
「じっちゃんとはうまい酒が飲めそうだぜ」
　道中、すぐに打ち解けあっていた。
　さて、須崎が所属する事務所というのはちょうど新宿駅と歌か舞ぶ伎きち町ようの中間あたりにある。立地は大変いいが、狭せまい通りにあるためあまり目立たない位置にひっそりと事務所を構えている。さほどの時間を要することもなく、三人は事務所の扉とびらを潜くぐると、メガネをかけた女性が出で迎むかえてくれた。
「やあ、耕介君。どして須崎なんかと一いつ緒しよに？」
　不思議そうな顔をしながら度の強いメガネの縁ふちをズイッと持ち上げるのは、この事務所で須崎の先輩に当たる瀬せ名なみゆきである。先輩と言いながら、入所時期が早いだけで、年ねん齢れいは二十一歳さいと須崎より年下ではあるのだ。
「ええ、ちょっと……」
　と言いながら耕介は須崎を見る。どうやら瀬名は耕介の無言の訴うつたえに見当がついたらしく、
「ああ、須崎の脳のう味み噌そがスカスカだったわけだ」
　とばっさり切り捨てた。
　以前から須崎の事務所に対して度たび々たびかかわることの多かった耕介は、瀬名みゆきとも顔見知りではあったが、彼女の須崎に対する扱あつかいはひどいを通とおり越こして、凄せい惨さんですらある。親の仇かたきのように須崎を貶おとしめるのには、何か理由があるのだろうが、決して彼女はその理由を教えてはくれないのだった。
　ふと耕介は事務所内を見回すと、今日は他の所員たちは見当たらない。
「今日は瀬名さんと須崎だけなんですか？」
「みんな出で払はらっちゃっててね。ま、耐たえ難がたきを耐えて須崎と留守番だよ」
　ものすごく渋しぶい顔で嫌いやそうに舌打ちをする瀬名。
　そんな彼女を意に介かいすることもなく須崎は
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「じっちゃん、じゃあ話聞くから、こっちきてくれ！」
　と倉光老人を伴ともなって応接間に消えて行った。
　ふと耕介は昨日須崎が残していった資料の事を思い出す。
「そういえば、昨日須崎がうちに来たようですが、もしかして先ほどの方が……」
「おっ、耕介君。さすが察しがいいね」
　瀬名のお褒ほめの言葉だったが、それ以上はさすがに耕介にもわからない。村落の詳しよ細うさいな地図しかなかったわけで、依い頼らい主ぬしが……つまり先ほどの倉光と名乗った老人がその村からやってきたのではなかろうか、という予想はついた。
「耕介君、時間はある？」
　と聞かれて耕介は腕うで時ど計けいをチラリと見る。
「はい、少しなら。一応この後、予定があるのですが」
「そっか、そっか。ちょっと、相談に乗ってもらいたくてね。まあ、手短に話すよ」
　瀬名はそう言いながら耕介に丸椅い子すを差し出しながら自分も腰こしかける。
「今、須崎が詳くわしい話を聞いてるみたいだから、詳細はわかんないんだけどさ、実はあの倉光義よし定さださんが住んでる村で落らく雷らいが頻ひん発ぱつしてるんだって」
　梅つ雨ゆ時どきは夏場と比べれば雨雲の形成の仕方が違ちがうため、さほど落雷が頻発することはない。とはいえ、まったくない、ということはなく、梅つ雨ゆ場の落雷はちゃんと存在はする。
　耕介は気象学の本で読んだ情報を紐ひも解ときながら考えを巡めぐらす。
「ということは、昨日須崎が置いていった地図は……」
「そう、あの倉光さんの村の地図。事前に電話で話を聞いた後、ファックスで送ってもらったもののコピー」
「×印は落雷のあった場所ということですか」
「エクセレント！　もちろんではあるけど、あれで全部じゃないわけ。あの×印はとりあえず記録できただけ書き記しておいた程度なんだけど、実際にはアレの十倍以上は起こってるらしいよ。倉光さんが住んでる場所が、壺つぼ焼やき小屋らしくって、山の上の方にあるから、そっから見える範はん囲いを、こうして書きとめてくれてたらしいんだ」
「………なるほど。たしかに多いですね」
「まあ、うちの事務所にさ、そういう変な事件が来るのは馴なれっこだけど、今回のは聞いてる限り、あたしの能力は役に立ちそうにないし」
　実際この探偵事務所に寄せられる依い頼らいの幾いくつかは、かなり不可思議な現象の真相究明と解決であることは事実である。それは今、瀬名がさらりと言ったように、事務所に所属する所員たちが人間離ばなれした能力を有することが主な理由である。
　人間離れをしていると言っても、空を飛んだり、瞬しゆん間かん移動をしたり、ハワイの王様の名前のような掛け声ごえに合わせて気功波を放ったりするようなものではない。単純に『見える』『聞こえる』というような能力である。
　今回は役にたたない、と言った瀬名の能力もまた聴ちよ覚うかくが飛ひ躍やく的てきに優すぐれているというもので、一いつ般ぱん的てきな人間に聞こえる周波数を大きく上回っている。耕介が知っている限りは通常聞き取れないような、動物の発する超ちよ音うお波んぱも聞き取れるというのだから、かなり守備範囲は広いと言える。
「これから須崎のバカとその村に行ってこないといけないんだけどさ、事前の知識がないってのも怖こわいじゃない」
「そうですね」
「落雷って結局のところ何なの？　あんまあたしは詳しくないから電気が落ちてきてるってくらいの印象しかないんだけどさ」
「そうですね……放電現象の一種なのですが、雲内における帯電の謎なぞはまだしっかりと解明されてはいません。一説には水や雹ひようの摩ま擦さつによる帯電、または温度差のある霧むひ氷ようと氷ひよう晶しようの接触や分ぶん離り時における帯電、諸説いろいろとあるのですが、まあ、雲の中に電気が溜たまると考えてもらって結構です」
「はいはい」
「この時、雲の下部ではマイナスに帯電し、上部はプラスに帯電しているんです。雲ひとつが大きな電池のような状態になっているんです。この雲底に溜たまったマイナスの電でん荷かが飽ほう和わ状態となって放電される現象が雷かみなりと呼ばれている現象です」
「なるほどね」
「ただ、これはかなり端は折しよった説明ですので」
「いやいや、それくらいの方がいいよ。わかりやすい方が。でも、梅雨の時ってそんなに落雷は聞かないんだけどね」
「それは雲の形に原因があります」
「雲の形？」
「通常の雲の中でも帯電現象と放電現象は常に起こっています。ただそれらは雲の下部から上部に向かって雲内で放電されてしまうので、あまり僕らが知らないだけなんです。逆に夏場に多く雷が発生するのは積乱雲が原因なのですが、あれは上じよう昇しよう気流などの影えい響きようで雲の上部と下部の距きよ離りが開いています。そうすると、下部に帯電した電気は上部よりも近い地上に多く放電する。ですから夏場の積乱雲は落雷が多いのです」
　聞いていた瀬名はメモを取る手を止め、「ちょっとまった」と耕介を制止する。
「……ということはだよ、この梅雨時期にあんだけの落雷が倉光さんの所で発生してるのは、やっぱりおかしいということでいいんだよね」
「はい、そうなんです。ただ、たとえば、近年問題になっている都市型積乱雲などはアスファルトで熱せられた気流が通常の１・５倍の積乱雲をつくりだし豪ごう雨うをもたらします。その際、まだ晴れ間が覗のぞいている地域にも多数の雷が落ちるという現象があります。これは都市という独特の地域性が作りだした気象現象といえます。もしかしたら、その村にもそう言った異常気象を引き起こす何らかの要因があるかもしれません」
「地域的特とく徴ちよう……ね。なんかあるのかな……どこにでもある辺へん鄙ぴな農村っぽいけど」
　耕介はこめかみに指をあてる。
「都市型積乱雲は一例として挙げましたが、自然環かん境きようは周辺だけで変容する場合だけではありません。突つき詰つめて行けば、梅雨前線をつくりだすオホーツク海高気圧、小お笠がさ原わら高気圧と海洋性寒帯気団に起こった異常を、倉光さんの村の地形的要素が包ほう括かつしてしまった、という可能性もあります」
「ちょっとスケールが大きくなるね」
「ええ……ただ僕の知る限りの知識では、そういった異常気象につながる要因は見当たりません。ですので、もし瀬名さんがあちらで落雷の音を聞いて、なにか通常の落雷との違いを感じたら、その様子を教えていただきたいですね」
　耕介がそう言うと瀬名は息を吐つきながら腕うでを組む。
「耕介君……前から気になってたんだけどさ」
「はい？」
「あんた根っからの科学側の人間のくせに、よく私の聴覚とか信用できるね」
　メガネごしにジトッと疑わしげな視線を送る瀬名。たしかに瀬名の聴覚は言ってみれば超ちよう能のう力りよくのようなものなのだ。耕介のような科学側の人間からすると煙けむたがられるケースは多分にある。しかし耕介にとっては別段不思議でもなんでもない、と感じている。
「たしかに瀬名さんの聴覚が、通常の知覚レベルを大きく上回っているのは確かです。しかし瀬名さんが受信している音そのものは、確実に存在している音なんです。ただ通常の人間が知覚できない、というだけに過ぎません。存在する物を受信し、知覚できる人間がいるというのは、なんら不思議なことではないと思います。謎なのは、そのメカニズムが解明されていない、ということだけなんですよ」
「耕介君にかかると不思議なもんがなくなっちゃうね」
「そんなことはありません」
　耕介がそう言ったのは謙けん遜そんの気持ちからではなかった。
　実際に最近新たな考え方が耕介の身の回りを取り巻いている。
　咲耶の存在である。
　魔法という精せい霊れいを使し役えきする不可思議な存在。
　また、精霊を使役しないリニエッジ機関という秘密組織が使う、妖よう術じゆつという存在。
　これらは瀬名や須崎の能力と密接な関係があるのだろうか、と耕介は考えていたのだが、まだ解答を導き出すには至らなかった。
　その時、応接間から暗い影かげを落とした須崎の端正な顔がヌッと現れた。須崎はそのままふらりと応接間から出てきた。
「こらっ、須崎。ちゃんと倉光さんから話は聞いたの？」
　瀬名の言葉にも虚うつろに、「ああ」とだけ答えながら須崎はどっかり事務用の椅子に腰を下ろす。
「状じよう況きようは把は握あくしたぜ。じっちゃんの話しぶりだと、たぶんやべえな……」
「どういう……こと？」
　額ひたいに手を当てた須崎の醸かもし出す緊きんち張よう感に、瀬名だけではなく耕介も息をのむ。須崎はゆっくりと顔をあげながら重く口を開いた。
「じっちゃんとこのハトプリ大好きな孫、俺と同い年らし……うがぇっっ！」
　瀬名のソバットがきれいに須崎の脳天に直ちよ撃くげきした。
　いったい今まで須崎は何の話をしていたのだろうかと、耕介はため息を吐いた。


＊＊＊＊


　あすみと過ごす時間は瞬またたく間まに過ぎて行き、それに正比例して咲耶の両りよ腕ううでに持つ荷物は量を増していった。あすみが「いったん休きゆ憩うけいぃ！」と宣言して近くの喫きつ茶さ店てんで一息つく流れとなったのである。
「ずいぶん買ってしまいましたね」
　咲耶は累るい々るいと置かれた紙かみ袋ぶくろを横目に見ながら、ため息をつく。
「いいんだよぅ。耕介のやつ、全部使っていいからって結構な額渡わたしてきたんだからぁ」
「え、いくらくらいですか？」
「………それわぁ……言えないよう」
　一律買い物の会計はあすみがいつの間にか済ませてくれていた。それはもしかしたら、咲耶にどれ程使っているのか悟さとらせない為ためであったのかもしれない。
「なんだか耕介に申し訳ないです」
　しゅんと咲耶は手に持っていたミルクティのカップを皿に置いて目を伏ふせる。
「お互たがいに気き遣づかっててどうすんのぉ。耕介が今がんばってレポート書きまくってるのは咲耶ちゃんの為ためなんだよぉ」
　そう言われてうれしくないわけではないのだが、やはりどこか自分だけいい思いをしているのでは、と気が引けてしまうのだ。
「なんだか、ちょっと罪悪感があります」
　しおらしくなってしまった咲耶を見ていたあすみは、何やら身もだえしだした。
「あぁ、いいよぅ！　咲耶ちゃんそのセリフを、白いシーツを引き寄せながら目を潤うるませて言ってぇ！　そしたら姉さん、なんでも買ってあげる！」
「や、嫌ですよ」
「そう言わずぅ、ねえねえ、お願いだよぅ」
「と、とにかく私ばかりいい思いをするのは気がひけます。やっぱり耕介にも……」
　突とつ然ぜんあすみは、その言葉を待っていたとばかりに目を輝かがやかせながら咲耶の肩かたを、むんずと掴つかむ。
「やっぱそう思う？　そう思うよねぇ」
「え？　え、え？　なんですか？」
「ここは耕介に何かお返ししたいところだよねぇ！」
「は、はい」
　あすみはニコニコしながら、何か思案中のようだ。なにかよからぬ方向に全速で進行しているのでは、と心配になる咲耶であった。
　もちろん咲耶の心配は杞き憂ゆうではなかったのである。
　休憩が終わるや、あすみは咲耶を引き連れて次のお店に向かった。どうも先ほどまでの衣類を買い求めたお店の雰ふん囲い気きとは圧あつ倒とう的てきに違う。
　咲耶はパーティグッズのお店だろうかと考えたが、来たこともない店内の雰囲気にやや飲まれ気味で、あすみのスカートを掴つかみながらはぐれないようについていった。
　あすみはある棚たなの前で止まると、目的の商品を手に取りぐるりと振り向むいて不敵な笑えみを浮うかべながら咲耶の頭頂部を見つめる。
「さあ咲耶ちゃん、耕介にちゃんとお返ししよう」
　彼女の手に持たれた物は間違いなく、『耳』であった。もちろんではあるが、人の耳ではない。でっかくなっちゃうパーティグッズではない。
「咲ニャンと咲ピョン、どっちがいい？」
「あ、あ、あ、あすみ………あの……それは？」
「決まってるじゃないのぉ。ネコ耳とウサ耳だよぅ」
「そ、それをどうするんですか？」
「着けるんだよぉ、咲耶ちゃんがぁ」
　ふと咲耶の脳のう裏りにその付属品を頭頂部に着けた姿がよぎる。瞬しゆ時んじに顔が紅潮していく。
　恥はずかしすぎたのだ。
「無理ですよ！」
「なに言ってんのさぁ。男はねえ、ネコ耳かウサ耳に圧倒的に弱い生き物なんだよぉ」
「で、でも、昨日あすみ言ってたじゃないですか」
「なにぃ？」
「メイド服とか……そういう付属品はあざといって。これだって一緒ですよ」
　あすみは真ま面じ目めな顔になって首を横に振る。真しん剣けんそのものである。
「いい、咲耶ちゃん。ネコ耳もウサ耳も日本が発展させた世界に誇れる文化なんだよぉ」
　断定気味にあすみは胸を張る。
　真っ赤になった咲耶は口元をふにゃふにゃにして噤つぐんでしまった。あすみは咲耶の全身を値定めするようにじろじろと見ながら笑みを浮かべた。
「う～ん、咲耶ちゃんの場合なら、やっぱり咲ニャンがいいと思うんだけどなぁ」
「あすみ……なんで胸のあたりを見ながら言うんですか？」
「いや、統計的にネコ耳は咲耶ちゃん体型が一番かと」
　思わず咲耶は隠かくすほどない薄うすい胸の前で手を交差させる。
「なにかひどく自尊心を傷つけられている気がします」
「そんなことないよぅ」
「……まあ、たしかにウサギの耳はあすみのような……」
　と咲耶はあすみの豊かなバストをチラ見して、負けたような気になりその後の言葉を呑のみこんだ。
「咲ニャン、昔の人が残した故こ事じにはこんな言葉がある」
「もう、ネコに決定してる……」
　握にぎりこぶしに血管が浮き出でそうなほどに力がこもっている。
「ネコ耳わぁぁぁ、正義であるぅぅぅぅぅっ！」
　力技ともいえる圧倒的説得力であった。


　須崎の事務所を出た後、耕介は地下鉄に向かった。チラリと腕時計を確認しながら、電車に乗り込み大学の最も寄より駅で降おりる。校門を潜ると広いキャンパスの中に入っていく。休日とはいえ医いり療よう機関なども併へい設せつされているせいか、すれ違う人の数は多い。耕介はそのまま、レンガ造りの校舎に入り目的の場所を目指した。さすがに校舎の中は人ひと気けがなく、どこかひんやりとした印象を受けた。
　階段を上がり、その部屋の前で一呼吸を入れノックをすると中から、「どうぞ」と声が返ってきた。
　耕介が沖島教授の研究室に入ると、彼かれは椅子に座すわるよう勧すすめてくれる。
「悪かったね、わざわざ休日に来てもらって」
　呼び出した沖島教授は、やってきた耕介に詫わびを入れながらマグカップを用意してインスタントコーヒーを用意してくれた。
「いえ、僕ぼくも沖島教授にお聞きしたいことがありましたので」
「ほう、そうか。では君の要件から先に聞こう」
　沖島教授は椅子に座ると、話すようにと手で促うながす。耕介も来客用の椅子に腰をかける。
「以前お借りした『魔術研究・総論　上』の類るい似じ項こう目もくの所に『血けつ撰せん』という単語が幾いく度どか出てきました。昨日そのことについて咲耶に聞いたところ、あれは魔ま法ほうではないということは結論づけられました。しかし厳密な意味での魔法と血撰の違いを僕はまだ知りません」
　沖島教授は耕介の言葉を聞きながら「ふむ」とだけ言いながら自分の前に手を組む。
「血撰という特とく殊しゆな力を持った者が使う能力を『妖術』ということまでは、わかっています。しかし妖術と魔法の違い、力関係、それらの発生方法が僕にはまだ正確にわかってはいません」
　鬚ひげをなでるように顎あごに手を当てたまま沖島教授は何かを考えるように宙を見つめる。
「……大倉君。君の推論でかまわない。血撰とはどんなものだと思う？」
　話すべきか話さざるべきか思案しているのだろう。耕介の返答次第によっては、おそらく真実を聞きだすことはできないのだろう。
　なぜなら耕介のような一いつ般ぱん人じんと称しようされる人間が、本来知ってはならないことだからである。
　耕介は持ちうる情報の全すべてを並べ、そこから導き出だされる推論を提示して行く。
「文字の通り、選ばれた血の者同士で子を産み、より血を濃こくしていく。その事によって特殊能力をより強力に、より高い水準に洗練していくものであると……」
　──血を撰えらぶ……。
　血筋をもっとも重要とする者、『氏し族ぞく』……つまり……『リニエッジ』。
「血を洗練し、血撰による妖術を専門とした秘密組織、それがリニエッジ機関なのだと思います」
　耕介のような一般人が知りえない世界。秘密結社にして、かつては財ざい閥ばつから国までをも動かす力を有し、陰で歴史を操あやつってきた者たちの組織。それがリニエッジ機関である。
　沖島教授はゆっくりと息を吐き、おもむろに話を始めた。
「本来的に言えば、リニエッジ機関のような組織はこの国以外にもある。長い歴史の中で血撰の者たちは、その力を以もつて人々を統治してきた。力のない者はそれに従うしかなかったのだよ」
「しかし、今は完全に裏の組織となってしまいましたが……」
「力のない者……大倉君の知るような一般人と目される人々は、より強力な武器をつくりだすことで妖術に対たい抗こうしました。君も知っての通り、科学は戦争なくしては発達しなかった」
　そう、耕介が知る科学のそのほとんどは歴史の中において、知識の探求の為ために進歩してきた物ではなく、権力者たちの思おも惑わくの中で戦争と共にその歩調を合わせてきた物なのだ。
　新たな発見をする科学者たちがみな戦争を望んだ訳ではないだろう。時の権力者たちがそれを利用したに過ぎない、という考え方もできる。それでもなお沖島が言った通り、戦争なくして現代科学はあり得ないのである。
「殊ことに神話の時代などは、血けつ撰せん者しやの特殊な能力は信しん仰こうの対象となりやすく、権力を得るためには最適な求心力でもあった。しかし、信仰の乱立によって引き起こされるのは、思想同士のぶつかり合い、つまり戦争です。そしてその先せん鋒ぽうで戦うのは他でもない、血撰の力を持たない者たちであり、それ故により強い武器、より強い戦術、新たな兵器という道をたどりました。その発達のスピードは血撰者たちにとって脅きよ威ういだった。いつしか、信仰の周りに人が集まるのではなく、武力の周りに人が集まるようになっていった。血撰者を中心とした民族集団から、力を持たぬ者たちのみの民族集団が形成され、力を持ち始めた。数の力は強大になっていき、それに合わせて血撰者たちは追われ、同じ血撰者同士でコミュニティを作り、表の世界を捨てました。それがリニエッジ機関の元になる集団です」
　国の内外を問わず、かつて世界に数あま多たに存在した現あら人ひと神がみたちは、そうして姿を消すことによって、本当に神になったのだろう。現在に伝えられる神話の中に存在する神々は、信仰だけを残して、表の世界から姿を消したのだ。ただ、完全に姿を消したわけではない。関かかわり方を変えたにすぎないのだ。表から消え、代わりに裏から権力を握るという方法に転てん換かんしただけだったのだ。
「そしてもう一つ」
　沖島は人差し指を立てる。
「力ある者ではないが、決して何も持たぬ訳ではない者。リニエッジ機関の人間のような血を洗練し一つの能力に特化した者を強きよ性うせ血いけ撰つせんと言い、それに対して弱じや性くせ血いけ撰つせんと記されている者たちがいたのです」
「弱性血撰？」
　咲耶が昨日、似たようなことを言っていた。
「他者に影響を与あたえるほどの力を持たないが、少なからず血撰の力を持った者たちのことを言います。その一部が、己おのれの血の力を鍛たん錬れんによって磨みがき上あげ、杖つえなどの増ぞう幅ふく器きを持って隔界の力を引き出し、精霊の加護によって奇き跡せきを起こす方法を考案しました」
　ようやくそこで耕介は思い当たった。
「……それが咲耶の師しし匠ようである魔ま法ほう使つかいと呼ばれる者たちです」
　今まであやふやになっていたことが、明確になった。
　血撰を自由に使う人間たちに対して、自分のように何もできない者たちが科学を発展させ、また別の場所では僅わずかに血の力を持った者たちが魔法を作りあげていたのだ。
「貨か幣へい経済の発達、血撰を持たぬ者たちの大繁殖、混血による血撰者の減少、政治体制の成熟、戦災、疫えき病びよう、天災。さまざまな要因があった上で、現在のパワーバランスが出来上がったのです」
「そうだったんですか」
　途と方ほうもない歴史の側面であった。歴史書にある史実は決して一面性だけではない。どの視点から見つめるかで歴史はいつも二転三転する。
　歴史というものは、一つの史実と他の史実の整合性から出来上がっている。
　さまざまな要因を並べて行き、もっともらしい流れを採用するのが歴史であり、それ故、諸説様々な歴史観がある。
　もしかしたら正しい歴史などないのかもしれない。それでも、新たな事実が一つ入ることで歴史は一変してしまうものだ。
　沖島教授が語った史実もまた、そのひとつであるに違いない。
　血撰者という要因を組み込んだ、歴史の別の一面である。耕介が知ろう筈はずもない史実。知ってはならない史実であった。
「さて、大倉君。話が長くなってしまったようだね。すまなかった。今日来てもらったのは他でもない。君の耳に入れておかねばならないことがあってね」
　沖島教授は話を切りかえるように、早口に言うと席を立つ。
　窓の外を流れる曇どん天てんを見つめ、少しためらいながら沖島教授はその言葉を口にした。
「どうやら『時とき詠よみの追つい難な』の計画が進行しているようだ」
　沖島教授が呼び出すといった場合、その内容になるであろうことを、耕介は薄うす々うす感じとってはいた。遠からず、『時詠みの追難』に関わることであろうとは思っていた。
　沖島教授は書しよ棚だなの端はしから、分厚い本を数冊抜ぬき取とると、隠し棚が現れた。彼はそれを開くと、中から一枚の書類を取りだし耕介に手て渡わたした。書類の内容に耕介は目を見張る。
　ほとんどの部分は黒いマーカーペンで塗ぬりつぶされていたが、それは間違いなく『時詠みの追難』の計画書であった。
「沖島教授、これは……」
「持ち出しはできません。すぐに処分するものです。全文覚えておいてください」
　塗りつぶされている個か所しよは、個人名や儀ぎ式しきの名前、場所などだろう。しかし、それ以外の情報から、どういったことをしようとしているのかだけは理解できる。
　期日は六日後。時刻は０時をもって咲耶を抑よく制せい結界の外へ呼び出し、磐いわ長なが媛ひめと接せつ触しよくさせる、といった内容である。
　咲耶を抑制結界からどのように呼び出すのかは記されていない。極ごく秘ひということなのだろうか。耕介はその内容を頭に焼き付ける。
「僕にこれを見せて構わないのですか？」
「もちろん、いいわけはない」
　沖島教授は窓の外を見たままこちらを振ふり向こうとはしない。耕介にその顔を見られたくないとでもいうように、背を向けたままその続きを語っていく。
「ただ今回、私は関わっていない。ごく一部が画策していることのようです。組織全体としては、まだ協議が必要であると考えているのですが、急進派の一部が先だって行動をはじめたようなのです」
　淡たん々たんと語られるその内容に、耕介は浅く呼吸をする。
「咲耶を誘さそい出すための計略が練られているのは確かです。私も急進派の動きを抑制せねばなりませんので、大学からは姿を消します。ですから大倉君はその間、彼らの誘いだしには、決してのらないように。君たちは結界の張られた場所にいる限りは安全なのですから」
　血撰の秘密を知った今、自分にできることがそれしかないことが口くち惜おしかった。自分にできることが、あまりにも僅わずか過すぎる。それは自分に力がないことに他ほかならない。
　何一つ持たない者が、力ある者に対抗する手段はあまりに少ない。
　沖島教授が関わるな、という理由は他でもない。耕介が関わることで同時に咲耶を危険に晒さらすからである。それだけは避さけねばならない。そう彼は考えているのだろう。
「……いつも通りに過ごしていてください。咲耶のためにも」
　振り向いた沖島教授は、耕介に念を押おすようにそう言った。耕介は返す言葉もなく、ただ「はい」とだけしか言うことができない。
　沖島教授はその返答に満足したのか、ゆったりと椅子に腰をおろす。今日の話はこれで終しゆう了りようである、という合図だった。耕介はそのまま立ち上がり、挨あい拶さつをしながらドアに向かう。
　退出しようとする耕介に、沖島教授はふと何かに気づいたように話しかけてきた。
「そうだ、大倉君」
「はい」
　振り返かえる耕介の目に、少々困こん惑わくしたような教授の顔が映り、一いつし瞬ゆん焦あせりを憶おぼえる。
「……どうかしましたか？」
「ああ……その……まったく関係ない話なんだが……」
　沖島教授は何やら言いづらそうに口ごもりながら、何か思案している様子だ。
「なにかありましたら仰おつしやってください」
　それでもまだ彼はどこか聞くべきか迷うように視線をそらせる。
「………咲耶に関わることでしょうか？」
「……………ああ、そうなんだがね」
　耕介にも緊張が走る。関係ない、と言っている以上、先ほどの話題に付ふ随ずいしたことではないのだろうが、それでも咲耶に関わる何かであるということは確かだ。
　耕介は静かに息を呑む。
「大倉君はその……咲耶との関係は『兄きよ妹うだい』ということにしていることは知っているのだが、私生活に於おいてもその関係を強調するように咲耶に『お兄ちゃん』と呼ばせているらしいね」
　その話か、とは思ったものの、耕介は言い訳のしようがない。
「それを踏ふまえた上で、一応………一応なんだがね、聞いておきたいのだが………大倉君は咲耶に自分のことを『お兄ちゃん』と呼ばせていることに対して、何らかの性的嗜し好こうが絡からんでいる可能性があると考えられる。この可能性をゼロにできるような申し開きなどがあったら25文字以内で簡潔に述べよ」
「……何な故ぜ設問形式なのでしょう？」
「大倉君の答え如何いかんによっては冷静さを失う可能性が高い、と考えた結果です」
「そうですか……」
　まあ、孫を預けた相手が特殊なご趣しゆ味みであっては祖父として一ひと肌はだも二肌はだも脱ぬがねばいけない、ということなのだろう。つまるところ孫可愛かわいさに祖父バカ状態の沖島なのである。
「えー……僕から強制してそのように呼ばせたりなどはしていません」
「むっ……そうか。そうなのか」
　沖島教授、まだどこか納なつ得とくいっていない様子ではあったが、とりあえずどこかに落とし所をつけてくれたのか、ゴホリと咳せきを一つ吐く。
「……いや、悪かったね。まさか人選を誤ったのではないかと少々心配になったものでね。しかし大倉君なら差し当たって、姪めいくらいの関係にしておくものかと思っていたが、ずいぶんと大だい胆たんですね……兄妹ですか……」
　かくいう耕介はもちろん『姪』にしよう、と言ったわけだが、咲耶の提案で兄妹になってしまったわけで、ここでそれを言うのもまたなにやら言い訳がましい。
「沖島教授」
「なんだね？」
「咲耶に……その、自分が祖父であることはお話しにならないのですか？」
　沖島教授は躊ちゆ躇うちよなく首を横に振りながら、薄く笑う。
「あの娘このために、私は自ら祖父であることは語らないつもりだよ」
「それはリニエッジ機関からの命令ですか？」
「いや、そうではない。咲耶が『時詠みの追難』をできる年ねん齢れい……十歳になれば、身分を明かして良いことにはなっている。しかしその必要はないんですよ」
　沖島教授はふと窓の外に目を移す。
「話しても彼女が悲しい思いをするだけだからね」
　そう言った沖島教授の顔が僅わずかに寂さびしそうに見えたのは、耕介の心象だったのだろうか。ただ耕介には妙みように沖島教授のその姿が焼きついた。


　耕介が大学を出た時にはまだ日が昇のぼっていたにも拘かかわらず、地下鉄に乗って新宿にやってきた頃ころにはすっかり日が落ちていた。あすみに連れん絡らくはしたものの、彼女が約束の時間に来ることはないだろう。私鉄の改札口の前で腕時計を見ながら、耕介はぼんやりと待つことにした。
　沖島教授から聞いた内容を頭の中で反はん芻すうする。
　──リニエッジ機関は『時詠みの追難』の計画を進めている──か。
　とはいえ耕介には現状、沖島教授から聞いた通り、なにもせずにいることが最善の策なのだろうことは理解していた。考えてもどうにもならない場合もある。それでも考えてしまうのが大倉耕介という人間の性さがでもあった。
「耕介！」
　咲耶の声にふと我に返った耕介はのっぺりとした無表情を声の方に向けた。買かい物もの袋ぶくろを両手に抱かかえた咲耶とあすみの姿が目に入ってくる。
「どうだった？　いい服はあったかい？」
「………まあ、いろいろ」
　耕介の問いに何な故ぜか咲耶は顔を少し赤くしながら目をそらしてしまう。何かあったのだろうか、と耕介はあすみに問いかけるように視線を向ける。
「ふふふぅ、完かん璧ぺきよぉ。咲耶ちゃんは今夜、完全体になるよぉ。勝てない！　完全体咲耶ちゃんにはオラ勝てねぇ。みんな、オラに力を分けてくれぇ！」
　天に向かって両手を翳かざすあすみ。顔を真っ赤にしたまま俯うつむいてしまう咲耶。
　耕介は何が何やらわからず、こめかみに指を当ててみた。
第二章　出口のない論述




　テーブルには鰈かれいの煮に付つけ、サラダ、山やま芋いもの煮にっ転ころがし、漬つけ物もの、ご飯に味み噌そ汁しるとやや煮に物もの系が多く配置されている。
　客観的には手を抜いているようには見えないが、耕こう介すけは忙いそがしさのあまり手て抜ぬきになってしまったな、と主婦のような感かん慨がいがあった。
「んん～、魚がうまいぃ！」
　一日歩きまわっていたあすみは二杯はい目のご飯をおかわりしながら顔を綻ほころばせて箸はしを運ぶ。
　問題は咲さく耶やの方だった。
　先ほどからあまり食事に手をつけていない。というより心ここにあらずといった様子である。やはり一日歩きまわったら疲つかれたのだろうか、と耕介は考えるが、顔を紅潮させている様子は疲れとは違うようにも感じる。
「咲耶どうした？　熱っぽいか？」
「い、いや、そんなことないです！」
　わたわたと全力で否定してくる。いつもと違う反応に耕介も少し心配になる。
「もし具合が悪かったらご飯全部食べなくても大だい丈じよ夫うぶだからな」
「……はい」
　そんな咲耶を隣となりでチラチラと見ながら、様子をうかがっているあすみ。なにかあるのだろうか。
　耕介はこめかみに人差し指を当てて考える。
　買い物の時に何かあったのだろうことは予想できるが、それが何であるかまでは、わからない。
　大量に買い込まれた衣類はまだ手つかずである。
　上の空の咲耶はおそらくはそれどころではなくなった何かがある筈である。そしてその理由をあすみはどうやら知ってるようだ。
　素す直なおにあすみに聞いてみるべきか？
　迷いながらも耕介は状況を見守ることにした。
　咲耶は一点を見つめながら、しきりにか細い声で何かぼそぼそと言っているが、耕介には何を言っているのか聞き取れない。
「ネコ……ウサギ……ネコ……ウサギ……ネコ……ウサギ……ネコ……コアラ……ラッコ……コマネズミ……ミミズク……クジラ………あ、クジラには耳がない……ううぅ……」
　かなり様子がおかしい。
「どうしたんだ咲耶？」
　ハッとした咲耶はなにか急に大おお慌あわてになる。
「え、え？　なんで、クジラになってるんですか？　コマネズミ？　ええ？」
　隣にいたあすみはそっと肘ひじで小こ突づくので咲耶は正気を取り戻もどし耕介の顔をジッと見る。
　何かを覚かく悟ごするように咲耶はごくりと唾つばを呑む。
「あ、あの……」
「うん」
　おもわず耕介も緊張する。
「あの……耕介は………その…………クジラ……じゃなくて、コマネズミじゃなくて……ええっと、その………ど、動物は何が好きですか？」
　咲耶はそんなことを聞こうとしていたのだろうか。それほど緊張するような質問には思えない。まだ何かあるのだろうが、とりあえず正直に答えておいた方がいいように思う。
「ええっと……犬、かな」
「いぬぅぅぅっ！」
　咲耶は卒そつ倒とうするかのような勢いでテーブルにおでこをゴッと刺ささるようにぶつけた。
　テーブルに伏ふせった咲耶の頭は起き上がってこない。
「………え？」
　いったい何がどうなったのかわからなかった。自分の答えが咲耶に何らかのとどめを刺したことだけはわかるのだが、どういう理由でこうなったのか耕介には皆かい目もく見当がつかない。
「……いぬってぇ……動物ってぇ……なんでこの子たちは、そんなに不器用なのぉ……」
　その場に頭を抱えて項うな垂だれるあすみと、起きあがって来ない咲耶を見ながら、耕介の内心はただひたすら焦あせっていたのだが、その表情は至って冷静であった。


「ううぅ………」
　悪夢にうなされるようなうめき声をもらす咲耶をベッドに寝ねかしつけながら耕介は深いため息を吐いた。
　あすみから事情を聴きいて納得はしたもののやりきれない思いである。
　咲耶は耕介を喜ばせようと、何か企き画かくしてくれていたらしく、ずっとその緊張状態が継けい続ぞくしていたらしいのである。そして緊張の糸が切れて、なんとも無残な結果になってしまった。
　その引き金を引いたのは間ま違ちがいなく耕介である。
「ごめんねぇ、悪いことしちゃったよぉ」
　落ち着いたあすみは反省をしているのだろうか。今日はお酒を飲んでいない。
「ダメだねぇ、良かれと思ってやってもあたしは結構失敗しちゃうねぇ」
「そんなことはないよ。気持ちはうれしいし」
「でもぉ……」
　あすみはテーブルに突っ伏ぷし顔を横にして遠くを見つめる。
「前にもあたし……失敗してるしぃ」
「そんなことあったっけ？」
「あったよぉ。高校の時の、ほらぁ、誕生日会」
「八や嶋しまさんか？」
　あすみはコクリと頷うなずく。
　二人の話に度たび々たび名前があがるあすみの部活動の後こう輩はい、八嶋かえでである。
「びっくりさせようとしてぇ、ケーキの蝋ろう燭そく、消えないやつにしたら……」
　特殊な加工のされた吹ふき消けそうとしても消えない蝋燭である。
「必死で消そうとしてたな、八嶋さん」
「二十回目のトライで過呼吸になってぇ……」
「しかしあれはみんなが止めても八嶋さんがやめなかったことにも原因が……」
「違うんだよぉ」
　何が違うのかあすみは顔を起こすとテーブルの表面を見つめる。
「あの後、かえでちゃん、蝋燭が消せなかったのが相当悔くやしかったらしくてぇ、あの消えない蝋燭買い込んで毎日吹き消す練習してたらしいのよぉ」
「そうなのか……」
「それで、半年後の身体測定の時、肺活量が女子にはあるまじき７０００mlに！」
　ウッとあすみは口に手をあてる。
　別に悪いことではない気がする、というより驚きよう異いの数字の方が耕介は気になる。
　ちなみに一いつ般ぱん成人で平均男性は３０００～４０００ml、女性は２０００～３０００mlである。７０００mlというのはスポーツ選手でもめったにいるものではない。
「かえでちゃん、ごめんよぅ。普ふ通つうの女の子でいたかっただろうにぃ……」
　あすみのいたずらがアスリートを一人生んでしまったのである。
　失敗というよりは、どちらかというと成功談とも取れなくもない。八嶋かえでがそのままアスリートになっていたらの話ではあるが。
「しかし、あすみは咲耶に何をさせようとしていたんだ？」
　あすみは敏びん感かんにその言葉に反応するが、
「耕介には内ない緒しよだよぅ」
　と口元に人差し指を当てた。
　何をしようとしていたのか耕介はだいぶ気になる。そんな気にしている耕介の気をそらせるようにあすみはバッグから封ふう筒とうを取り出す。耕介が咲耶の服を選んでもらうようにあすみに渡したお金が入っている封筒だ。
「はい、おつりだよぅ」
　耕介はお礼を言いながら中身を確かめる。
　──おかしい。
「おい、あすみ。半分も使ってないじゃないか」
　驚おどろく耕介にあすみはにっこりとほほ笑みながらくすぐったそうにする。
「なに言ってんのぉ。あんなにかわいい服たくさん買ったんだよぉ」
「まあ、そうだけれど、全部使っても構わなかったのに」
「もう、やりくり上手だってほめてよぉ」
　口元をとがらせてふくれてみせる。
「無理にバイトしないでもなんとかできるんだよぉ」
「……そうか、あすみには助けられてばかりだな」
「ふふぅん。これに懲こりたらこれからはもう少しレポートのバイトは減らしてぇ、咲耶ちゃんに時間さいてあげてねぇ」
　耕介は動かない表情のまま、ゆっくりと頷うなずいた。
「ありがとう、あすみ」
「へへぇ……」
　あすみはうれしそうに笑いながら
「咲耶ちゃんみたいに頭なでてくれてもいいんだよぅ」
　とおどけてみせた。
　それからしばらくあすみと話していたが、あまり遅おそくなる前に彼かの女じよは帰り支じ度たくを始める。
「今日は送ってもらわなくていいよぅ。咲耶ちゃん起こすの悪いしねぇ」
　夜になってまた降り出した雨を見上げながらあすみは持参のカッパを着こんで帰って行った。


＊＊＊＊


　目を開けるとそこは閉ざされた闇やみの中だった。咲耶が幾度もやってくる心ここ地ちよい暗闇。
　座りこんだままの咲耶はその四方の闇の中に気配を探す。
　いつも現れるはずの友達の存在を肌で感じ取る。
「咲耶」
　闇を裂さくようにその隙すき間まから彼女は現れる。
「……磐いわ長なが」
　磐長は咲耶の横に腰こしをおろしながら暗中においてもキラキラとしたガラスのような黒い瞳ひとみを向ける。
「迷っているのね」
　思わず咲耶は身体をこわばらせるようにビクリとする。
　──やっぱり磐長に隠しごとはできないな……。
　俯うつむきながらそう思った咲耶に、磐長は心配そうに語りかける。
「あの男のせいなの？」
　ふと咲耶の脳裏に無表情な顔が浮かぶ。
「あの男さえいなかったら、咲耶は『時とき詠よみの追つい難な』をすることができる？　受け入れるべきものとして、この運命を受け入れられる？」
　彼女の問いに咲耶は答えられなかった。
　同じ表情で表現の手段を限定された彼がいなくなってしまった世界。
　そんなことはもう考えられなくなってしまっていた。
　自分の生きる世界にしみ込んでしまった彼との生活が、今いま更さらなかったことになどできなかった。人生の中において、それは瞬またたくような僅わずかな時間である。その僅かな時間は、咲耶にとってすでにかけがいのないものに変わってしまっていた。
　答えない咲耶をジッと見つめるガラス玉のような光が陰かげる。
「………そう。やっぱり」
　何かをあきらめるため息のような呟つぶやき。
「違ちがうの、磐長」
「違わない。咲耶は迷っている。迷った心のままでは『時詠みの追難』はできない。迷った心で隔かく界かいの扉とびらなんて開けない」
「そんなことないです」
「咲耶は知らない。隔界の扉は、何層にも折り重なる神しん仙せん界を通とおり抜けて輪りん廻ねの境界線を越こえることなの。深層部に達したら迷いを持った者の心は食べられるだけでは終わらない」
[image: 画像]
　隔界は心を無にしてしまえば人の魂たましいを、精神を食くらう世界であることを咲耶は知っている。
　より最深部に入るほどにその危険度は大きくなる。
　いつか、自分はそこに行かねばならない。
　咲耶の中にそれは運命づけられたものとして蓋がい然ぜんとあり続けた気持ち。
　しかし、彼女の脳裏に浮かぶ彼の存在が確実に迷いをもたらした。咲耶にとって『時詠みの追難』をしない人生の可能性を示した。そして彼は本当に約束を守り、ある筈はずのなかった明日という希望を教えてくれた。
　それでも咲耶は磐長とこうして夢の境界線に立っている時は、己の血が持つ運命を強く意識する。意識しながらも、なお彼の姿がうかんで来るのだ。
「ねえ、磐長。私には『時詠みの追難』をしないという選せん択たく肢しはあるのでしょうか？」
　咲耶がそう聞くと、磐長は沈ちん黙もくした。
　重く、深く、その先を言うのをためらうように遠い果てのない闇に目を移す。
「…………ないわけじゃない。でも、それは『時詠みの追難』の終わり。木この花はな乃の咲さく耶や媛ひめの残した厄やく災さいの始まり。遠い昔の木花乃咲耶媛が………」
　咲耶の遠い先祖。『時詠みの追難』の始まりにさかのぼる話だった。
「でもね、咲耶。私は咲耶にそんなことになってほしくない。あなたをそんな目に合わせたくない。だから……そんなことは言わないで」
　咲耶が生まれるよりも遠い昔の記き憶おく。血の中に残る微かすかに香かおるような記憶の残ざん滓しが、その意味を告げているような気がした。いったい磐長の言うことがなんであるのか、そこまでは咲耶には見当はつかない。なのに、せり上がるような不安は決して拭ぬぐい去さることができない。逃にげ切きることができない。そんなどうしようもない闇が網もう膜まくの片かた隅すみに蠢うごめいたように感じた。
「お願い、咲耶。こっちに来て」
「え？」
「精神だけじゃなく、隔界の扉を開いて、私の下もとに来て」
「でも………」
「私が咲耶を守ってあげる。だから……」
　咲耶はそれ以上言葉を成すことができなかった。血の中にめぐる記憶の恐きよ怖うふが、言葉を紡つむぐことを拒こばんでいるようだった。『時詠みの追難』をしない自分の先にあるものが、僅わずかに見えるような気がして、咲耶は思わず息をひそめた。


　耕介はレポートを書く手を止めて、大きく伸のびをした。計画表に終わっている部分までチェックを入れる。進しんち捗よく具合は概おおむね順調だった。
　レポートを書くことは苦ではなかったが、こうして一人考え事をはじめると思おもい浮かんでくるのは、同じ事こと柄がらばかりだった。
『時詠みの追難』についてである。
　以前に比べたら情報はある。回かい避ひ方法も提示されている。しかし、耕介の胸中にはどうしても不安がこみあげてくるのだった。
　ふと思し索さくにふけっていると背後から書しよ斎さいのドアがそっと開く音が聞こえる。我に返った耕介が振り向むくと、そこには不安を顔いっぱいに浮かべた咲耶が立っていた。
「………耕介」
「どうした、咲耶？」
「…………あの……」
　と言ったきり咲耶は俯うつむいてしまった。
「なんだい？」
　聞き返したが咲耶はしばらく言葉を探すようにして、足元に視線を這はわせながらおずおずと話しだした。
「……あの……怖こわい夢を見て………いえ、怖くはないんだけど……でも……起きたら怖くて」
　耕介は必死で言葉を探す咲耶の声に耳を傾かたむける。
「どんな夢を見たんだい？」
「…………それは」
　話しづらそうに咲耶は足の指先を見つめたまま薄い唇くちびるを震ふるわせる。それは話していいのかどうか迷っているようにも見える。ただ、その後ろに横たわる、彼女を捉とらえて離はなさない恐怖を押し殺ころそうと、咲耶は唇をきつく結んで我が慢まんしようとする。
「咲耶が話すことで恐怖が増すのなら、話さなくても構わない。でも、一人で抱え込むことで恐怖は循じゆ環んかんしまた次の恐怖を生み出すことがある。もし咲耶が僕に話してくれて、その恐怖の一部を共有できるのなら……そのことで咲耶の恐怖を抑おさえられるのなら、僕に話してほしい」
「…………」
「咲耶が決めるといい。咲耶はどうしたい？」
　耕介に話してはならないことなのかもしれない。ただ、咲耶がそのことを一人で抱え、辛つらい思いをしているのだと思うと、耕介には放っておくことができなかった。
　咲耶は息を呑のみながら、どうするべきか逡しゆん巡じゆんし、それから顔を上げる。
「……………お話……聞いてくれますか？」
　目に涙なみだをため見つめる咲耶に、耕介は優やさしく頷うなずきかける。
　先ほど見たという夢の内容を彼女はポツリポツリと話しだした。
　いつも夢の中に出てくる磐長のこと。
『時詠みの追難』をしない、という選択肢もあること。
　しかしそれは次の厄災の始まりであること。
　そしてその厄災がいったい何であるのかはわからないこと。
　それから………。
「磐長は、隔界の扉を開いてこっちに来てっていうんです」
　耕介はふと今日の沖おき島しま教授の言葉を思い出す。
　時詠みの追難の計画が進行している、ということ。どこか水面下で今もその準備が進められている。
　耕介は考えた。
　それはつまり磐長が直接、咲耶を取り込もうとしている、ということなのだろうか？
　しかし、現段階で磐長は咲耶に『時詠みの追難』の計画が進行している、といったことは話していないようである。ただ、隔界の磐長の元に来い、と言っているだけに過ぎない。また強制的に儀式を執とり行おこなおうとしているのだろうか。
「でも、でも、磐長は悪いことを考えているわけじゃないんですよ」
　耕介は一いつ瞬しゆん、自分の考えていることを悟さとられたのではないかと思った。咲耶が『時詠みの追難』の計画が進行していることを知っているのでは、と思ったのだ。
「磐長は悪い娘こじゃないんです。磐長は……その……ずっと一いつ緒しよにいてくれて……それで、慰なぐさめてくれたり、遊んでくれたり、励はげましてくれたりするんです。だから……なにか理由があってそういうことを言ってくれてるはずなんです。あの娘はそういう娘なんです」
　咲耶はうまく説明できないのか、もどかしそうに身をよじる。
　どうやら先ほど話したことで、耕介の磐長に対する心象が悪くなったのでは、と彼女は思い必死で磐長をフォローしているようだった。
　耕介は咲耶の言葉に耳を傾ける。しかし彼女は必死で空気を掴つかもうとするようにもどかしそうな表情をする。
「磐長は………とても私を大切にしてくれるんです。いつも、私の不安を紛まぎらわそうとしてくれるんです………逆らえない運命も、私の弱い心も、厳きびしく指し摘てきするけど、でもとても大切にしてくれるんです………」
　言葉にできない、ということは世の中にいくらでもある。それは単に多くの言葉を知らない、というだけの場合もある。その気持ちに適した言葉が存在しない場合もある。言葉には気持ちを相手に伝えるための代用品としての側面がある。咲耶は、磐長との関係を伝える言葉を見つけられず、そのもどかしさに気持ちそのものが萎しぼみそうになっているのだろう。
「磐長は、咲耶にとって大切な友達なんだね」
「……………」
　きっとそれ以上に大切な存在。友達よりも、もっと大切な存在……。
「そういう友達のことを朋ほう輩ばいと呼ぶのだと教えてくれた人間がいる」
「朋輩？」
「どんな時にも裏切らない親友、という意味だそうだ。辞書にも載のっていない解かい釈しやくをする相手だけど、僕ぼくはその解釈はとても好きなんだ。咲耶にとって磐長は同じ運命や、幼い日々を過ごした大切な絆きずながあるんだと思う。僕の知っている言葉でそれに当てはまるのはきっと、そんな言葉じゃないかと思うよ」
　咲耶ははじめて手に入れた言葉に、柔やわらかな笑えみを浮かべる。
「…………朋輩ですか。えへへ、今度磐長に話してあげよう」
　その表情からは先ほどまであった恐怖は幾いく分ぶん薄うすれたように見える。嬉うれしそうにもう一度、「朋輩かあ」と呟く咲耶を見つめながら、耕介も思わず微ほほ笑えみ返したい気持ちになるが、やはり自分の顔面表層筋は頑がん固こなまでに動いてくれる様子はない。
「耕介、話を聞いてくれて、ありがとう……」
　そう言って柔らかな笑みを浮かべ書斎を出て行く咲耶の足取りが少し軽く聞こえた。咲耶の心に掛かかる重荷が少し軽くなったのなら、と考えながら再び耕介は机に向かう。レポートは今のところ順調にノルマをこなしている。期末に近づくと課題提出のラッシュを迎むかえることもあるので、早期に出題されるものはできる限り今のうちにこなしておきたい。
　そう思いながらボールペンを走らせていると、再びドアを開く音が背に当たる。
「…………やっぱり、一人になると怖いです」
　振り向きざまに耕介の目に映った咲耶は、見えない恐怖に怯おびえ、泣き出しそうな気持ちを必死で我慢している先ほどの姿ではなかった。それは単純に少女が暗やみを怖がるようなそんな表情だった。眉まゆをハの字にして恥はずかしさを隠かくしながら咲耶は
「…………あの、だから、その………今日は耕介の隣にお布ふ団とんを敷しいてもいいですか？」
　と言ってそのまま顔を真っ赤にして俯うつむいてしまった。
　年ねん齢れい的てきなことを加味すれば、おそらく恥ずかしいことなのだろう。もう少しレポートを進めておきたい、と思う気持ちがなかったわけではない。しかし、先ほどの話のことも含ふくめて今日は一緒にいてあげるべきだと耕介は考える。
「いいよ、布団を持っておいで」
　と言うと席を立ちあがった。咲耶を連れてロフトにあがる。ここが耕介の寝ね床どこであった。
　以前咲耶が魔法によって成長させ過ぎてしまった蔦つたたちはロフトを覆おおうカーテンのようにその枝と葉を天てんじ井よう側に伸ばしている。
　群生してしまった蔦の葉が目の前にあると、ロフトの上からの景色はまるで木の上に造られた秘密基地のような様相である。
　咲耶はそれでもやはり男性の隣で寝るのは恥ずかしい年とし頃ごろなのだろう、少し耕介の布団に間をおいて自分の布団を敷いたが、床とこに入るとはみ出るギリギリの所まで近寄って丸くなった。
（もっと近づけちゃえよ！）
（ユー、近づけちゃいなよー！）
「黙だまってて下さい」
　咲耶は中空にいる水の要素をパタパタと手で払はらうが、もちろん耕介には見えない。
　耕介が電気を消し辺りに光の気配が消えると、蔦の葉のシルエットが浮うかび上がる。
「ごめんなさい。変なお願いをして」
　咲耶は頭まで被かぶった布団の中から小声で語りかける。
「別に変じゃないよ。怖いと口に出して言うのは勇気のいることだ。咲耶が抱いだいた恐怖がどんなものかは僕にはわからない。でも、それを言ってくれたことが、僕はうれしいよ」
　隣の布団の中でガサッと動く音が聞こえる。その後に「えへへ……」と咲耶の照れ笑いが小さく聞こえた。
「……あ、でも、あすみには言わないでくださいね」
　耕介はもとより言うつもりはなかった。
「なんだかズルしたみたいです」
　ズル……とはなんだろうか？　と耕介が思っていると、急に隣の布団の中で咲耶は何かに気づいたようにじたばたしだした。
「あっ、いや……その、そういうつもりだった訳じゃないんです！　ああ……なんか……私……ううぅ………あすみ……違うんです……ごめんなさい………」
　咲耶は落ち着かない様子だったので耕介は一言、「おやすみ」と言うとしばらく間をおいてから
「……………お、おやすみなさい」
　と返答が返ってきたが、しばらく咲耶は寝ね付つけなかったのか寝返がえりを繰くり返していた。


　大学の授業は今日は二限目からだったので、耕介と咲耶はゆったりとした朝を迎えた。
　バッグの中身を確認して、学校へ行く支度を始める。衣類に関しては咲耶の心配ばかりしていた耕介であったが、自分の着る服もローテーションが追い付かなくなりだしていた。仕方なく箪たん笥すの奥おくから、普ふ段だんはあまり着ないような黒シャツに袖そでを通しボタンをかけていく。
　そこへ着き替がえの終わった咲耶がやってきた。
　半はん袖そでのブラウスの上に、オフホワイトの短めワンピース。足の露ろし出ゆつはジーンズ生き地じのハーフパンツで品が損そこなわれていない。
　咲耶は何も言わずに、手を後ろで組んで足元を見たりしている。
「………………」
　時折耕介をちらちらと横目に見て落ち着かない様子である。
「よく似合っている。かわいいよ」
「！」
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　一いつし瞬ゆん嬉うれしそうな表情を浮かべた咲耶だったが、すぐにピューっと自分の部屋にかけ込んで行ってしまった。思わず耕介はこめかみに指を当てた。
　──彼女が逃げ出してしまうようなことを言ってしまったのだろうか？　失礼に聞こえたのかもしれない。正直に言ってしまったのはいけなかったのだろうか……。
　耕介の頭の中では回答のでない問題がグルグルと渦うず巻まいていた。しかしその後、朝食を食べに出てきた咲耶は不ふ機き嫌げんどころか上じよ機うき嫌げんで、耕介はまた頭を抱える。
　──怒おこっているわけでは……ないのか？
　この間、まったくブレのない無表情である。
　食事を終え、支度が整い家を出て、いつもの通学路を行く耕介と咲耶。電車の遅おくれなどもなく、予定通りの時刻には学校の校門を潜くぐった。
　掲けい示じ板ばんを見るのは大学生の習慣で、必ず教務科の前に張り出される連れん絡らく事じ項こうに軽く目を通す。ふと耕介が掲示板を見ると沖島教授の授業が休講になっている。
　他の同級生たちがわいわいと騒さわぎながら急に空いてしまった午後の予定をどうするのか、楽しそうに検討をしている声が聞こえるが、耕介はのっぺりとした緊きん迫ぱく感のない無表情とは裏腹に、そのうちには緊きん張ちようが走った。
　──やはり『時詠みの追難』をするためにリニエッジ機関が動いているということか。
　計画書にあった期限まであと三日。沖島教授の言っていた通りなら、学校や耕介の住んでいる街から出ない限りは、抑よく制せい結界の中なので安全ではある。しかし前回のようにおびき出すための罠わながどこかで張られていたとしたら、耕介にそれを防ぐことができるのだろうか。
『いつも通りに過ごしていてください。咲耶のためにも』
　沖島教授の言葉を思い出しながら午前の授業をノートに取りながらも、耕介はどこか上の空だった。
　咲耶は授業中も、彼女にとって意味不明な内容を理解しようとしているのか、必死で耳を傾けているようすだ。
（でれーい！）
（わかってんのか？）
（わかってて聞いてんのか？）
（わかりやすく説明してやろうか？）
（室むろ伏ふしの身体も80％は……水だ！）
（すっげ──っ！）
（水、すっげ──っ！）
「静かにしてください」
　時々目の前を手で払う仕草をしているのは、何かの要素がいるからなのだろうか？
　午前の授業が終わり、咲耶と共に今朝作ってきた弁当を食べる。
「お兄ちゃんのお弁当は美お味いしいです」
　褒ほめてもらうことに耕介は喜びを感じるが、他の学生も今は近くにいないわけだから兄きよう妹だいの設定は守らなくてもいいのに、と思ったが言わないことにした。モリモリと弁当を啄ついばんで目を輝かがやかせている咲耶に、水すい筒とうからお茶を入れて差し出だす。
「はい、お茶」
「ありがとうございます」
　今日も咲耶の食欲は旺おう盛せいでなによりである。
　食後、散歩がてらに大学図書館までやってくる。各学科の為ために取りそろえられた専門書から雑誌、新聞に至るまであらゆる知識の倉庫ともいえる館内は、一定に保たれた湿しつ度どで心地いい。
「ちょっと目的の本を探して来るから」
　と耕介が言うと
「はい、これ読んでます」
　と咲耶は入口にある科学雑誌を手に取り椅い子すに座すわる。耕介の影えい響きようか科学に興味が出てきたらしい。少々咲耶の年齢には難解な内容かもしれなかったが、彼女が興味を持つことが耕介には嬉しかった。
　しきりに「うんうん」と言いながら雑誌を読んでいる咲耶に目を細めたい気持ちになりながら耕介は目的の書しよ籍せきを探しに行く。
　図書館利用の頻ひん度どの高い耕介には目的の書籍の位置は大まかに把は握あくしているため、すぐにそれに該がい当とうするものが見つかった。
　気象学関係の本である。
　手に取ってパラパラと中身を確かく認にんする。やはり物理学や化学、工学といった文ぶん献けんに比べると気象学の書しよ籍せき数すうは少ない。その中で更さらに異常気象に関する書籍となると、その数がまたグッと減る。冷夏、暖冬、エルニーニョ現象、干ばつといった異常気象についての項こう目もくはまだ多くみられるが、落らく雷らいについての文献、項目はほとんど見受けることができず、また須す崎ざきと瀬せ名なが担当する事件の類るい似じ項こう目もくに至っては終始見つけることはできなかった。
　──やはり過去の例はなかったか。
　書籍を本ほん棚だなに返し、耕介は踵きびすを返す。貸出カウンターの近くの机に咲耶を見つけた。先ほどの科学雑誌をまだ読んでいるようだった。耕介がやってくると咲耶は顔を上げた。
「早かったですね」
「ああ。目的の資料がなかったみたいだ」
「そうですか、これから面おも白しろくなるところだったんですが、残念です」
　と言って咲耶は科学雑誌をパタンと閉じる。閉じる前のページが目次だったことには耕介は触ふれずにおくことにした。
「バックナンバーなら貸出しているけど、何か借りていくかい？」
「え、え～と……はい」
　返答しながら咲耶は科学雑誌のバックナンバーから、おもしろそうなものを見みつ繕くろって耕介のもとに帰ってきて「じゃあ、これを」と手て渡わたした。
　図書館の外に出ると相変わらずの曇どん天てんが空を覆っている。
（でれーい！）
（ひと雨くるぜー）
「耕介、水の要素が……」
「雨が降ふるって？」
「はい」
　雲ゆきを見ていれば、そう待たずに雨が降りだすことは見て取れる。
　傘かさは常備していたが、少しだけ雨宿りをしていくことにした。耕介と咲耶はそのまま校舎を出ると近くの喫きつ茶さ店てんに入る。
　ガラス戸が開け放たれている見通しのいい席に腰を落ち着けると、まもなく雨がポツリ、ポツリと降り始めた。
　咲耶は先ほど借りてきた科学雑誌を開いて難しそうな顔をしている。
「なるほど……素そり粒ゆう子しですか………素粒子……あれですね……ええ、わかってます。素粒子ですよね……………すごいやつです。ね！　耕介！」
　急に話を振られたので耕介は、「ああ」とだけ答えるが咲耶はその答えに満足そうな顔で、うんうんと頷うなずきながら再び雑誌に目を移す。
　素粒子のどの部分をすごいと言っているのか耕介にはわからなかったが、解明されていないことの多いカテゴリーという意味では大変すごいものではある。咲耶がそのことに対して、すごいと言っているのかは疑問ではある。ただ興味を持つことそのものが大切だと考えれば、水を差すようなことを耕介は言うつもりにはなれなかった。
「そう言えば咲耶」
「はい、何でしょう」
「魔ま法ほうについてなんだが、どんな修練をしたら他の要素も見えるようになるんだい？」
　咲耶はテーブルに科学雑誌を置くと、教科書を諳そらんじるように思い出していく。
「えっとですね……お師しし匠よう様が言っていたのは、自分が見たい要素の姿を、はっきり思い描えがくことが大事で……その……誰だれを呼び出したいのかはっきりさせてあげないと、要素も出てきづらい、ということらしいです」
（でれーい）
（すごい雨！）
（すごい……雨！）
（雨！）
「思い描かないでも出てくる要素もいるんですが……」
　チラチラと咲耶は中空に視線を送りながら少し自信なさ気に言う。
「もし咲耶に他の要素や精せい霊れいが見えれば、使し役えきすることはできるのかい？」
「あ、はい。だいたい言うことを聞いてくれるらしいですよ。たまに言うことを聞いてくれない要素もいるらしいんですけれど」
　以前あったように四人の樹木の精霊なども、成長に伴ともなって咲耶の制止を振り切ったことがある。おそらくは何がしかの要因があるのだろうとは考えられる。
　魔法という存在と、妖よう術じゆつという存在。根本では血の中にある力を使っているのだが、その形成はまったく違う存在。
　ふと数日前、沖島教授が言っていたことが思い浮かぶ。
　魔ま法ほう使つかいは弱性血撰せんであり、杖つえなどの増ぞう幅ふく器きを使って隔界に傷をつける、そう言っていた。しかし咲耶は杖など使っていない。自らの手で隔界の扉を開いている。
　耕介は『時詠みの追難』のことに気を取られていて、その事実に気がついていなかった。
「……咲耶」
「はい」
　咲耶は本から顔を上げて耕介を見る。
「咲耶も血撰の力が使えると言っていたね？」
「はい、使えますよ」
「それは、どういう力なんだ？」
「えっと、『壁へき覇は』です。隔界の扉を開く妖術です。磐長と私が使えるだけなんですよ」
「杖は使わないのかい？」
「お師匠様に禁止されてました。あれは力を強めてしまうので、私が使うと大変なことになるそうで……」
　つまり隔界の扉を開きすぎてしまうのだろう。以前あった増ぞう幅ふく結界と同じようなことが起こるに違いない。
　咲耶の能力はもともと魔法を使うためではなく、『時詠みの追難』をするためにあったのだ。その適性を含めて魔法使いの師匠に、沖島教授は咲耶を預けたのだろう。
　──『時詠みの追難』の計画を知る前に、咲耶の能力についてもっと知っておかねばならない。だとすると………。
　耕介は自分が次にするべきことを頭の中に思い描いたが、少々無む茶ちやな思いつきに顔をしかめたい気持ちになった。
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　須崎の顔には白い布が掛けられていた。
　須崎の顔に掛けられた白い布はビッチョリと濡ぬれていた。
　須崎の顔に掛けられた白い布がポコポコと息苦しそうに動く。
「ぶへぁぁぁぁっ！　誰だあっ！　こんないたずらすんのはっ！」
「チッ！」
「みゆき、てめえかああああああ！」
　飛び起きる須崎に、瀬名みゆきは舌打ちをしながらつまらなそうな顔をする。
「いいじゃん。どうせ須崎が死んでも誰も泣かない」
「名めい探たん偵ていは死なねえ！　くそ、怪け我が人にんにとどめ刺さそうなんてとんでもねえ野や郎ろうだ」
「どこの世界に飛び起きざまに２メートルもジャンプできる怪我人がいる」
「怪我人じゃねえ！　探たん偵ていだ！」
「自分で怪我人っていったじゃない」
　二秒前に言ったことを忘れる須崎に、みゆきはメガネをずりあげる。
「探偵は足あし腰こし命なんだよ。わかるか？　犯人は全力疾しつ走そうで追う！　私生活はべスパで移動する！　これまさに、探・偵っ！」
「あんたの愛車はカブでしょ。それにあたしのミニクーパー勝手に使ってんじゃない」
「ミニクーパーは泥どろ棒ぼうの乗りもんだ！　使うがなっ！」
　高笑いをしながら須崎は旅館の部屋を出て行く。おそらくはトイレだろう。
　みゆきは須崎が帰ってきた時の為に、入り口の鴨かも居いに次の仕し掛かけを施ほどこす。
　須崎がふすまを開けた瞬しゆ間んかんに、仕掛けた物が落ちてくるというオーソドックスなものだ。
　ただ、落ちて来る物が車のタイヤのホイールという過激なものというだけだ。
　仕掛けが整った頃、ちょうどそれを待っていたかのようにみゆきの携けい帯たいが鳴る。
「はいはい、瀬名です」
『すみません、須崎が出なかったもので瀬名さんに掛けさせてもらいました』
　大おお倉くら耕介の声が聞こえてきた。
「ああ、須崎のやつなら、落雷にあって携帯電話壊こわしちゃったから」
『………落雷、ですか？』
「とりあえず、倉くら光みつさんの村までやってきたのはいいんだけどさ、須崎の鈍どんグズカス味み噌そ野や郎ろうが、よりによって雷かみなりに撃うたれやがってね。今ちょっとお腹なか抱かかえて笑ってたとこなんだ」
　ひどい言いようだが、瀬名の須崎の扱あつかいはいつもこうなのである。
「ほら、神様もそろそろ須崎を仕留めようと考えたんだろうけどさ、しくじったみたいだね。残念！　神、残念！」
　親の仇かたきのように悔しがる瀬名。彼女にかかると須崎が不ふ憫びんに思えてくるから不思議である。
「まあ、そんなカス野郎は……カスザキはどうでもいいんだけどさ」
　カスと須崎はどうやら瀬名の中で合がつ併ぺいの合意がなされたようだ。
「やっぱり、倉光さんの言う通り、ちょっと落雷の頻ひん度どが異常だね。しかも、ずっとじゃないんだ。一時に集中してばかばか落ちるんだよ」
『……その時に、何か印象の違うものはありましたか？』
　耕介の質問に瀬名はしばらく、「う～ん」と唸うなっていたが
「ああ、そうだ！　音がちょっと違うかもね」
『音……ですか？』
「すごくストレートな印象。雷って、もっと重層な音の筈はずなんだよね」
　音に対して敏感な瀬名である。具体的にそれがどういうことなのかはわからないが、イメージは耕介に伝える。
『ストレート……ですか。もしかして雷らい光こうが枝分かれせずに落ちてたりはしていませんか？』
「あ、それだ。たしかに一本筋でバシッて落ちてた。綺き麗れいなもんだったよ」
『なるほど……そうですか』
　そう言ったきり、電話の向こう側は沈黙してしまう。瀬名は耕介の話し出すのを待った。しばらくすると耕介は少し話を戻してきた。
『先ほど須崎が落雷に遭あったと言っていましたが、まさか直ちよ撃くげきだったんですか？』
「いやいや、直撃だったらもっと面白いことになってるって。なんかね、離れたとこに落ちたんだけど、その後あと須崎のやつ感電してた」
『……ということは地面の部分に金属が敷かれているような場所だったということですか？』
「んにゃ、普ふ通つうの砂じや利り敷しいてあるようなとこ。倉光さん家ちの庭だったからね」
『そうですか』
「何かわかりそうなのかい？」
『……いえ、残念ながら何も。どこかにヒントがないか藁わらを掴むような心境です』
「またまた。なんか隠してるんじゃないの？」
　冗じよ談うだんめかして言ったつもりだったが、電話口の向こうの耕介は僅わずかに沈黙する。しかしすぐにそれを取りつくろうように耕介は言葉をつないだ。
『いえ、予測の範はん疇ちゆうを出ていないことですので。またご連れん絡らくします』
　瀬名は通話を終え、ふと携帯電話を見つめる。
　彼かれの思考はいつだって他人の想像を遥はるかに上回っている。自分たちが想像もできない発想で幾いく度ども助けられてきた。それ故ゆえ、彼の言った『予測の範疇』が瀬名には気になって仕方なかったのだ。気を取り直してカバンに携帯電話をしまっていると、鼻歌交じりの須崎が落雷の傷などなかったような元気な足取りで帰ってくる。
「はっはー、スッキリした……うごぉっ！　誰だっ！　鴨居にこんな仕掛けしやがったのは！」
　直撃したホイールもなんのその。須崎は無傷である。
「どうやら、この密室トリックを使ったやつはこの中にいるようだな！」
　襖ふすまの部屋に密室もへちまもない。
　さらに言うと、この中には須崎とみゆきしかいない。
「犯人はこの中にいる！」
「あたしだよ」
「バーロー！　犯人が名乗り出るんじゃねえ！」
　須崎、悔しそうにその場に崩くずれおちた。
　みゆきはそんな悔しがる須崎にフォローなどまったく入れるつもりはないようだ。
「さっき耕介君から連絡あったよ」
「なに、あの児童買春犯から？　なんだ、こっちにやってくるのか？」
「いや、そうは言ってなかったけど、あんたの落雷受けた時の状じよう況きようを聞いてきただけ」
　瀬名がそう言うと、須崎は急に興味をなくしたようにぼんやり眼まなこになった。
「そんなことかよ………ありゃ、足場が悪いからだろ」
　まるでどうでもいいことのように言う須崎。しかしこのぼんやりとしている時の須崎は、何気に事件の核かく心しんをついている時がある。瀬名は経験上、須崎のセンサーに掛かかる言葉には信しん憑ぴよ性うせいがあることを理解している。
　ただ、当の本人がそれを意識的に話しているわけではないことに、大きな問題があるのだ。
　ほぼ何も考えずに思い付きで話していることを瀬名は知っている。思い付きどころか、須崎の頭の中は、まったく関係ないことが渦巻いているのである。
　瀬名は最初のうちこそ、「こいつもしかしてバカを装よそおっているのでは……」と思ったこともあったがいつしか、「本当にバカなんだ」ということに気付いた次し第だいである。
　ふと須崎がなにかを思い出したのか顔を上げた。
「ああ、そういや……」
　顎あごに手をあてながら、意味深そうな顔付きをする。
「耕介んとこの大学の先生も来てたな」
「はあ？　なんで？」
「さっきすれ違ったんだよ。見たことあるな、とは思ってたんだけどよ」
「いや、なんであんたみたいな低脳を絵に描いて叩たたきつぶしたような奴やつが耕介君の大学の先生を知ってるわけよ？」
「むかし一度紹しよ介うかいされたんだよ」
　耕介が咲耶と知りあう前のことである。
　とある事件のことで須崎が耕介に相談に行ったおりに、専門家の意見を、ということで紹介してもらったのだが、結局須崎は何一つ理解せずに帰ってきたのである。
「よく覚えてたじゃん。イチローと松まつ井いの区別もつかないくせに」
「あ、あたりまえだろ。探偵なんだからよぉ」
　須崎、じつにうれしそうな笑え顔がおである。
　瀬名みゆきの数少ない『飴あめと鞭むち』の飴の部分である。
　──さて、耕介君。君はなにを考えているんだ。
　瀬名はゆっくりと思考を巡めぐらしながら、ぼんやりと天井を見上げた。


　食後の食器を片付けていると、湯が沸わいたのか薬や缶かんがキュウキュウと音を立てている。火を止めて咲耶のためにミルクティを淹いれ、自分のコーヒーを淹れ、あすみにはウーロンハイを作り、リビングに運ぶ。リビングではあすみが咲耶を抱っこしながら、二人でテレビを視しち聴ようしていた。
　画面には都内の高級洋よう菓が子し店を紹介する番組にフルーツをあしらった生クリームたっぷりのケーキが映し出されている。
「ケーキ美お味いしそうですね、ケーキ」
「いいよねぇ、なんでケーキってあんな素す敵てきな形してるんだろうねぇ。造形美の極きわみだよねぇ。まるで宝石を敷き詰つめたようだねぇ」
「食べるのがもったいないですよね」
「うん、でも食べるんだけどねぇ」
「はい……食べますよね」
　うっとりしていた。
　二人が楽しんでいるのを邪じや魔ましないように、そっとミルクティとウーロンハイを差し出す。と、二人はテレビに視線を向けたまま、あすみはウーロンハイを、咲耶はミルクティのカップを手にとる。
　──なるほど。女性が男性より視野が広いというのは本当だな。
　などと耕介は本で読んだ事を考えながらも、頭の中には同時に別の懸けん案あんが駆かけ巡っていた。
『時詠みの追難』についてである。
　沖島教授が突とつ然ぜん長期休きゆ暇うかを取ったのは、それに関かかわることと考えていい筈はずだろう。では、何な故ぜ詳くわしいことを自分に話してくれないのだろう。
　咲耶を隔界の外におびき出すための罠が、どこでどのように張られているのか、それさえ知ることができれば、なにか対策を用意することもできる。しかし、耕介が現状持ち合わせる情報は、あまりに少なく、講じることのできる手段はただ、その日その時間、結界から出ないということのみ。
　──やはり磐長が咲耶を直接隔界に呼び出そうとしているだけなのだろうか。
　しかしどうしても耕介には違い和わ感かんが残ってならない。まだ何か別のものが、どこかで進行しているはずである。磐長が咲耶を隔界に誘いざなおうとしたのは、その一いつ端たんに過ぎない。
　だとすると……。
「どうしたのぉ耕介ぇ？」
　ふと顔を上げると心配そうな顔をしたあすみが耕介の顔を覗のぞきこんでいた。
「なんかボーッとしてるよぉ」
「ん、ああ……ちょっと考えごとをね」
　それほどぼんやりしていたのだろうか、と考えながらコーヒーに口をつけると、すっかり温ぬくくなっていた。
「耕介、なにかあるのなら私に話して下さいね」
　どうやら咲耶にまで心配をかけてしまったようである。しかし耕介には『時詠みの追難』が進行していることを咲耶に話すことはできないな、とも思った。彼女を不安に陥おとしいれるようなことはできない。できることなら笑っていてほしい。そう思ってしまうと、耕介は喉のどもとにある真実が出てこなかった。
「本当になんでもないんだ」
　と笑ってごまかしたつもりになったが、なにぶん耕介の表情は動いてはくれなかった。
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　磐長は常とこ闇やみの中にいた。
　柔らかな闇に腰かけ隣に座る少女の話に耳を傾ける。磐長は彼女の話を聞くのが好きだった。いつまでも聞いていたいとすら思っていた。
「……でね、そういうお友達のことを、朋ほう輩ばいって言うんです。辞書には出てないんですよ」
　しかし最近彼女の話の種類が俄にわかに変化したように思う。
　別にそれは構わない。どんな話でも、彼女が語る話ならいつまででも聞いていたい、そう磐長は思っていた。ただ、その話に登場する人物が気に食わなかった。
　彼女の話題は目まぐるしく変わっていく。その話の中心にいる人物──。
「それで、耕介がこの前、みかんの皮をむかずに中にある粒つぶの数を当てたんですよ」
「うん」
「どうやったと思います？」
「………外れた場合は壁かべに投げつけて有う耶や無む耶やにしようとしていたが、結果的に当たっていたのでことなきを得た」
「……そ、そんなに耕介は奇きき矯ような人じゃないですよ」
　咲耶の話に出てくる耕介という男がどうしても好きにはなれない。
　無表情で何を考えているのかわからなく、料理がうまくて、物をよく知っていて、やさしく、咲耶の心の機き微びを感じ取ってくれる人間。
　──それは別にかまわない。ただ………。
「みかんの蔕へたを取ると、ぽつぽつがあるんですよ。その数を数えると、中の粒と同じ数なんです。耕介の家は八百屋だからそういうのに詳くわしいんですよ」
　咲耶のこの笑顔を引き出したのが、その男なのだと思うと磐長はいてもたってもいられなくなった。
　彼の話をするようになってから、咲耶はとても柔らかな笑いをするようになった。
　幼い咲耶が自分に向けた、無む垢くで純真な笑顔とはまったく別の笑顔。
　磐長が知ることのない咲耶の顔。
「………磐長……怒ってます？」
「怒ってない」
「……機き嫌げんが悪いような気がします」
「そんなことない」
「でも」
　しきりに咲耶は不安そうな顔をしている。磐長に少し大人げなかったと思い、話の矛ほこ先さきを切り替かえることにした。
「………もう一人の人の話が聞きたい」
「もう一人？」
　咲耶が誰のことかと首をひねるので、磐長は胸の前で両手で大きく丸を描いてみる。
「あすみですか？」
「そう」
「あすみは……何な故ぜでしょう……何故あんなに成長したんでしょう」
　磐長のゼスチャーが的確に伝わりすぎたせいか、咲耶は体育座りの膝ひざを引き寄せてつま先を見つめ出してしまった。
「大だい丈じよ夫うぶ、咲耶にも希望はある」
「そうでしょうか……？」
「……大丈夫」
「本当ですか!?」
「……………………」
　視線を泳がせてしまう磐長だった。
「なんで黙るんですか!?　なんで目が泳ぐんですか!?」
「ごめん、やっぱり嘘うそはつけなかった」
「う、うそっ!?」
　咲耶はその場に手をついてへこんでしまう。
「うぅぅ………」
　そんな咲耶の背中をさすりながら慰めるのも磐長のいつものことなのである。
「よしよし」
「うぅ、あれはあすみが大人だからなんです。私も大人になれば負けないんです」
「うんうん」
「女の魅みり力よくは健康なんです……」
「うんうん」
　咲耶とこうして過ごす時間が、磐長にはなによりも愛いとおしいと感じる。
　運命を意識する時もある。
　咲耶に辛つらい話をしなければならない時もある。
　しかし、そんな時はほんの僅かにすぎない。咲耶と会える間、ずっとこうしていたい。ずっと咲耶の話を聞いていたい。こんな時をずっとずっと続けられるのなら……。
「ねえ、咲耶」
「……なんですか？」
「私、耕介という人に会ってみたい」
　その言葉を聞いた咲耶は驚おどろきながら、しかし嬉しそうにはにかんで見せた。
「はい、いつか連れてきますね。耕介はすごいんですよ」
　まぶしいとすら感じる咲耶の顔から、磐長は僅かに目をそらした。


　耕介にとって眠ねむれぬ日々が続いていた。
　レポート課題のためではなく、もちろん不ふみ眠んし症ように陥おちいったわけでもない。
　耕介の頭の中は『時詠みの追難』のことを四六時中考えていたからだ。
　しかし、沖島教授がいない状況で有力な情報は一いつ切さい入ってはこない。取るべき手段は、現状計画されている時刻に抑制結界内から出ないことのみ。
　──本当にそれでいいのか？
　耕介の脳内を占しめていたのはその疑問だった。全容を理解していないことに対する不安もあったが、それ以上にどこか一いつ貫かん性せいを欠いているような印象が拭ぬぐえなかったのだ。
　そして今日がその当日。
　０時を回った時にその計画が実行に移される。
　幾度か沖島教授の携帯電話に連絡を入れ、家の方にまで連絡したのだが彼が電話に出ることはなかった。何かあった、と考えるべきか迷うものがあったが、そうであるのなら尚なお更さら、なにがしかの情報を手に入れなければならない。
　数日前考えた、情報を手に入れるための最終手段を頭に思い浮かべる。
　できることなら、泥棒のようなマネをしたくはなかったが、ここまで情報が手に入れられない以上、きれい事を言っている場合ではない。耕介は鼓こ舞ぶするように、思考を何度かトレースし、大きく息を一つ吐つく。
　教務科の近くまでやってきた耕介は足を止めると、咲耶を一いち瞥べつする。
　相変わらず変化のない表情ながら、耕介はこれからしなければならないことに対して、若じや干つかんの罪悪感があった。
　なぜならばこれから嘘をつかねばならなかったからだ。しかし状況を鑑かんがみて今自分に取れる手段はそれしかなかった。
　──少しでも『時詠みの追難』に関わる情報を手に入れなければならない。
　耕介は咲耶に向き直る。
「ちょっとここで待っていてくれるかい？」
「はい」
　咲耶はそう返事をして、教務科の前のベンチに腰を掛けた。耕介は意を決して教務科に入って行き、窓口の職員に向かう。
「すみません、沖島教授から連絡がありまして、至急研究室内の資料を持ってきてほしいとのことで、鍵かぎをお借りしたいのですが」
　一息でそこまでまくし立てる。鉄仮面故ゆえに焦あせった顔はできない。その代わり早口で、緊きん急きゆうな様子を演出する。職員が二の句を継ぐ前に、耕介は腕うで時ど計けいを確認して
「間にあわないかもしれないな、このままじゃ……」
　などと一人ごちてみる。
　しかしここは耕介が普段から授業用資料の用意や、全授業において優等生であること、更には無愛想だが実は悪い人ではない、という認にん識しきが広まっていたおかげで教務科の職員は快こころよく「急ぎな。がんばんなよ」と沖島教授の研究室の鍵を受うけ渡わたしてくれた。
　礼を言いながら退出する耕介であったが、外で待っていた咲耶を前にして、やはり心が痛んだ。


「本がいっぱいありますね」
　沖島教授の研究室にある書しよ棚だなを見上げて咲耶はポカンと口を開く。
「はじめて入るのかい？」
「あ、はい」
　てっきり耕介は、沖島と咲耶の関係を考えたら、この場所に入ったことがあるだろうと思っていた。もちろん沖島教授は咲耶が孫であることを隠しておく、とは言っていたものの、そこまで徹てつ底ていしているとまでは考えが及およばなかったのである。
　──そうまでして、咲耶に血けつ縁えん関係を隠す理由があるのだろうか。
　引っかかる所はあったが、それよりも早さつ急きゆうに探さねばならないものがあった。
　幾度も入ったことのある研究室である。
　壁一面を覆おおう本棚の端はしから、耕介は本を抜ぬき取とっていく。すぐにそこには、小さな隠し棚だなの扉とびらが姿を現した。この間、沖島教授が『時詠みの追難』の計画書を取りだした隠し棚である。耕介は沖島教授に心の中で、勝手に開けることを詫わびながら扉を開くと、書類関係と数冊の本がきれいに収まっていた。
　以前沖島教授から借りた『魔まじ術ゆつ研究・総論　上』と、その下巻の皮張りの表紙が目に入ってくる。しかし、耕介の目的の物はそれではなかった。
　あの日、一瞬だけ見えたその本の背表紙には間ま違ちがいなく『血けつ撰せん』の文字が見えた。耕介は『魔術研究・総論　上』をどかし、その下にある紐ひもでくくられた古書を手に取る。
　その表紙には『血撰　区分・分類』と書かれていた。
　耕介はページを開く。
　書き方は、辞書にあるように、あいうえお順に並べられた血撰という妖術を使う者たちが使う特とく殊しゆ能力の簡素な説明書きであった。
「咲耶の使う能力は『壁へき覇は』だったね」
「はい」
　耕介はすぐにそのページを開いてみる。
『壁覇………隔界の扉を開く能力。
　使用に対し、隔界の深度が進むにつれ精神を蝕むしばまれ易やすくなることがあるため、精神的不安定状態に於おける使用は禁じられている。
　また男性に限り隔界の深部までの扉を開くことを禁止している。主な理由として女性と比べて精神が浸しん食しよくされ易やすいという結果がある。そのため隔界の深部まで扉を開くのは女性のみという決まりがある。浅部に於おいては、さほどの影響はない。


　類るい似じ目：杖などの増幅器を用いてこれに近い効果をもたらす者が魔法使いと呼ばれている。また幻げん術じゆつを使う者の中には、集団で隔界の扉を開く者も存在するが、どちらも弱性血撰であるため、浅部に傷をつける程度のものである』
　これが咲耶の一族が使える能力なのだろう。『時詠みの追難』について触れられていないのは、やはりトップシークレットだからだろうか？
　ただこの説明書きに書いてある通りだとすると、『時詠みの追難』が女性のみができる儀ぎ式しきであるという説明はつく。沖島教授も隔界の扉を開くことはできるのだ。ただ、隔界の深部までは辿たどり着つくことができない。それ故に『時詠みの追難』はできないのだ。耕介が欲ほつしていた情報、『時詠みの追難』についてはやはり手に入れられないようである。
　磐長が、咲耶を救うために何故『時詠みの追難』をさせようとしているのか。
　疑問は霧きりの中へと消えて行く。
「なにを読んでるんですか？」
　立ったまま動かない耕介が気になったのか、咲耶がやってくる。
「血撰について書かれている本なんだが……」
　そう言いながらなんとなく次のページを捲めくると、何か薄うすいメモ用紙のようなものが挟はさまっていた。手にとるとそこに書かれている文字に憶おぼえがあることに気づく。
　沖島教授の文字である。
　講義の時にホワイトボードに書きだされる文字に相そう違いない。
　内容を読み上げながら、鼓こ動どうが速くなるのを感じる。
　そこには咲耶の名前と共に、男性と女性の名前が一いつ対つい書かれている。そしてその下には『火傷やけど、意識不明、重体』とある。日付はちょうど三年前。
　そこに咲耶の名前があることから察するに、もう二人は咲耶の両親である可能性が高い。書いてある内容は、三年前のその日、両親は咲耶を連れてリニエッジ機関に対し『時詠みの追難』を正式に拒きよ否ひする意思を伝えたとある。その帰りにリニエッジ機関のある人間が、三人に対し血撰を駆く使しした妖術によって、両親は意識不明、咲耶は沖島教授の手で隔界の友人の下に逃にげ延のびた……ということが書いてある。
　簡素な箇かじ条よう書がきのように、あったことのみが書かれているだけで、その間にどのようなやり取りがされたかはわからない。ただ、メモの最後の部分にある名前を目にした耕介は、思わず息を呑のんだ。
　──倉くら光みつ義よし定さだ。
　沖島教授と倉光義定はいったいどういう関係なのか？
　須崎の事務所を訪おとずれていた老人の顔が思い浮かぶ。
　メモの挟まれていたページは『壁へき覇は』の次、『霹へき靂れき』であった。
『霹靂』……つまり、落雷。
　駆け巡る情報の渦うずに飲み込まれないように耕介はこめかみに人差し指を当てる。
　──予測の範はん疇ちゆうを出ない。証しよ拠うこは何一つない。
　耕介は浅く呼吸を繰り返かえしながら、その『霹靂』という妖術の内容に触れて行く。
　………術者の意思通りの場に落雷を発生させ………雲下に於おいてのみそれは有効となり………故ゆえに目に映る雷光は一筋の光のみ………目をつけられれば逃のがれるすべはない……。
　瀬名の言っていた言葉が脳のう裏りに甦よみがえる。
　雷は枝分かれすることなく、一本筋で落ちてきていた。
　時期的に考えれば雲下という条件はほぼいつでも満たしている。
　そして何よりも、須崎たちにこの事件解決の依い頼らいをしてきた人間が、倉光義定という名前なのである。同どう姓せい同名の別人とも考えられる。しかし条件、状況は驚くほどに一いつ致ちしている。
　その上で、『時詠みの追難』の計画が進行していることを考えると、このメモにある倉光義定という人間と、須崎たちの下を訪れた倉光義定は同じ力を使う人間の可能性が極めて高い。
「いけない。もしかしたら須崎と瀬名さんが……」
「探偵さんですか？」
「ああ」
「何かあったんですか？」
「利用されているかもしれない……リニエッジ機関に」
　その機関の名前に咲耶は肩かたを竦すくめ、目を見開いた。
「……耕介」
　不安そうに耕介を見上げる咲耶は、おそらく自分の周りになにが起こっているのか察してしまったのかもしれない。話さなければならないだろう。咲耶を今何が取り巻いているのか。何が起こっているのか。
[image: 画像]
「これは咲耶にとって辛い話かもしれない」
　咲耶は目を細めながら少し俯うつむき唇くちびるを噛かむ。それからゆっくりと深呼吸をし、顔を上げると耕介の目を見た。
「大だい丈じよ夫うぶです。耕介がついていてくれますから。教えてください、私の周りで何が起こっているんですか？」
　彼かの女じよは強こわ張ばることもなく、泰たい然ぜんとしていた。それは咲耶が耕介に向ける信しん頼らいの証あかしでもあった。
　耕介は咲耶に話す。沖島教授から聞いた事実を、最初から一つ一つ。
「咲耶の周りで今、『時詠みの追難』の計画が進行している」
　耳を傾かたむける彼女に耕介は今持ち合わせる情報を話していく。
　今日の深夜０時、リニエッジ機関は咲耶を抑よく制せい結界から呼び出し、『時詠みの追難』を決行させようとしていること。
　そして、その時間、抑制結界内から出なければ、回かい避ひできること。
　自分たちは、どのような誘いにも乗らずにその時間、家の中にいなければならないこと。
　それが沖島教授から耕介が聞いていた、今できる最善の方法であった。
「そうだったんですか」
　そう言った咲耶は、耕介が想像した以上に落ち着いていた。
「ただね、僕ぼくはまだ気になることがあるんだ？」
「なんですか？」
「今回は僕らにできることは、ただ抑制結界から出ない、ということだけなのだけれど、まだ他になにかあるような気がする」
「他に……ですか」
「………考えすぎなのかもしれない。とにかく、須崎にはなんとか連絡を取らないといけない。彼らに危険が及ぶ可能性がある」
　耕介は瀬名の携帯電話に連絡を入れようとしたが、一向に彼女は出る気配がない。何か仕事に関わることの最中なのかもしれない。そうでないのかもしれない………。
　もしかしたら須崎の下に駆けつける必要が出てくる可能性がある。それが咲耶を抑制結界から引きずり出すための罠だったと考えることはできる。しかし、場所として考えると、須崎たちのいる村はあまりに遠いのだ。
　──本当に抑制結界から引きずり出すための罠なのか？
　耕介はもう一度、最初からこの一件の始まりからここに至るまでの出来事を思い出していく。どこかにヒントがないか丁てい寧ねいに回想して行く。
　どこで『時詠みの追難』の計画が進行しているのか、それだけは偶ぐう然ぜんながらも発見することはできた。
　そこでもう一つの疑問に突つき当あたる。
　いったい『時詠みの追難』をどのようにして行おうとしているのか？
　耕介にわかっているのは、咲耶と磐長、二人で執とり行おこなう儀式であるということ。二人でなければ、その儀式は成立しないということ。
　以前にそれをリニエッジ機関が画策した時には、強制的に磐長と咲耶を引き合わせ、『時詠みの追難』を行わせようとした。
　だとすると須崎たちのいる村に、あの時と同じ増幅結界が張られている可能性がある。
　耕介は以前須崎が置いていった、倉光の住まう村の詳しよ細うさいな地図を脳内に謄とう写しやする。
　しかし、そのどこにも結界を張るための要因は見当たらない。いや、要因となりうる強い力のある布石と目されるような寺社などは存在する。しかしどれをつなぎ合わせても、それらは増幅結界の体ていをなさない。
　──では人々の注目を集めたりして、特殊な環かん境きように返へん還かんさせた場所はあるか。
　脳裏に浮かんだ地図に記された×印。落雷があったとされる場所。
　──これも違ちがう。かなりの広こう範はん囲いに拡散してしまい、人の注目が一点に集中されるようなことは起こり得ない。
　ではどうやって咲耶を磐長と引き合わせようというのか……。
　複合的に範はん囲いを大きくしたり絞しぼり込んだりとしながら、目まぐるしく耕介の頭脳はあらゆる可能性をトレースして行くが、一向に増幅結界が出来上がる要因が見つからない。
　──別の方法があるのか……。磐長と引き合わせるための、別の方法が……。
　しかしどの可能性を考察しても、最後は袋ふく小ろこ路うじに陥おちいる。
　相手がどのようにして『時詠みの追難』を成そうとしているのか、いくら思考を巡らしても解かいに辿たどり着くことはできなかった。
　──まだ、知らない情報があるというのか？
　身の内から湧わく言い知れぬ不安感を刺し激げきするように、時折窓を叩く雨音が耳についた。


　マンションに帰ってきた頃ころには、いつもながらにズボンやシャツのあちこちが雨にあてられて、ぴっとりと身体に張り付いてくる。洗面所からタオルを二枚取り出した。
「早く着き換かえないと風か邪ぜをひくぞ」
　片方を咲耶の肩にかけてやると、この時期に入ってから何度も繰くり返したせいもあってか慣れた手つきで彼女は首筋などを拭う。
「ありがとうございます」
　嬉うれしそうに咲耶は自分の部屋へと駆けて行く。一度ドアを閉めてから、再び少しだけ開きかけた隙すき間まから咲耶は顔を覗のぞかせ
「……覗かないでくださいね」
　などと言いだす。冗談なのだろうか、とも考えたがとりあえず
「覗かないよ」
　といつもの耕介らしくあっさりと答えを返すのだが、咲耶はというと、なにやら複雑な顔をして少々残念そうに呟つぶやくのである。
「そ……そうですか……」
　パタンっと閉まったドアを見つめながら耕介反省会が脳内で開始。
　──あっさり返しすぎてしまっては、逆に咲耶に魅力がないということになってしまうのではないだろうか？　他人の目が気になる年とし頃ごろであるにもかかわらず、女性としての興味を感じないと一刀両断してしまったのではないだろうか？　だとした場合、自分が取るべきであった行動とは？
　Ａ　「の、覗くわけないじゃないか」と焦あせってみる。
　──ダメだ。そもそも自分には焦る表情ができない。では……。
　Ｂ　「ああ、覗くつもりだった。すまない」と謝あやまる。
　──もっとダメだ。これではただの変態だ。しかも謝っているということは罪の意識があるくせに、覗くつもりだったということになるじゃないか。だとすると……。
　Ｃ　「何故、覗いてはいけないのだろうか」と疑問で返す。
　──開き直っただけじゃないか。いったい僕は何がしたいんだ……。
　耕介、至いたって真ま面じ目めである。
　咲耶やあすみが信頼してくれるほど、彼女たちの心をわかっているわけではなく、耕介は常つねにこういった思考トレースを繰り返している。今のように残念な結論に行くこともしばしばなのであった。
　そんなことを考えている時のことである。
　携帯電話の呼び出し音で耕介は我に返り、ポケットの中から取り出すと着信画面には瀬名の名前が表示されていた。
『俺おれだ！　須ざ……』
「須崎！」
『だから最後まで言わせろー！』
「無事なんですか？」
『……あ？　ああ、無事だよ。なんだよ、いきなり』
「………いえ、安心しました。それより須崎と瀬名さん今どこにいるんですか？」
『相変わらず、旅館に逗とう留りゆうしてんよ。ちょっと面おも白しろくなってきたとこだから、帰る気はねえぞ』
「面白くなってきた？」
『なにしろ耕介んとこの学校の先生がいたからな』
「沖島教授ですか？」
『………ああ、たぶんそうだ！　なんか険しい顔してたから、人殺しに来たのか、自殺しに来たのかわかんねえが、これは事件の香かおりがするぜ』
　須崎はその場限りの当てずっぽうな推理を展開しているのはわかっている。
　しかし沖島教授はなんのためにあの村にいるのだろうか。
　まさか直接倉光を止めようとでも考えているのか。
　ただ、この件に須崎と瀬名が絡からむことの危険性だけは承知している。
「須崎！」
『な、なんだ？』
「早くその場から逃げて下さい」
　電話の向こうで須崎はジッと何かを考えるように沈ちん黙もくする。耕介には須崎がどんな顔をしているのか手に取るように分かり、ため息を吐つく。
「………と僕が言っても従したがってくれませんよね」
『わかってんじゃねえか』
　須崎がニヤリと笑っている姿が目に浮かぶ。
「探偵は逃げない……でしたか？」
『おう、あたぼうよ。さすが朋ほう輩ばい！』
　おそらくは須崎だけではなく瀬名に言ったとしても同じ答えが帰ってくるだろう。受けた依頼を途とち中ゆうで放ほうり出すようなことは決してしない。彼らが不可思議な現象の事件を請うけ負おうことはいつものことなのだ。そして最後まで関わり、見届けることが彼らのプライドであるということを耕介は理解している。
「わかりました。であればお願いがあります」
『おう、まかせろ！』


＊＊＊＊


　着き替がえ終わった咲耶がリビングへ出て行こうとすると、耕介が誰かと電話をしていた。話している相手がおそらくあの探偵であることは咲耶にもわかった。電話をしている耕介の口調から、咲耶はその内容が『時詠みの追難』に関わることであるのだな、と感じる。終始一いつ徹てつした変化のない顔だったが、咲耶には充じゆ分うぶんに耕介が緊きんち張よう感をはらんでいるように見えたのだ。
　どうするか一いつし瞬ゆん迷ったものの、咲耶はそのまま自分の部屋の扉をそっと閉める。
　扉の前で咲耶は心臓に手を当てると、早はや鐘がねを打つように鼓動している。
　これから耕介がするであろう行動がわかってしまったからだ。『時詠みの追難』の計画が進行している以上、抑制結界の外へ自分を連れ出すことを耕介は拒こばむだろう。
　そして耕介は一人でその場所へ行くのだ。
　無計画のまま行くとは考えられない。でも耕介は特別な力など一切使えないのだ。リニエッジ機関の血撰の力を持った者とそんな耕介が対たい峙じしなければならないのだ。
「────やだ………そんなの、いやだよ……」
　呟つぶやくように漏もれだした言葉が震ふるえている。泣きそうな気持ちを咲耶は必死で鼓こ舞ぶしながら、クローゼットに向かう。
　──耕介に付いていく。どんなに耕介がダメだって言っても、一いつ緒しよに行くんだ。
　黒衣を取り出し、くるりと一回転させて小さな布切れに返還させるとポシェットの中にしまいこむ。
「あ、そうだ。これを持ってかないと……」
　咲耶はそう言いながら、クローゼットの奥おくからあるものを取り出す。
「……うん、これは必要になります、きっと」
　ちょうどその時、玄げん関かんの方から来訪のチャイムが聞こえる。
　耕介が玄関に向かって歩いていく足音に続いて鍵を開ける音が聞こえてくる。
「あれぇ……咲耶ちゃんわぁ？」
　聞こえてきたのは、あすみの声だった。
　扉を挟んだ向こう側で二人は何か話しているようだったが、何を言っているのかまでは判別できない。ただ、会話の後にドタドタと歩く音が聞こえたかと思うと、いきなりドアが激しく開けはなたれる。驚いて振ふり向むくとあすみがずんずんと入ってきた。
「咲耶ちゃん！」
「あ、あ、あすみ!?」
　ものすごい勢いで入ってきたあすみに咲耶は驚きながら、手に持っていた物を自分の後ろに隠かくす。
（でれーい、早く隠せ）
（いそげ、いそげ）
「は、はい」
　水の要素たちが咲耶の周りを駆け巡る。咲耶もその声につられて、大急ぎで手に持った物を一回転させると、一瞬でそれは分解され一枚の小さな白い布に変化していた。
　咲耶は手に持った白い布切れをわたわたとポシェットの中に入れると
「や、やあ、あすみ。どうしたんですか？」
　とぎこちなく平静を装ってみる。
　あすみはずんずんと咲耶の前までやってくると、そのまま咲耶を思いきり抱だきしめる。
「え？　あ、あすみ？」
「ねえ、咲耶ちゃん。耕介はきっと今からどこか行くんだよね」
　あすみの言葉がいつになく真しん剣けんだった。抱きしめられた咲耶はあすみがどんな顔でそれを言っているのか解わからない。しかしそのあすみの声こわ色いろの中にある緊張感に、耕介がどんな所へ行こうとしているのか察しているのはわかった。
「それは、きっと危険な所なんだよねぇ。きっとこの前みたいな……」
「………知ってるんですか？」
「知らないよぅ、耕介は何にも教えてくんないんだもん。でもそれはきっと考えがあって教えてくれないんだよねぇ。それはわかるんだぁ、耕介はそういうやつだからぁ」
　あすみには敵かなわないな、と咲耶は思う。こんなにも耕介のことを理解している人間は他にいるのか、と感じてしまう。それが悔くやしくもあり、羨うらやましくもあった。
「咲耶ちゃんも行くの？」
「……はい。耕介は連れてってくれないかもしれないですけど、でも行きます。耕介一人じゃ危険なんです」
　そこで初めてあすみはクスリと笑いを漏らす。なにか変なことを言っただろうか、と咲耶はいぶかしむ。
「……耕介めぇ、こんなちっちゃい娘こに心配かけて」
　あすみは咲耶から手を解き、顔を上げると
「そういうことなら……咲耶ちゃん！」
　あすみはそれまでの雰ふん囲い気きを振り払はらうように、いたずらっぽい笑えみを浮うかべた。
「アレ……持った？」
「アレ？」
　わかっていない様子の咲耶に、あすみはジェスチャーで三日月の形をつくって見せる。
　それがなにか咲耶には察しがついて、急に慌あわてだす。
「え、いや、そ、そ、それは……必要ないですし……はずかしぃですょ……」
　咲耶の小声になって、床ゆかに足で『の』の字を書きだしてしまう。
「なに恥はずかしがってんのぉ？　チャンスだよぉ」
「チャンスってなんですか？」
「チャンスはチャンスだよぉ」
「い、言ってる意味がわかりませんよ……」
「二人でお出かけでしょぉ」
「はい」
「いつもと違うところで、いつもと違うテンションになるんでしょ」
「……はい」
「今年の夏はちょっと大だい胆たんにぃ……みたいになるかもしれないじゃん」
「そ、そんなこと言っていいんですか？」
「なにがだいぃ？」
「だってあすみだって……」
「わーぁ！　わーぁ！　咲耶ちゃん、それ以上はいっちゃだめぇ！」
　あすみは大おお慌あわてで咲耶の口を抑おさえつけた。
「咲耶ちゃん、あんた怖おそろしい子……」
「あ、あすみが無む茶ちやを言うからですよ」
「なに言ってんのさぁ、せっかく買ったのにぃ」
「とにかく余計な付属品があったら、新しい服の統一性欠くんです！」
　二人は距きよ離りを取りながら、はぁはぁ呼吸を荒あらげながら平静を装った。
　と、その時………。


　耕介が玄関であすみを迎むかえると、彼女は耕介を見て不思議そうな顔をする。
「あれぇ……咲耶ちゃんわぁ？」
「部屋にいるよ。着き替かえてる」
　答えた耕介の顔を、依い然ぜんとしてあすみは不思議そうに見ている。そしてそんな無表情からいったい何を感じ取ったのかあすみは、「どっか行くのぉ？」と言いだした。まだ用意もしていなかったにもかかわらず、彼女はそれをすぐに見み抜ぬいてしまった。
　いつもと違う行動でもしていたのだろうか？
　女性の観察能力の高さにさすがの耕介も舌を巻いた。
「連れてっては………くれないよねぇ………」
　耕介はなにも返す言葉がなかった。事実を話すことはあすみを危険に晒さらすことになる。しかし何も話さないのはあすみを不安にすることになる。耕介が何も言わないでいると、あすみがぽつりと呟くように話し始めた。
「………あたし、ここにいてもいいかなぁ？」
「？」
「耕介が帰ってくるまで、ここで待っていてもいいかなぁ？」
　そう言ってあすみは耕介の顔を見つめる。耕介はそんなあすみに、ただ頷うなずき返した。
「……へへぇ」
　あすみは少しだけ笑って俯うつむいた。それから靴くつを脱ぬぎ、家に上がり込むと咲耶が着替えている部屋に入っていった。
　扉の中で二人は何か話しているようだったが、ここからは聞き取れないし、立ち聞きをするのもどうかと思い、耕介はしばらく中に入るべきか考え、やめておくことにした。
「だってあすみだって……」
「わーぁ！　わーぁ！　咲耶ちゃん、それ以上はいっちゃだめぇ！」
　急に中がにぎやかになる。少し気になったが、やはり立ち聞きはよくない。そのまま、耕介はこれから出かける用意に掛かかることにした。
「なに言ってんのさぁ、せっかく買ったのにぃ！」
「とにかく余計な付属品があったら、新しい服の統一性欠くんです！」
　中ではまだなにかもりあがっているようすである。
　聞くともなしに聞こえた言葉であったためか、なんの話だったのかはわからない。ただ先ほどから考えていたこの一連の事象の中に咲耶の言葉が滑すべり込むように当てはまって行き、それらは一貫性を持ちながら、一つの理論に変容していく。
　耕介は目を見張るような思いになりながら、こめかみに当てた人差し指を離はなした。
　──そうか、そういうことか。だから……。
「それだ！」
　耕介は飛び上るような思いで部屋の扉を開くと、咲耶とあすみが飛び上った。
「「ぎゃああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっぁぁぁっぁぁっぁぁっぁあぁ！」」
　あすみと咲耶は飛とび跳はねたかと思うと前回り受け身、前転、２横転、後転、そのまま壁にぶつかるというコースを息つく間もなく完全なシンクロ率でこなして見せた。
　内心その光景に、すごい、と息を呑んだものの壁の隅すみで肩を抱き合あいながら半泣きでガクガクブルブルしている二人の様子に再びこめかみに指を当てる。
「あー………悪かった。急に開けて。どうかしたのか？」
「な、なんでもないんですっ！」
「そ、そうだよぅ、なんでもないんだよぅ！」
　女の子同士の秘密、ということなのだろうか？
　耕介の胸にも一いち抹まつの寂さびしさがよぎる。
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　あすみはたたきの上で軽く腕うでを組みながら、耕こう介すけと咲さく耶やに笑え顔がおを向ける。
　──お留守番か……。
　残念な気持ちがあったが、あすみは口に出そうな言葉を呑みこむ。
「行ってくるよ」
「あすみ、いってきます」
「いってらっしゃ～い」
　いつもと逆の構図になったな、と考えながらあすみは二人を見守る。耕介は詳しい説明はしてくれなかった。正確には耕介はあすみに何か言おうとしていたのだが、あすみがそれ以上の説明を切り上げるように、「ほら、急ぐんじゃないのぅ？」と急せかしたのだった。
　きっと自分が知ってはいけないことなのだ。ぼんやりと察し測れる咲耶の過か酷こくな環境と、そのために奔ほん走そうする耕介。
　きっと聞けば聞くほど、知れば知るほど自分は蚊か帳やの外へ行ってしまう。
　そんな思いが胸を締しめ付つけるように渦うず巻まくのだった。
　ドアの向こうへ消えて行く二人を見守りながら、ただ一言
「………早く帰ってきてねぇ……」
　誰だれに言うでもなく、あすみは自分の足元に小声でささやくように言った。
「ああ、必ず帰ってくるよ」
　あすみは思わず顔を上げる。返ってくるなんて思わなかった返答に、何故か頬ほおが紅潮した。
　無表情で平へい坦たんな横顔がドアの向こうに消えて行く。
　──ちゃんと届いていた。
　あすみはそのままその場に立たち尽つくしたまま、一歩も動けなかった。
　一人だけの空間にあすみの心臓の鼓動が漏れ聞こえそうなほど高鳴る。
　──違う、違う……違うんだ。
　自分の心臓に言い聞かせるようにあすみは心の中で呟く。
　──そんな気持ちじゃないんだ。その一言に頼たよってしまったら、自分の心はその思いで埋うめ尽くされてしまう。全部、全部、その色に染まってしまう。耕介のことを友達だと思う気持ちも、尊敬する気持ちも、憧あこがれも、なんでもない毎日の生活も、一人の寂しさも、何もかもたったの二文字の言葉に押おしつぶされてしまう。そんなのは嫌いやなんだ。その一言に、この気持ちを全部押し込めたくはないんだ。
[image: 画像]
　一ミリでも動いてしまったら、今我が慢まんしている感情が零れだしてしまいそうだった。
　──役立たず。
　そう思ったのは自じぎ虐やく的てきな気持ちからではなかった。そうやって喝かつを入れていないと、今にも涙なみだが零れおちてきそうで、そうしたらきっと二人を追いかけて行ってしまいそうで……そんな気持ちを、あすみは押し殺ころしながら唇をきつく結んだ。


　夕日が既すでに落ちたかどうか、小こ雨さめの降ふる曇どん天てんの下ではそれはわからないが、辺りは既に闇やみがすっかり立ち込めていた。
　駅に向かう途中、少し前にあすみを送った帰りに通りがかった畑の広がる道を咲耶と歩く。天気のせいか、時間帯のせいか、または街灯も疎まばらなこの道を人は避さけて通るのだろうか。咲耶と耕介は誰ともすれ違うことはなかった。
「咲耶、これから磐いわ長ながに会わなければならないんだ」
「……え、どうしてですか？」
「どうしても彼女の協力が必要になる筈はずなんだ」
　驚きながら見あげる咲耶に耕介は優やさしく頭をなでる。心配することはない、とでもいうように。
　耕介はここまで来る間、まずマンションを出ながら、すぐに瀬名にメールを打った。
　先ほどの電話で耕介は須崎に、沖おき島しま教授の監かん視しをお願いしていた。それに追加事じ項こうとして、もし深夜０時前に沖島教授が倉くら光みつの元に向かおうとしたら全力で止めるよう、お願いしたのだった。
　すぐに『領海』という誤字の返信が来た。打ったのは須崎に間違いないだろう。
　──これで時間は稼かせげる。後は……。
　次にするべきことを考えながら、駅の改札を抜け、上りホームに降りる。ちょうど電車の行った後なのか、広いホームに人ひと影かげはなかった。咲耶はこれから行く所に不安を抱かかえながらも、少しだけ笑顔を漏らす。
「てっきり私は耕介に置いて行かれると思っていました」
　やはり咲耶は気づいていたのだな、と耕介は思った。
「……本当はそのつもりだったんだ」
「え？」
「咲耶を結界の外に出してはいけないと考えていた。まだ、あの時点では結論が出ないことがたくさんあったが、なんとかするしかないと思っていたんだ」
「じゃあ、どうして急に？」
「今回の件がいったいどういうことなのか、やっとわかったんだ」
　そう呟きながら耕介は遠くを見る。
　やっと全すべての事実に辿たどり着いたにも拘かかわらず、決して耕介の心は晴れることはない。それはこれから行かなければならない場所に対する恐きよ怖うふではなく、打ち明けなければならない事実がその前に聳そびえていたからだ。
　そしてそれを避けて通ることもできない。
　ホームの静けさのせいか、蛍けい光こう灯とうのジジジという音がやけに耳にこびり付くようだった。
「僕はずっと出来上がる筈はずのない理論をくみ上げようとしていたんだ」
「出来上がる筈のない？」
　不思議そうに首をかしげながら、咲耶は丸い眼めで耕介を見上げる。
「ああ、今回の一件……『時とき詠よみの追つい難な』をするために咲耶を磐長と引き合わせる計画は、どう考えても成立しなかった。もしかしたら、まだ隠されている情報があるんじゃないかと僕はずっとそれを考え続けていたんだ」
　耕介はため息をつくように一呼吸しながら続ける。
「でもどう考えても、今持ち合わせる情報の中には『時詠みの追難』をしようとする、一貫性がなかった。一つ一つの事実は『時詠みの追難』に繋つながるのに、全てを複合すると一貫性が欠けてしまう。だから僕の思考は完全に袋小路に陥おちいってしまっていたんだ。しかし今回の件の中に一つ嘘があるとすると、他の全てが成立することになる」
　咲耶はわからないというように首をかしげる。
「全ての情報を、最初から並べて行くとわかりやすい。まず……」
　耕介はここに至るまでの全ての起こったことを並べて行く。
　磐長が咲耶を隔かく界かいに呼ぼうとしていること。
　それは咲耶を守るためであるということ。
　沖島教授から聞いた、リニエッジ機関の誰かが『時詠みの追難』を行おうとしていること。
　それが誰であるのかわからないこと。
　須崎の探たん偵てい事務所にやってきた倉光という老人。
　倉光はリニエッジ機関の人間であろうこと。
　そして、須崎たちを餌えさにして耕介と咲耶を呼び出そうとしていること。
「筋は通っているように思えますが……」
「たしかに『時詠みの追難』をするために倉光さんが僕らを呼び出そうとしているように見える。しかし磐長が『時詠みの追難』をするために咲耶を呼び出そうとしているようにも思える。しかし、両方を合わせるとどうしてもおかしくなるんだ。倉光さんが咲耶を呼び出そうとしながら、磐長もまた咲耶を呼び出そうとして別々の行動をしている。協力し合っているようにはどうしても見えないんだ」
「磐長は嘘をついたりしないですよ」
　咲耶はさも当たり前のように言う。それは彼女が磐長を本当に信頼している証なのだろう。
「そう、磐長は嘘をついていない」
「え？」
「磐長が言った『咲耶を守る』というのがずっと引っかかっていたんだよ。もしかしたら、それは以前咲耶が言っていた『時詠みの追難』をしなかった場合の弊へい害がいから守る、という意味かと考えていた。だから早く『時詠みの追難』をしなければならない、と言っているのかと思っていたんだ。でも違う。この事件は実はもっと単純なものだったんだ」
「どういうことですか？」
「咲耶とあすみのおかげで、その可能性に気がつけた」
「え？」
「余計な付属品がつくと統一性がなくなる……一つの情報が入ったことで、話が複雑になってしまった。その要因がなくなると……いやその情報が嘘であると、全て成立するようになっているんだ」
　たったひとつの嘘。
　この全ての計画を複雑化させてしまった嘘、それは……。
「最初から『時詠みの追難』なんて計画されていなかったんだ」
　沖島教授がもたらした情報である。


＊＊＊＊


　咲耶にはどうして沖島教授が嘘を吐いたのか一向に解らない。
　なんのために？
　誰のために？
　同じ疑問が幾いく度ども幾度も咲耶の頭の中で駆け巡る。しかしその答えを咲耶は既すでに知っているような感覚がある。それなのにどうしてもその答えを認にん識しきすることができない。
　何故だろう？
　掌てのひらの中にある筈はずの答えは、真っ黒に塗ぬりつぶされてしまっている。
「なんで沖島教授は嘘なんか吐く必要があったんですか？」
　そう問うことに言い知れぬ不安を抱えながら、しかし咲耶は耕介に聞いてしまう。
　耕介はただ、しばらく咲耶の顔を見つめていた。一ミリも動かないその表情からは何を考えているのか察し測ることはできない。なのに咲耶にはその耕介の顔が少し悲しそうに見えた気がした。
　ゆっくりとおもむろに耕介は口を開いていく。
「最初から倉くら光みつ義よし定さだは『時詠みの追難』ではなく別の計画を立てていたんだ。磐長はその計画から咲耶を守るために、隔界に来るように言った。そして、同じく沖島教授も咲耶をその計画から守るために僕に嘘をついた」
「その……計画？」
「咲耶をおびき出だすための計画であることは間違いない。そのために須崎と瀬せ名なさんが利用された。須崎が怪け我がをし、人質に取られることによって、倉光義定は僕らをあの村に行かざるを得ないように仕組んであった」
　耕介の言葉が核かく心しんに近づいていく。
「沖島教授の嘘には二つの理由があったんだと思う」
　心臓が爆ばく発はつしてしまいそうなほどに高鳴っている。
「一つは、僕たちをその村に来させないこと……抑制結界から出なければ安全である、と思いこませたのはそのためだったんだ。僕らがそう思っている間は、絶対にあの村に近づくことはない」
　聞きたくない。
「もう一つは、咲耶にあることを思い出させないこと………沖島教授は咲耶にあの村に来させたくなかった。ある人物に会うからだ。その人物に会えばそのことを思い出してしまうから」
　やだ、思い出したくない。
「倉光義定は、『時詠みの追難』急進派ではなく、反対派……つまり咲耶を……」
　耕介の声が遠のいていく感覚に襲おそわれる。
　眩暈めまいを起こしたように咲耶は頭がくらくらする。
　刹せつ那なの間、咲耶の記き憶おくが甦る。走そう馬ま灯とうがくるりと一回転するように閃ひらめく長い記憶は、瞬しゆん時じに咲耶の身体のうちを駆かけ巡めぐっていく。
　──殺してしまえ！
　父を失った日。
　母を失った日……咲耶が耳にした言葉だった。
　あの日、十歳さいになったあの日、咲耶の両親はリニエッジ機関に対して、儀式の拒否を正式に宣言した。同時に浴びせかけられる罵ば詈り雑ぞう言ごん。組織の逆げき鱗りんに触ふれ、感情をむき出しにした大人たちの心ない言葉が咲耶に浴びせかけられる。
　──殺せ！
　──殺せ！
　──ころせ！
　──…ろせ！
　耳を覆おおう。
　それでもその言葉は咲耶の身体にべったりと張り付いて離れようとしない。
　両親は咲耶を抱きかかえるとその場を後にした。しかし、そのまま機関は三人を返してくれるはずもなかった。
　咲耶は目を瞑つぶり母にしがみつく。母は優しく震える咲耶の頭を撫なでながら抱きしめてくれていた。
　目を瞑り、あの言葉を必死で頭の中から打ち消そうとする。
　咲耶の耳には、母の息いき遣づかいと、砂じや利りを踏ふみしめる音と、そして浴びせかけられた罵ば声せいだけが反はん響きよ板うばんに当たった音のように聞こえている。
「すみませんな。このまま帰っていただくわけにはいきませんのでのう」
　しわがれた声。
「組織の意思ではありませんが、やはりそのお嬢じようさんにいてもらっては困るんでのう」
　その言葉が聞こえたと同時に、息を呑む間もなく、空気を引ひき裂さくような雷らい鳴めいが轟とどろく。同時に咲耶の身体を電流が駆け巡る。叫さけび声ごえもあげられなかった。
　刹那の間に感じる痛みに咲耶は目を見開く。
　喉のどの奥から苦痛の声を漏もらしながら砂じや利り道みちの中へと倒たおれて行く母。
「……咲耶、痛かったね……大丈夫だから……」
　意識が朦もう朧ろうとし、痛みも感じない程に感覚は麻ま痺ひしていた。
　空の上で雷鳴が響ひびいている。
　──自分はあれに撃うたれたんだ……雷かみなりが直ちよ撃くげきしたんだ……。
　なぜ？
　どうして？
　薄れて行く意識の中、誰かが自分を抱えて走っている振しん動どうが伝わってくる。父の手の大きさだ。いつも自分のことを抱きあげてくれた、父の腕の感覚だ。
　しかし最後まで平静を保っていたのは聴ちよ覚うかくのみで、それでもひどく遠い場所から父の声が聞こえた気がした。
「……父さん……咲耶を………頼たのみます」
「ああ」
　お父様が父さんと呼んでいるのが、なにやらおかしかった。
　──あの声……どこかで……
　ただ、そう思っただけ……それ以上は何も考えられなくなっていた。ひたすら鼓こ膜まくの中を、頭の中をかき回すように響く、口くち汚ぎたない言こと霊だまたち。
　その先には何もなかった。
　遠のく意識の向こうで、いつも夢の中で現れる友達に会った気がする。
　その間も耳の中では絶えず、「殺せ、殺せ……」という罵声が繰り返され、決して自分をその声から解放してくれることはなかった。人からこんなにも疎うとまれ、厭いとわれ、忌いまわしい言葉を投げつけられるのは何故だろう。いや、答えなど要いらないのかもしれない。答えが必要ないから私は殺されようとしていたんだ。簡単だ。そんなことだったんだ。
　友達がなにか言ったような気がする。でもそれも気のせいかもしれない。
　咲耶の目の裏側に一瞬で駆け巡る走馬灯のような光景。
　全ては咲耶を殺すためだけに練られた計画。
　気がつくと咲耶の両の眼まなこから次々に涙の雫しずくが零れおちてくる。つらい思い出を押し流ながそうとするように止めどなく流れ落ちる涙。
　ただ咲耶は何故自分が泣いているのか解らなかった。封ふうじ込め、思い出さないようにしてきたことが、急に甦よみがえり心は痺しびれたように表情を凍こおりつかせ咲耶はただ呆ぼう然ぜんとする。
「………なんだ………そうだったんだ…………」
　解っていたことだった。リニエッジ機関における自分の運命など、そういうものに過ぎないことを。短いながらも温かな生活をしてしまっていた自分の運命は、本当はそういうものなのだと。
「使えないものは、殺されちゃうんだ」
　頑かたくなに記憶の奥に沈しずめてきた言霊だった。その思いに囚とらわれてしまったら自分は壊こわれてしまう、心がそう感じ取ったのだろう。『時詠みの追難』をしない自分の価値。そのためだけに生まれ、そのためだけに育てられ、そして儀式を拒きよ否ひした。
　唯ゆい一いつの自分の価値を放ほう棄きした。
　それは己おのれが生まれてきたことそのものを否定することである、ということ。
　ずっと押し込めていた。
　急行列車が大きな音をたてて咲耶の横を通過して行く。
　ひどく耳みみ障ざわりな音に聞こえる。
　ひどく耳障りな声に聞こえる。
　あの、声に聞こえる。
　あの声、あの声、あの声、あの声…………。
　毎日が楽しかったから、今まで想像がつかないくらいに楽しかったから、思い出そうともしなかった。忘れてしまえると思っていた。なかったことにできると思っていた。
「すまない、咲耶」
　耕介の腕が咲耶を抱きしめる。
　でもその感覚すらも遠く感じ、現実のことではないように思える。
「できることなら思い出させたくはなかった」
「私は……『時詠みの追難』をしなければ、生きる価値がない人間です。それだけだったんです。儀式を拒否した人間が、生きていてはいけないんです」
　心が動かない。
　辛つらいとも思わない。
　ただそれだけだったのだ。
　それが当たり前のことだった。
　それ以上も、それ以下もなった。
　わかっていた。わかっていたのに、期待してしまったんだ。
「………私は……幸せに……なろうとしては……いけないんです……」
「咲耶……」
　耕介の声が遠い。悠ゆう遠えんの彼方かなたから、時間を隔へだてたように聞こえてくる声。幻まぼろしよりも薄く、陽炎かげろうよりも儚はかなく聞こえる声。しかし咲耶は助けを求め手を伸のばすように、その声に耳を傾けていた。
「とてもとても簡単な問題を出します」
「…………」
「咲耶ならすぐにわかる問題だ。咲耶ならもう答えは知っている問題だ」
「…………」
「磐長は何故、今起こっているこの真実を、咲耶に告げなかったのでしょう？」
　──………。
「沖島教授は何故、嘘うそをついてまで咲耶を倉光義定に会わせないようにしたのでしょう？」
　──…………っ。
「二人は咲耶のことをどんなふうに思っているから、そのような行動をしたのでしょう？」
　──………それは。
「咲耶はちゃんとそのことを知っている」
　磐長はどうしてくれたのだろう。
　沖島教授はどうしてくれたのだろう。
　決して嘘をつかず、厳しく批判することもある磐長が……咲耶をお師しし匠よう様から引き取ってくれたあと、何不自由なく生活をさせ耕介に出会わせてくれた沖島教授が……二人が自分に何をしてくれたのか？
　──………わかってた。ずっとずっと、わかっていた。受け入れられない事実を封じ込めていただけで、認識できなかった。二人は………。
　決して磐長はそのことを言おうとはしなかった。
　沖島教授はそのことに触れさせないようにしてくれた。
　二人は……自分のことを……。
　──大切にしてくれていた。
　……………とても、とても大切に思ってくれていた。
　固まりかけていた心が音を立てて動き出したようだった。
　──知っている。ずっとずっと、二人が自分を大切にしてくれていたことを。
　頬ほおを伝う涙が、温ぬくもりを取とり戻もどしていく。
　──いつも自分を救おうとしてくれていたことを。
　辛く冷たい記憶の中に閉じ込められた咲耶の心には、その気持ちが余計に──
　──温かい。
　いたいほどの温かさが、凍りついた咲耶の記憶をゆっくりと覆って行く。
「うぅ………あ………ああ……………あああ…………………ああああああ！」
　どんなにうまく話そうとしても、言葉にしきれないほど思いは、慟どう哭こくとなり、咲耶は言葉を結ぶことができない。
　耕介にすがりつき、その問いの答えを口にしたいのに、心の中を満たす気持ちが溢あふれ返って、咲耶にはそれ以上なにも言うことができない。
「な……なんて……言って、いいかっ……私っ……」
　しゃくりあげながら口にすることができない思い。そんな咲耶を耕介は優しく抱き締める。
「言葉にしなくていい。回答を提示する必要はない。世の中には言葉にできないものがある。でも、ちゃんと咲耶はその回答を知っている。わかっている」
　耕介の胸の中は温かい。
　羽に包まれているように感じたのは錯さつ覚かくだと咲耶はわかっている。でもその柔やわらかく温かな錯覚が、虚きよ構こうではないことも咲耶はよく知っていた。
　耕介はただ、咲耶が泣きやむまでずっとそうしてくれていた。
　ようやく涙が止まっても、咲耶は顔を上げることができない。大きく何度も呼吸を繰り返しては、自分を落ち着かせようと努めた。
　目に溜たまる涙をぬぐいながら咲耶は少しだけ見上げるように耕介の顔を見る。
「耕介は……やっぱりずるいです」
「……？　なにがだい？」
　咲耶は答えなかった。
　──だって……。
　耕介は誰もできなかったことをしてくれた。磐長も沖島教授も自分を大切に思ってくれて、それであの記憶に辿たどり着つかないようにしてくれていた。
　なのに耕介だけは、一番つらい記憶を塗り替かえてくれた。まったく別の色にしてしまった。
[image: 画像]
　どんなにつらい時でも耕介は、耕介だけは、自分の心をわかろうとしてくれている。
　絶対に人と人は解りあえない存在だったとしても、耕介はいつも私の心に耳を傾けてくれている。
　咲耶にとって、それは何物にも代えがたいものだった。
　耕介がいてくれるのなら、どこにだって行ける。
　怖こわいものなんかない、そう思えてしまう。
　咲耶はひらりと耕介の腕から離れると、振り向きながら半べその笑顔を隠しながら言った。
「行きましょう。磐長のところへ」
　大きな柱の陰かげへ、回り込むように隠れる咲耶。耕介の足音がゆっくり追ってきているのを感じながら、隔界の扉を開くために手を翳かざす。
　今は耕介の顔を見ることができなかった。気持ちが全部表情に出てしまっているような気がした。
　だから咲耶は耕介に顔を見られないように、俯うつむいて顔を隠しながら、隔界の扉とびらを開いた。


　隔界の磐長の床とこと呼ばれる場所についた耕介の見つめる先には、どこまでも続く闇が横たわっている。闇は四方に重い蓋ふたを置かれたような圧あつ迫ぱく感。温度を感じることができないのは、そこが熱くもなければ寒くもないからなのか、それともそれ以外に原因があるからなのか耕介には見当がつかない。
　ただ、こうしていても精神を浸しん食しよくされない様子から、まだここは隔界の浅部なのだということだけは認識する。
「磐長！」
　咲耶がそう呼ぶ方向には一人の小さな少女が身じろぎもせずにこちらを見み据すえていた。耕介は彼女に見覚えがあった。
　磐いわ長なが媛ひめだ。
　長い髪かみが暗やみに溶とけ、肌はだは白く透すき通とおり、この世界から切きり離されたようにそこに浮きたつ。しかしその表情からは怒いかりも悲しみも読みとることができない。
「……咲耶」
　懐なつかしむように磐長は咲耶を優しく抱きとめる。
　古事記や日本書紀に記き載さいされていた神話上の家系の一人。磐長媛の血を持つ少女。『時詠みの追難』における、咲耶と対を成して儀式を執とり行おこなう者。
「おまえが大おお倉くら耕介……」
　ふと磐長はこちらに視線を向ける。耕介ほどではない淡たん白ぱくな表情で、見据えるその目には明らかに敵意のようなものを感じる。
　耕介はその場でただ頷くことしかできなかった。
　しかし咲耶は嬉しそうに磐長に語りかける。
「磐長……ありがとう」
　咲耶に言われたことがわからないというふうに磐長は首をかしげる。
「どうしたの？」
「ううん、なんでもないんです。そう言いたかったんです。あ、そうだ、磐長は耕介に会いたがってましたものね。お話したいっていってましたもんね」
　咲耶の言葉に同意するように磐長はコクリと頷きながらも、耕介を見据える視線を外そうとはしない。
「会いたかった」
「ですよね。この人が耕介です。あのね……」
　そんな咲耶の言葉を磐長は遮さえぎった。
「この男は咲耶にとって有害なの」
「え？」
　磐長の言葉を理解できず、咲耶は一いつし瞬ゆん呆ぼう然ぜんとする。
「だから、消えてもらう」
　磐長は片手で強く咲耶を抱きしめたまま、もう片手を天に向かって翳かざし、指を突き立てる。咲耶が隔界の扉を開けたのと同じように、磐長は空くうを一いつ閃せんする、と同時に頭上の空間は鋭するどい刃は物もので切られたように、ぱっくりとその口を大きく開ける。
「磐長！　やめて、耕介はそんなんじゃないんです！」
「咲耶はだまってて。あの男は、咲耶の心を惑まどわす存在。そんなものは消えてしまった方がいい」
　磐長は尚なおも咲耶の身体から自由を奪うばうように強く抱きしめながら、耕介を見る。
　一瞬、耕介は切り開かれた空間の先に目をやってしまう。その瞬しゆ間んかん、金かな縛しばりにでも会ったような感覚に襲われ、身体の自由が奪われる。
　目に入ってきたその世界に視点が定まらず、瞳どう孔こうがどんどん開いていく。
　色のない世界が映る。白でもない。黒でもない。しかし透とう明めいでもない世界。
　流動する液体は川のような姿で重力を振り切りながら、ある法則性を持ってどこかに向かって流れている。が、それがいったいどこに向かっているのか、いやこれは流れていると言えるのだろうか。しかし流動だけはしている。動いている。
　液体の周辺に見えているものは河か川せんを支える気をなくした大地が点在している。しかし液体と大地との境界線はあまりにあやふやで、それでいてしかし両者はまったく別の物であることだけはわかっている。
　そこには脳が認識できない世界が視界に広がっていたのだ。
　目がチカチカとする。眼球が内側から圧力を受けるような感覚になる。しかし目をそむけることができない。
　耕介はそれがなんであるのか察しがついた。
　──これが隔界の向こう側の世界。より深度を増した非物質の世界。
　耕介は思考を繰り返しながら心の動きを止めないように、精神を食われないように必死でこらえる。
「意外と頑がん張ばるのね。感情なんてないと思ってたのに。すぐに食われてしまうと思ってたのに」
「お願い、磐長、やめてください！」
　咲耶の声が聞こえる。聴覚には異常は出ていない。視覚情報にのみ限定されて、その異常が脳内に流れ込んでいるようだ。
「僕は……咲耶を……守ると……約束した」
「………守れるわけない。なにも知らないくせに」
「ああ……だから……協力して……ほしい」
　目を閉じることができない。視覚情報は絶えず脳内に送り込まれ、しかし脳はそれを処理しきれずに考えることを放棄させようとする。認識できない視覚情報は次し第だいに耕介の記憶の中にある映像までも浸食し、本来持ち合わせてきた視覚的常識を打うち壊していく。それは耕介が持つ記憶そのものがあやふやになっていく、ということだった。今まで見てきた世界が壊されていく。目に見えていた世界が偽いつわりに変わっていく。己が生きてきた時間の中にある、記憶が像を結ばず、自じ我がは一つずつ分解されていくようだった。
　大倉耕介、という存在が生きてきた世界がなくなっていくのだ。
　感情が死し滅めつするように押しつぶされて行き、精神の動きが徐じよ々じよに鈍にぶっていく。
　いつか咲耶が隔界の扉を開いた時のように身体から精神が分ぶん離りしそうになるのがわかる。
　──自分の中にある世界を失ったら、隔界に浸食される……。
　考えながらも感情は分断され、精神は身体から切り離されそうになる。
　あの時の感覚と照らし合わせて、耕介は停止しそうになる脳内を奮い立たせながら、打開案を作りあげて行く。方法が浮かぶが、成功する確証がない計算式がいくつも脳内を閃ひらめく。計算式は万ばん能のうではない。しかし助けにはなる。
　──一いちか八ばちか……やってみるしかない。
　耕介は後頭葉にある一次視覚野の動きを停止させる。
　まず、認識することを放棄したのだ。
　映像処理はすぐさま寸断される。
　脳内に連立する副次機能が同時に活動を停止しようとする。
（２、３、５、７、11、13、17、19、23、29、31、37……）
　耕介は脳内で素数をカウントしだす。
　並行して秒間ごとに化学式、物理法則を並べていく。
　同時に世界史の史実を、天体の名めい称しようを、日本神話の神々の名前を、家庭医学の用語を、料理のレシピを……自分の中にある知識をすべて箇かじ条よう書がきに思い出していく。
　それら一つ一つは感情を持たない数字と文字と事実である。しかし数字と文字と事実を点とし、共きよ通うつ項うこうを見つけては線を引いて、関連のあるもの同士をつなぎ合わせていく。点と線の間に、足らない語句、数字、事実をあてはめて行く。単純な切れ切れの穴あな埋うめ問題のような作業をとてつもないスピードでこなしていく。
　数十、数百の単語だけの繋ぎ合わせはネズミ算のような勢いで爆ばく発はつ的てきに増えて行く。
　数千、数万、数百万、数億、無数の単語は繋ぎ合わされ、意味を持ち、法則性と骨格を持つようになる。
　情報という情報が繋ぎ合わされ、整合性を持って行く中に、一つだけ足らないピースが出てくる。それらの情報の中に於おいて、もっとも重要なピース。全ての情報の中心であるピース。その空白に当てはまるのは、他でもない、大倉耕介という一人の人間なのである。
　耕介は脳内にある感情を待たない情報たちを繋ぎ合わせて、消されそうになっていた『自分』というものを最初から作りあげてしまったのだ。
　耕介の脳内で情報を連結させ作られた自我は、一次視覚野で停止した副次機能を復旧させる。壊された自分の世界の代わりに、耕介は代だい替たい物ぶつとしての脳内世界を作り上げ、精神が隔界に食われることを防いだのだ。
　しかし目に映る隔界の深部は、耕介が作り上げた脳内世界にも浸食してくる。
　耕介は壊される先から、情報をつなぎ合わせては、自我の輪りん郭かくを保ち続ける。
　追いつかれれば、完全に自我が崩壊し、精神は隔界に食われることになる。
　磐長は未いまだ精神と肉体が分離しない耕介に顔色を変える。
「うそ……普ふ通つうの人間にそんなことできるわけない」
「教えてほしい……咲耶を救う方法を」
　やっとの思いで、脳内に並行して流れる情報たちの隙すき間まから耕介はそれだけ言葉にする。
　磐長は信じられないといった表情のまま、しばらく耕介を見ていたが、そのまま手を横に一閃すると先ほどまであった空間の切れ目が霧む散さんした。
　耕介の精神と身体にかかる重圧の糸が切れる。
　その場に膝ひざを折り、荒く呼吸をする。
「耕介！」
　呆然としている磐長の腕を解き咲耶が耕介に駆け寄よってくる。
　なんとか身体を起こすが、まだ自分が作り上げた世界と、取り戻した世界の間でフワフワするような感覚が残っているようだ。
「…………大だい丈じよ夫うぶだ」
　どうにか咲耶に返答しながら、耕介は磐長に目を向ける。しばらく固まったように動けずにいた磐長は、我に返ると耕介をジッと睨にらみつける。耕介は苦しそうに呼吸をしながら磐長を見つめ返した。
「磐長……協力してほしい。君の力が必要なんだ」
　敵意をむき出しにした少女と無表情のにらみ合いの間で、咲耶はただ心配そうにオロオロとしだす。
「あ、あの……ええっと……うぅ……」
　そんな咲耶の様子に磐長は小さく不ふ機き嫌げんそうにため息を吐ついて耕介を見た。
「おまえは、本当に咲耶を救ってくれるか？」
「………ああ、そのつもりだ」


　耕介は計画の一部始終を説明して行く。時間の問題があったので多少手短にはなったが、咲耶と磐長は概がい要ようはつかんだようだ。
「本当にそれで咲耶を救えるの？」
　訝いぶかしげにガラスのような瞳ひとみで耕介に問いかけてくる。
「ああ。咲耶がその精せい霊れいを呼び出すまでにはどうしても時間がかかると考えられる。その間かん隔界の扉を維い持じし魔ま法ほうを継けい続ぞくさせる必要があるんだ」
「……そうか」
　内容を理解はしながらも、どうやら耕介に協力することには納なつ得とくがいっていないようだ。
「磐長、そんなにふてないでください」
「ふててない」
「目がまだ怒おこってますよ」
「これは生まれつき」
「そんなことないですよ」
「そんなことある。怒ってないし、ふててないし、あの無表情死ねばいいのになんて思ってない」
「うぐぅ……なんか加くわわってましたよ」
「加わってない」
　二人を見ながら、耕介は咲耶の様子に心を綻ほころばす。あすみと接している時とはやはり少し違うのだな、と感じる。こういう咲耶を見るのは初めてだった。
　耕介は二人のこうしている時に水を指すのは少々不本意であったが、なにぶんタイムリミットが迫せまっている。深夜０時を迎えるまでに、沖島教授たちに追いつかないといけない。
「磐長、お願いだ。君と同じことを考えていた沖島教授も救わなければならない。だから、どうしても磐長には協力してほしい」
　磐長は目線をそらし不機嫌そうにもう一度小さなため息を吐いた。
「………わかった。協力はする。でも……」
「？」
「おまえは嫌きらいだ」
　どういうわけか、耕介は磐長からずいぶん嫌われているようだ。そうでなくても、先ほど殺されかけたわけだから、嫌われてるくらいならまだいい、という考え方もできないわけではない。
　耕介が立ち上がると、咲耶がそれに続く。咲耶が隔界に切れ目を開け、唯ゆい物ぶつの世界への扉を開く。ふと耕介は振り返かえり磐長を見ると彼女は動こうとしない。
「磐長……君は……」
「私は唯物の世界には行けない。隔界の中から出ることはできない……でも問題はない。私一人なら隔界の中を自由に移動できる。ちゃんとその場所に行ける」
　たしかに磐長は今まで姿を現したことはなかった。この前の事件にしても、磐長は隔界の向こう側にいた。
「磐長家の一族はずっと隔界に住んでいるのかい？」
「一族………？」
　耕介の問いに不思議そうな顔をした磐長は、すぐに少し寂しそうに笑う。
「磐長家なんてない」
「え？」
「磐長の一族なんていない。磐長は昔も今も私一人」
　耕介は言葉を失った。
　どういうことなのだろう。磐長はずっと一人、ということはそれは……。
「三千年の月日、私は一人でこの地にいた。それが私の運命。それ故ゆえの永遠の命。私にかけられた『時詠みの追難』という呪のろいの断だん片ぺん」
　磐長は訥とつ々とつと当たり前のことのように話していく。
「数十年に一度、木この花はな乃の咲さく耶や媛ひめの血を持つ者が訪おとずれる以外、誰とも会うこともない。でも……それも、明治を最後にその後は百年を超こえる間、誰も訪れることはなかった。咲耶は……百年ぶりの木花乃咲耶媛」
「私が……」
　咲耶も知らなかったらしく、途と方ほうもない時間の中を生きてきた磐長に、驚おどろきを隠せないでいる。
　思い出すようにポツリポツリと語られる彼女自身の話は気の遠くなるような歴史の中に、ただ一人で生きてきた孤こ独どくな物語だった。
「天孫邇邇芸尊てんそんににぎのみことは醜みにくい磐長媛を大山祗神おおやまつみのかみの下へと返してしまった………ひどい伝承だ。だれも私の顔など見たこともないくせに。私はこの世界で三千年間、ずっと一人で木花乃咲耶媛の血を持つ者を送り出してきただけだ。それ以外、誰に合うこともない。ずっと一人だ」
　耕介は歴史書や伝説に残る磐長媛の伝承の事実に思い至る。
　磐長媛は誰からも愛されなかった。
　それは磐長媛の近くに彼女を愛してくれるものが誰もいなかった、ということだったのだ。
　しかし隔界という理解に悩なやむ世界に説明をつけるよりも、愛されない存在である、愛してくれる存在が現れない彼女を、誰もが理解しやすくするために、磐長媛は醜いという解かい釈しやくが用いられただけのことであった。
　しかし疑問はまだある。
　その疑問は耕介の中でまだ解を得るには至らない。ただ、磐長の意志だけは知っておきたかった。
「君はこの世界から出られないと言ったね」
　耕介の問いの意味をわかりかねたのか不思議そうに彼女は頷うなずく。
「もしこの世界から出ることができる方法があったとしたら、磐長はこの世界から出ることを願うかい？」
　磐長の白い頬に一瞬、生気が宿るように薄うす紅べにがさす。が、すぐに顔を俯うつむかせ首を横に振る。
「そんなことはあり得ない」
「できるかも知れない」
「ない！　ない期待をさせるな！」
「期待はあるんだね」
「………それは」
　磐長は俯うつむいたまま顔を上げなかった。
　ゆっくりと隔界の扉は口をふさいでいく。
　最後まで磐長は顔を上げることはなかった。
　しかし耕介の中にある確信が生まれていた。
　──だからもう少し待っていてほしい。必ず磐長も救いだす。
　耕介は完全に閉じてしまった空間の切れ目を見つめながら、意志を再確かく認にんした。
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　磐長は俯いたまま顔を上げることができなかった。
　自分がこの隔界に縛しばられていることは百も承知だった。風化してしまった記憶と感情。残ったのは自分がしなければならない運命のみ。それ以外はこの世界には存在せず、それ以外を考えることは許されず、そしてただそれに従うのみ。
　──だから……ここから出るなんて無理に決まっている。希望なんか持ちたくはない。
　三千年前に木花乃咲耶媛が残していった心は、長い年月の間に風化してなくなったものだと思っていた。何かを楽しいと感じたり、うれしいと感じたりすることは、もう二度とないものだと思っていた。
　それが咲耶の存在で一様に、まるで花が咲さくかのようにこの暗い空間を彩いろどってくれた。彼女が訪れるだけで、それから何日も先が嬉うれしくて仕方なかった。彼女が微ほほ笑えみかけてくれるだけで、磐長は心が温かくなった。
　それだけで充じゆ分うぶんだった。
　それなのに、あの男は、自分に希望の芽を植えていった。持ってはいけないもの。自分が抱えてはならないもの。その気持ちを持ってしまったら、この運命が終わりを告げてしまうということ。
　だから磐長は、その芽を摘つみ取るように必死で、そんなことはあり得ないのだ、と心の中で呟く。ただの人間にそんなことができるわけがない。血けつ撰せんも持たず、精霊も見ることもできず、貧弱な肉体のみを有する、あんな男にできるはずはないのだ。
　磐長は何度も何度も自分にそう言い聞かせて心の中に芽生えそうな希望の芽を摘んで行った。


　耕介と咲耶は一路新宿まで出る。そこから品川に出て新幹線に乗り、途とち中ゆう私鉄に乗のり換かえる。最短ルートで二時間。
　目的の駅に着き、改札を出てロータリーに向かうと、既すでに瀬名が車で待機してくれていた。
「耕介君！　こっちこっち！」
　窓あけて呼ぶ声に、急ぎ走り寄る。
「すみませんでした」
「いいのいいの。さあ、乗って」
　二人が乗り込むや急発進し、耕介と咲耶はシートに背中が張りつくような感覚になった。
「へえ、君が咲耶ちゃんだね」
「あ、はい」
　咲耶と瀬名は初対面ではある。しかし、どうやら瀬名の方は、須崎から話を聞いていたようだ。チラリと咲耶のあどけない顔を瀬名は一いち瞥べつし
「…………………………くっ、卵肌ガンダルフ………」
　なにやら揺ゆらめく殺気のようなものを放った。
「……うぐぅ！」
　さすがの咲耶も初対面でいきなりそんな状じよう況きようになるとは思っていなかったのだろう。耕介の袖そでを必死で握にぎりながら小声で呟く。
「………耕介……この人怖いです」
　嘆たん願がんする咲耶ではあったが耕介もこめかみに指を当てるしかない。
「まあ、ほら……悪気はない筈はずだから……それよりあれは持ってきているね」
　咲耶はそれがなにかすぐに理解したらしく、「はい」と答えながらポシェットの中から黒い布を取り出し、クルリと一回転させる。すぐさま黒い布は魔ま法ほう使つかいが着る、黒衣とトンガリ帽子に変化した。物理障しよ壁うへきの張られた黒衣と帽子である。咲耶の命を狙ねらう敵には、どうしても必要な装備品なのである。
　耕介は変化しない表情のままホッと胸をなでおろす。
「あ……そうだ。これも必要ですよね」
　咲耶はそう言いながらポシェットの中から、今度は白い布を取りだした。先ほどのようにくるりと一回転させると、それはなくなった筈はずの耕介の白衣であった。
　しばらく耕介はこめかみに人差し指を当てた。
「それは、咲耶が持っていたのか……」
　なくしたのか、それとも学校に置きっぱなしにしたのか──そう思いながらもついぞ、どこからも出てこなかった耕介の白衣である。持っていたのは咲耶だったのだ。
「あっ、で、でも、やっぱり耕介は白衣じゃないと」
　しかしこの白衣には物理障壁も何もない訳である。どこにでもある繊せん維いで作られた白衣である。
　ただ、それが咲耶の気持ちを着て行くのであると考えるのなら、なによりも心強いのかもしれない、と耕介はふと思った。
「ありがとう、咲耶」
「……へへぇ」
　耕介は白衣に袖を通しながら腕うで時ど計けいを確認する。
　須崎たちのいる村までは峠とうげを越こえなければならない。その様子を察したのか瀬名がニヤリと笑った。
「だいじょうぶだよ。ターボ積んでるから。窓突き破やぶって振り落おとされないようにしっかりつかまっといて！」
　冗じよ談うだんかと思った耕介と咲耶だったが、一秒後にはそれが冗談ではないことを実感することになる。
　降りしきる雨の峠を、高速のミニクーパーがどの車よりも早く駆け抜ぬけて行った。
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　やっと車一台が通れそうな細い参道を沖島は傘かさをさしながらゆっくりと登っていく。
　霧きり雨さめが煙けぶる中、その先にはもうもうと煙けむりを立てる煙えん突とつが見える。
　彼かれは確か壺つぼを焼いていると言っていた。
　たしかにこんな山やま奥おくでは見つけようにも見つけることはできない。
　ぬかるんだ土を踏みしめながら、ゆっくりと窯かまに近づくと一人の老人が背を丸くしながら、窯の窓の隙間から火の様子をうかがっている。
「お久しぶりですね……倉光さん」
　沖島の呼びかけにも彼は動じることなく背を向けたまま返してくる。
「ほう、沖島君かね。君もずいぶんと老ふけたのう」
「お互たがい様さまでしょう……」
　倉光はやれやれと億おつ劫くうそうに膝ひざに手をやりながら立ち上がる。年輪を刻むように深く刻まれた皺しわの間からも、鋭い眼光はあの日の沖島が見たものと相そう違いなく、厚い雲に覆われた夜の闇の下でも光を照り返すようにギラギラとしている。
「さて……沖島君。どうして君のような人間がこんな所にいるのかね？」
「……察していただいてると思いましたがね。あなたも耄もう碌ろくしましたか？」
　質問で返した沖島の返答にも、何ら揺らぎを見せず倉光は喉のどの奥おくから愉ゆ快かいそうに笑う。
「孫の身代わりかね？」
「ええ、そう考えて貰もらっていいのでしょうね……ただ、あなたの思おも惑わく通りにはことは進まない。咲耶はここには来ない」
　沖島の言葉に倉光は僅わずかに顔をゆがませる。
「あなたの行動はリニエッジ機関に監かん視しされている。三年前、一部の人間の判断で咲耶を襲しゆ撃うげきした件で重要監視人物にされていることくらいはわかっていると思いましたが」
「ああ、わかっているさ。しかし機関は何な故ぜそんな人物を泳がせていると思う？」
　沖島にはその答えはわからなかった。機関は咲耶の保護を最優先にしながら、それでもなお倉光の行動を黙もく認にんしていた。沖島が今ここにいるのは、他でもない組織が倉光の独断を抑よく制せいしないから、自らも独断で動いたのである。
「……わからんようだな。木花の血を持ちながら情けないことだ」
　吐き捨すてるように言う倉光に、沖島は距きよ離りを保ちながら緊きん張ちようを走らせる。
　もうそんなことは関係ない。機関が抑よく止ししないのなら、自分がするまでだ。
　沖島は大きく手を振りかざす。
「させんっ！」
　瞬時に倉光はそれを遮さえぎるように、手を一閃すると同時に沖島の後方に落らく雷らいが発生する。
「……っく…あっ」
　直撃してはいない──にもかかわらず、沖島の身体に電でん撃げきが走りぬける。
　──何故!?

　一瞬目の前は真っ白になり、そのまま沖島はその場に崩くずれ落ちる。
　意識を失っていないのは不幸中の幸いというべきか。しかし衝しよ撃うげきを受けた身体は痺れたまま動こうとはしてくれない。
「わしも鈍ってはおらんのう……」
　何故だ……何故地面に消えたはずの落雷が、遠えん隔かく的に自分に届いたのだ。
　あり得ないことが起こった。
「死んでもらうのもなんだからのう。せっかく来てもらったのだから、人ひと質じちくらいにはなってもらわんとな……」
　沖島は喉のどの奥から声を絞しぼり出そうとするものの、痺れは身体全体に波はき及ゆうし、指一つ動かすことができない。
　身体をくの字に曲げたままそれ以上の行動がとれない沖島を見下すように倉光の煌こう々こうと輝かがやく目が見下ろしている。
　──咲耶を……咲耶を守らねば……。
　必死に心はもがくが、身体がそれに対応してはくれない。
　その時、辺りに銃じゆ声うせいが鳴なり響いた。
　何事かと耳を疑ったが、それに続く声には聞き覚えがあった。
「おいこら、このクソじじいっ！　てめぇ、何してやがる！」
　劈つんざくように高らかとあげられる雄おたけびのような叫きよ声うせい。そう、大倉耕介の知り合いの探偵。
「俺おれだぁ！　須崎源げん太た郎ろうだあっ！」
　僅わずかに動かした眼球に須崎の姿が入ってきた。拳けん銃じゆうを構える須崎は名乗りを上げきると、なにか清すが々すがしい表情になっている。
「ぬふふ……やっと名乗れたぜい」
　沖島には何のことを言っているのかわからなかったが、須崎はそれに続いて倉光に向かって銃じゆ口うこうを突つき付つけ、牙きばをむくようにニッと笑いかける。
「クソじじいが。失望したぜ。てめえとはうまい酒が飲めると思ってたのによ」
「残念だったのう」
「ケッ、なんだか知らねえが、じっちゃんは悪党らしいから、ぶっ倒させてもらうぞ」
「わしが悪党か………なるほどのう。さしずめ須崎君は正義と言ったところかな？」
「ちがああう！　正義じゃねえ！　じっちゃん、間ま違ちがえんなよ、俺は名めい探たん偵ていだっ！」
　観念と職業を一いつ緒しよくたにしながら須崎は威い風ふう堂どう々どうとする。
「ほう、名探偵かね。その名探偵は悪党をどうしようというのかな？」
「そんなん決まってらあ。とりあえず、じっちゃんは断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきへ行け。んで犯行を自供するんだ。その後は自首しろ。尺があるから自供はサックリまとめろよ」
　須崎は無む茶ちやな二時間ドラマ設定を押し付けようとしているようだ。しかし倉光は別段焦あせる様子もなく、ただ笑いながら須崎を見ている。
「須崎君、君のその抜けた話を聞くのは、嫌いではなかったんだがのう。今君がこの場から去るというのなら、見み逃のがそう。しかしその引き金を引くというのなら、わしにも考えがある」
「……なんだよ、考えって？」
「死んでもらうだけだ」
　銃じゆうを構えたまま須崎は眉み間けんにしわを寄せる。眼光で射殺すかのように睨みつけながら静かに呼吸をする。
「願わくは、自分の孫と同い年の須崎君を殺したくはないのだがの。わかってくれんか？」
　沖島の目に映ったのは、自分とかわらない、いくつになっても孫を可愛かわいいと思う祖父の顔をした老人の姿だった。
　この人間にも家族がいる。倉光家にある仕来たりにまでは考えが及およばないが、それでも自分と同じ立場の老人に、一瞬同情の念がわく。しかし沖島はすぐにそれを振り払った。
　非情な者と対たい峙じするのなら自分も非情にならねばならない。
　沖島は僅かに回復し始めた身体を半身起こしながら、指を自分の真上に向かって掲かかげる。
「須崎君、君のおかげで助かった」
「へ？」
「……それから、すまないな」
　そう言いながら沖島は指で己の真上の空間をなぞる、と同時に鋭いナイフで布でも切り裂いたかのように空間に裂け目めができる。
「……まてぇ！　沖島！」
　倉光の叫ぶような声は最後まで放たれる間もなく、肥大して行く空間の裂け目に飲み込まれていく。
　沖島の頭上に開いた空間はそのまま波はき及ゆうして行き、更さらにその上の空間、更にその上の空間と次々に切り裂いていく。
　それは沖島にできる唯ゆい一いつ無む二にの攻こう撃げき法ほう。
　隔界の深部にまで切れ目を入れ、その場にいる者の魂たましいを、精神を隔界に食わせるという荒あら技わざ。しかしそれは
「沖島、貴様も死ぬ気か……」
　倉光の言う通り、隔界における耐たい性せいが弱いとされる男性にとって、それはつまり術者も含ふくめて飲み込まれてしまうという諸もろ刃はの剣つるぎ。
「咲耶を守れるのなら、捨ててかまわん命だ」
　倉光はギリギリのところで思考を続けながらも、その目は隔界の深部に於おける風景を前に、風前の灯とも火しびのように意識は少しづつ薄うすれて行く。
　それは沖島にも同じことが起こっているということ。
　最後の気力を振り絞りながら沖島は願うように呟く。
　──咲耶、どうか幸せになってくれ。
　精神と身体が分離し始めたその状態に於いて、それが身体のどこで思っている感情かよくわからなかった。死を恐おそれる感情も既すでになくなっている。ただ自分が考えていたのは咲耶の幸せだけだった。
　そんな思いは、とある一言によってうち砕くだかれた。
「磐いわ長なが！　隔界の扉を閉めるんだ！」
　その声と共に、引き離はなされていた精神が再び身体に戻される。いったい何が周りに起きたのかわからない。上空を見上げると、銀色の髪を垂らした少女が手を一閃するたびに、隔界の扉が一つずつ閉じて行く。
　沖島は振り返り、声の主の顔を見、瞠どう目もくした。
「お待たせしました。実験の時間です」
　沖島の知る学士の姿がそこにあった。


＊＊＊＊


　咲耶は耕介の真後ろに隠かくれながら、上空を見上げる。
　空に開かれた大きな隔界の扉を、磐長は一層ずつ丁てい寧ねいに閉じて行った。耕介の話していた通り、その場所には隔界の深部に至る扉が開かれていたのだった。
　しかし咲耶は同時にあることに思い至る。
　魔法使いは隔界の扉を開くことはできない。杖つえなどの増ぞう幅ふく器きによって傷を付けるだけである。
　隔界の扉を開けることができるのは磐長と、そして木花の血をひく者のみ。
　咲耶の目の前で、隔界の扉を開いた人間は目を見開き咆ほう哮こうする。
「何故だ！　何故来てしまったんだ!?」
　耕介に向かって沖島教授は信じられないことが起きたような顔をしていた。
「教授がなさろうとしていることを止めるためにです」
　咲耶の中であの日の記憶が甦よみがえる。お父様が『父さん』と呼んでいた人の声。
　その声が沖島教授の声と重なる。
　つまり……沖島教授は……自分を助けてくれていた初老の大学教授は……。
「沖島教授、あなたがここで死んでしまうことは許されません。あなたは咲耶にまだ話さなければならないことがある。してあげなければならないことがある。それは僕ぼくや他の誰かが代わりを務めることはできないことです。あなたがその義務を投げうって命を捨てようとするのであれば、僕は全力でそれを止めさせてもらいます」
　訥とつ々とつと語る耕介の言葉を聞きながら、沖島教授はそれでもまだ諦あきらめようとはしていなかった。必死で身体を起こしながら、もう一度真上に向かって指を掲げ、隔界の扉を深部に向かって開こうとする。
「やめてえっ！　おじいちゃん！」
　咲耶は叫さけんだ。初めて口にする呼こし称ようだった。
「……………」
　咲耶の声に沖島はそのまま、ゆっくりと掲げた腕うでをおろしていく。そして咲耶の顔を見て涙なみだを浮かべた。そこにはただ孫を慈いつくしむ初老の男の姿があった。
　その時、咲耶は鋭い視線を感じ向き直る。そこには老人とは思えないような殺気を放つ男が、咲耶を睨むように見据えていた。
「危ないところじゃった……礼を言わねばならないようだな」
　膝に手を突き立ち上がりながら、倉光は皮肉そうな笑いを浮かべる。
「まさか、君たちに助けられることになろうとはな」
　咲耶はその声に聞き覚えがあった。
　あの日、父と母を奪って行った男の声。
　咲耶の心が大きくひるみそうになる。
　その時、咲耶の肩かたにそっと誰だれかが手をおく。
　耕介の手だった。その手の温もりが、大だい丈じよ夫うぶ、と言っているようで咲耶はなんとか怖いと思う気持ちを押おしとどめることができた。
「咲耶！　防ぼう壁へきを！」
「はい！」
　耕介の呼びかけに、瞬しゆ時んじに咲耶は片手に水の要素たちを集める。
（でれーい！）
（集合か？）
「はい、集合です！」
　真上では磐長が咲耶の代わりに隔界の扉の浅部だけを維持してくれている。
　隔界の光が降り注ぐ中を水の要素たちは集まり、精霊へと昇しよ華うかしていく。
　咲耶の視界の端はしには倉光の手が天に向かって行く様子がスローモーションのように見える。
　──早く、あの手が上がりきる前に……。
（でれーい！）
「お願い、防壁の膜まくを張って！」
（でれーい！）
　水の精霊がそう言うのと同時に、辺りに降っていた雨が逆流するように天に向かい、大きく分厚い水のドームを形成する。
　と、同時に天に翳かざした倉光の手の動きを合図にしたかのように、一いつ斉せいに閃せん光こうが水の防壁に降り注ぐ。同時に頭上でドームは水蒸気爆ばく発はつを起こす。
「ほう、水の防壁か……しかし、いつまで耐たえられるかの」
　倉光は不敵に笑い、その腕をクルリと一回転させる──と同時に無数の落雷が水のドームに直撃する。厚手に張られたドームであったが、次々に落ちる落雷に水の防壁は水蒸気爆発をしながら次第に削けずられていく。
「修復！」
（でれーい！）
　咲耶の呼びかけに水の精霊はすぐさま水をかき集め、防壁を修しゆ繕うぜんして行く。その時、耕介が咲耶を呼びとめた。
「咲耶！」
「はい」
「水の精霊に、水中の不純物を防壁の外側に集めるように言うんだ」
「は、はい！　……できますか？」
（できーる！）
「お願いします」
（でれーい！）
　水の精霊が叫ぶと同時に、水中の中を漂ただよう薄い泥どろや埃ほこりが次第に外側に集まっていく。遠目にはあまりその変化を感じ取ることができない。しかし水の精霊はせっせと、水の中にある不純物をドームの外の層へ追いやっていく。
　耕介に言われていた次の段取りに移らなければならない。今まで見たことのない精霊を使し役えきするということ。
　しっかりとイメージすることができれば……。
　はじめて使役する精霊だ。要素を見るために時間がかかるだろう。電車の中でも何度もチャレンジしたが、後少しのところで見ることができない。
「磐長、その間、隔界の扉をお願いしますね」
　上空に大きく開いた隔界の扉から顔を出している磐長に、その声が届くはずはなかったが、彼かの女じよは咲耶の呼びかけに小さく頷うなずいた。
　遠い咲耶の目からも、磐長が水の要素を集めているのが見える。隔界の扉の前で要素たちは精霊へと昇華した。
　磐長が水の精霊に何か話しかけると同時に、はるか上空で雲が動きを止める。
　耕介の言った通り、磐長がこの近くの雲の動きを止めてくれたのだ。
　しかし倉光は余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべながら、追い打ちをかけるように次々に雷らい撃げきを落とし続ける。
　──雲を止めただけでは、落雷の発生を防げるわけではないのだろうか？
　依い然ぜんとして、落雷はドームに降り注ぎ、削り取る。その都度、水の精霊は必死で修復をしてゆく。咲耶の中に僅わずかに焦あせりが浮かんだ。なんとか見なければと思うほど、落ち着きが霧散して行き、集中は散さん漫まんになっていく。
　──大きさは水の要素が１８・１６に対して、１１１・７……だから約６倍の大きさ。形は二つ繋つながり……。
　耕介に言われた通りにイメージしようとするが、数字がイメージを邪じや魔まして中々像を結ばない。
　そうしている間にも、水だけの防壁は次第に落雷の水蒸気爆発によって削られていく。
　──どうしよう、どうしよう、どうしよう………。
　身のうちにせり上がって行く焦り。血の気が引いていくような緊張。
「咲耶、水の要素はまだ飛んでいるかい？」
「え？」
　耕介に言われて、周りを見ると
（でれーい）
　精霊に昇華しきっていない要素たちがまだ無数に飛んでいる。
「はい！」
「それを六つ集めるんだ」
　──そうか！
　咲耶は耕介の言っていることを理解する。６倍の大きさということは、その数だけ集めれば大きさのイメージが明確になる。
「お願い、みんな集まって！」
（でれーい）
（昇しよ格うかくだ！）
（精霊に昇格だ！）
「あ、ダメ、精霊になっちゃ」
（……でれーい）
　若じやつ干かん残念そうにしながらも、水の要素たちは六つ集まり、二つ繋がりの形を作る。
　──この大きさだ。イメージするんだ。見えるはずなんだ、それはいるものだから。
　カクテルパーティ効果。
　そこにはちゃんといるはず。
　見ようとすれば……。
　集まった水の要素の大きさを元にイメージして行く。
　あるものをあるように……。
（………ー）
（…げねー）
　ゆっくりと咲耶の視界にその姿が像を結んでいく。
　水の要素の隣となりには、無数に地を這はう『鉄』の要素たちがいた。
（すげねー！）
（すげねーよ）
「見えた！　見えた見えた見えた！」
　水の要素の６倍の大きさ。硬こう質しつな雰ふん囲い気きで黒光りする鉄の要素が浮ふ遊ゆうするわけでもなく、その場にどっかりと座すわっていた。
「お願いします、集まって下さい！」
（すげねーな）
（ああ、すげねーよ）
　鉄の要素たちは瞬時に集まって行き、昇華し精霊になる。
「鉄の精霊さんは私の言った形になって下さい」
（すげねー！）
「水の精霊さんは、もう少し頑張ってください」
（でれーい！）
　水の防壁は依然、落雷の浸食を受けては、その穴をふさぎ別の場所が浸食されては、またその穴をふさいでいく。
　それでも倉光の放つ落雷の数は留とどまることを知らぬかのように、次々に放たれ、防壁にも限界が近づいてきた。
　咲耶は鉄の精霊に指示を出しながら、幾き何か学がく模様を形成して行く。
　咲耶たちの周りにポッカリと穴をあけて、その周りに砂鉄の黒い模様が広がっていく。
「あ、そっちにも行って下さい。ああっと、そこは括くびれを……」
「３センチ幅はばに」
　時折耕介がフォローを入れながら、模様が出来上がっていき、最後に何メートルもある鉄てつ塔とうをつくる。
「ほう……どういうつもりかのう？」
　落雷にかき消される倉光の声だったが、彼は不思議そうに自分に纏まとわりつく黒い鉄の粉を凝ぎよ視うしする。
　砂鉄の模様は、耕介たちを避さけながら丸く形成され、その前には５メートルの鉄塔、そして僅かに括くびれを作って倉光の下に続いている。
　倉光が不思議そうにするのも無理はない。
　彼は自由な場所に落雷を発生させる。
　つまりこの砂鉄を避けて、耕介たちに直接落雷を発生させることができるのである。
　たとえ目の前にある鉄塔が避ひ雷らい針しんだったとしても、それは倉光の能力を前にしたら、意味のないことなのである。
　その時、ずっと目を瞑つぶり、雷らい鳴めいに耳を傾かたむけていた瀬名が目を見開く。
「耕介君！　雷鳴の音が倍になった！」
「ありがとうございます」
　──倍になったというのはどういうことなのだろう？
　咲耶は思わず空を見上げるが、落雷の様子は先ほどとかわらない。量が増えたように感じない。思わず耕介の顔を咲耶は見上げた。
「……耕介……」
「大丈夫、もうすぐだ」
「え？」
　耕介の言葉に全員が、彼を見る。
　──もうすぐとはどういうことか？
　水の防壁は間もなく限界である。
「おいおい、耕介、やべえぞ」
　さすがの須崎も上空の様子に目を見張り、瀬名は無言でメガネをずりあげながら凝視している。咲耶は薄くなっていくドームを見上げながらごくりと唾つばを呑のんだ。
「問題ありません。咲耶の作った二にじ重ゆうの防壁は簡単に破れません。なにより落雷はそろそろ、終わりの筈はずですから」
　と耕介が言ったと同時に、突とつ然ぜん落らく雷らいが止やんだ。
「な、なんだ？　何が起こったんだ？」
「黙だまってろって」
　叫ぶ須崎の頬ほおをつねりながら瀬名も様子を見守る。
　先ほどまでの怒ど号ごうが嘘のように、耳が痛くなるほどの静せい寂じやくがあたりを包つつみ込む。
　何が起きたのか咲耶にはさっぱりわからない。
「咲耶、防壁を解除するんだ」
「はい！　散って下さい」
（でれーい）
　水の精霊が解散すると、それに合わせて水のドームも雨に戻り、辺りに降り注ぐ。
「……なぜだ？　何故……落雷が……」
　動揺する倉光に耕介は冷静に返す。
「雲の中にあるマイナス電でん荷かを使いきったんです」
「……なっ……そんなことが……」
「磐長が上空の雲を止めていますので、もう『霹へき靂れき』を使うことはできません。しかし磐長は魔法に馴なれていない。そろそろ限界でしょう。雲が動き出せば、また『霹靂』を使える状況は整う」
「ならば……」
　その言葉に倉光は一いつ瞬しゆん、勝機の色が宿る。咲耶は思わず耕介を見た。そんな咲耶の目に映る耕介は、ただ冷静に倉光を見据えていた。
「しかしその前に……チェックメイトです」
　咲耶は目を疑った。
　耕介が静かに言った瞬間、咲耶の作りだした避雷針の鉄塔から、炎ほのおが噴ふきでるように雷かみなりが空に向かって放たれる。
　接着された鉄の間に電流が駆けまわる。
「ぬあああああああああああ…………」
　倉光は雄たけびのような咆哮をあげ、その場に倒たおれた。全員が目を見張った。何が起こったのかわからなかった。
　たったいま耕介が言った通りなら、雷が発生する筈はずはない。
　雲の中にあるマイナス電荷使いきっているはずだからだ。
　みな呆ぼう然ぜんとしながらも、目の前の危機が去ったことに安あん堵どしたのか、それとも気が抜けただけなのか全員がその場に座り込んでしまった。
　──耕介が『霹へき靂れき』を使ったのかな……？
　咲耶はそう思いながら耕介を見ると、一人、彼だけがその場に立ちながらこめかみに指を当てている。
　ふと咲耶が上空を見ると、隔界の扉はゆっくりと閉まっていく。
　ちょこんと磐長がそこから顔を出していた。
　──ね、言った通りでしょ。耕介はすごいんですよ。
　口には出さなかった。しかし咲耶の笑え顔がおが、心の呟つぶやきを雄ゆう弁べんに語っていたらしく、磐長は耕介を一いち瞥べつしたが、すぐに目をそらしてしまった。
　──また、夢の中でね。
　隔界の扉は空に消えるように閉じて行った。


　耕介は大きく深呼吸でもするように息を吐いた。
　雨でびしょ濡ぬれになっていたものの、誰もその場から腰こしを上げようとしない。
　しばらくして須崎がのろのろっと立ち上がると、倒れたままの倉光に駆かけよる。
「おいおいおいおい、死んじまったのか？」
　動かない老人の周りで須崎がオロオロしているので耕介はそれに答える。
「大丈夫です。咲耶に前もって言っておいた陣じん形けいに鉄を配置してもらったので、落雷のほとんどは地中のアースに飲み込まれるようにしてあります。倉光さんには気絶する程度の電流しか行かないようにしてありますので。それよりも、倉光さんの手を何かで動かないようにしてください。手が使えると気を取とり戻した後で、また落雷を打たれてしまいますので」
「おう、まかせろ！」
　と言って須崎が懐ふところから取り出したのは警察官が持つ手てじ錠ようであった。
「………須崎」
「なんだ？」
「いや、いいです………瀬名さん、これも所長の仕し業わざですか？」
　耕介は言っても千ないことだったので瀬名に問いかけると、彼女は少々困ったような顔をしながら頷いた。
　そんな耕介の下へ咲耶が目を輝かせながらパタパタと駆けよってくる。
「すごいすごい、耕介にも血撰の力が使えるんですね！　どうやって使えるようになったんですか？」
　おそらくは先ほど耕介が発生させた雷のことを言っているのだろう。しかし耕介は横に首を振ふる。
「いや、違ちがうんだ」
「でも、耕介が言った途と端たんに雷が………」
「あれはね、冬雷という現象なんだ」
「え？」
　咲耶だけでなく、瀬名もわからないというように耕介を見る。須崎は理解する気もないのか、その場に座って煙草たばこに火をつけ始めてしまう。耕介はこの仕し掛かけの説明を始めた。
「以前瀬名さんにはお話しましたが、落雷とは雲低に溜たまったマイナス電荷を地上に放つ現象です。倉光さんが使う特とく殊しゆな能力は、先ほど見たとおり、それを強制的に自らの力で発生させる能力です。しかし、彼は連続的に落雷を発生させ雲の中にあるマイナス電荷を使いきってしまいました」
「………そういうことか」
　どうやら沖島教授だけは原理を理解したようで耕介は頷き返す。
「上空の雲にはマイナスの電荷はもう残っていません。すると、今上空にあるのはプラスに帯電しただけの雲ということになります。プラスに帯電した雲は雲内のバランスを取るために、地上からマイナスの電荷を引き寄せる。この雷の逆流現象が冬雷です」
「はあああぁ」
　感心したように瀬名は腕を組みながらため息を漏もらし、須崎は大きく煙を吐いた。
　咲耶はどうやら必死で理解しようとしているらしく、瀬名の横で一緒に腕うで組ぐみをしながら
「……なるほど……マイナス電荷ですか……素そり粒ゆう子しよりすごいですね。うん」
　と何か納得していた。いずれ素粒子についてしっかり教えないといけないな、と耕介は考える。そこでふと、気付いたように瀬名が耕介に質問をした。
「ねえ、耕介君。あの、雷の音が増えたら教えろっていうのは何？」
　咲耶も気になっていたのか、それに続いた。
「雷の数は一緒でしたよ。倍に増えたようには感じなかったです」
「ああ、あれは落雷の距離を瀬名さんの耳に聞いてもらってたんだよ」
　と耕介は答えたが二人はどうやらわからない、といった顔をしている。
「雷鳴というのは空気中を雷が走はしり抜ける時に、空気が膨ぼう張ちようした振しん動どうで起こるんだ。そこで、先ほどの磐長にお願いした仕掛けがネックになる」
「磐長が雲を止めていたことですか？」
「ああ。雲が止まっている以上、新たにマイナス電荷は発生しないことになる。しかし、倉光さんはそれでも雷を落とし続けた。すると、真上の雲ではなく、次し第だい次し第だいに雲の外側からマイナス電荷を引き寄せなければならなくなる。どんどん遠くから雷を引き寄せてくると、空気の中を通る距離が長くなる。距離が長くなっただけ、膨張して空気を振動させる量は増えて行く」
「なるほど！　それで音が増えたように感じたのか！」
　瀬名はポンッと手を打った。
「そうです。落雷は５㎞前後の距離までしかその手を伸のばすことはできません。瀬名さんに音量が倍になったら教えてください、と言ったのはここから真上の雲までの距離を梅つ雨ゆ時ど期きの平均距離に合わせて三角比で出した結果なんです」
　そこまで聞いていた沖島教授が顎あご髭ひげに手を当てた。
「私もいいかな？」
「ええ」
「あの水のドームでは少々危険だったのではないかな？」
「沖島教授が気にされているのは、おそらく水を落雷の電流が貫かん通つうする恐れがあったということでしょう。しかしそこについては問題はありませんでした」
　沖島教授は驚きながら言葉を失った。
「水の中に不純物がある限り、電気は通電します。ましてや落らく雷らい程ほどの電圧を持ってすれば、水中を突きぬけて、そのままこちらに落ちてくる可能性もありました。しかし、途とち中ゆう咲耶に不純物をドームの外側に退けてもらいました。それによって、あのドームは二重の防壁になっていたんです」
「まさか……理論純水かね……？」
　沖島教授の問いに耕介は頷き返した。
「そうです。ドームの外側は不純物を混じらせ通電しやすい状態にしてそのまま、地上に電圧を逃にがすアースの役割をしてもらいました。そして内側には限りなく純度の高い水を形成することで、一いつ切さいの電圧がこちらに流れないという仕掛けを施ほどこしたんです。理論純水と呼ばれるような、１００％の水はこの世には存在しません。しかし、咲耶なら限りなくそれに近いものは作れます。そして、理論純水に限りなく近いものは、完かん璧ぺきに限りなく近い絶ぜつ縁えん体たいでもあるんです」
　瀬名はしきりに頷きながら
「なるほど、それで二重の防壁ね」
　と腕を組み、須崎は煙草をふかし、咲耶は少し難しかった説明を理解しようと必死で頭を捻ひねっていた。そして沖島教授は参ったとばかりに片目を瞑つむる。
　今回の仕掛けの大まかな説明を終えた耕介は、手錠に繋がれた倉光に目を移す。
「………さて。倉光さんから聞かなければならないことがあります。須崎、気き付つけはできますか？」
「ああ、できるよ」
　紫し煙えんを燻くゆらせながら、咥くわえ煙草で須崎は倉光の下まで行くと上半身だけ起きあがらせて、背中を軽くたたく。すぐさま倉光は意識を取り戻し、軽くせき込んだ。
　雑な印象がある須崎である。誰もが老人に根こんじ性よう焼きでもするのではないか、と思いがちだが、時折丁寧な仕事もするのである。耕介は須崎が人間の身体の機き微びを感覚でかなり深いところまで理解していることを、何度か目もく撃げきしていたので、彼に任せたのだった。
　倉光はしばし呆然と周りを見やっていたが、少しづつ状況を理解して行ったらしく
「………そうか、負けたのか」
　とぼんやりと呟いた。
「須崎、瀬名さん。申し訳ありませんが、ここからの話はどうか聞かないでくださいませんか？」
　耕介が静かにそう言うと瀬名は納得いかないといった表情をした。
「ほう、耕介君。探たん偵ていは途中で投げ出さないって知ってる？」
「ええ、知っています。知っている上でお願いします。ここから先の話は、どうしても二人の耳には入れたくないんです」
「そういうわけには……………ちょっ、須崎なにすんの!?」
「耕介が聞くなっつってんだ。なんか知らねえけど、そういうことなんだろ」
「ちょ、はなせー！」
　須崎は瀬名を片手で持ちあげると、煙草の煙を吐き出しながら車に向かって行く。
「バカ、須崎、バカ！　変なとこ触んな！」
　じたばたする瀬名を抱かかえていた須崎は半身だけ振り返る。
「山の下で待ってる。話が終わったら、さっさと降りてこい」
　須崎はそれだけ言うと車の中に瀬名を放ほうりこみ、車を出して山を降りて行った。
　耕介は心の中で朋ほう輩ばいに礼をいう。ここから先の話は二人が耳に入れてはならない言葉が出てくるからだ。
「さて、倉光さん、あなたは三年前、リニエッジ機関の命令ではなく、独断で咲耶を狙った行動を取りましたね」
　倉光は何も答えようとはしない。沖島教授の方がむしろ気色ばんだ。
「大倉君、待ってくれ、リニエッジ機関の命令ではないというのはどういうことだね」
　耕介は一枚のメモを取り出す。沖島教授の研究室で見つけたメモであった。
「沖島教授には申し訳ありませんが、『時詠みの追難』の全容を掴つかむために隠し棚を開けさせてもらいました」
　沖島はそんなことは構わないというように首を横に振る。
「このメモにあることが事実とすると、倉光さんが咲耶を襲おそうのは少々早すぎるんです」
　咲耶は白衣の裾すそをそっと握る。耕介は咲耶の頭に手を当て、話を続けた。
「メモの通りだと、咲耶の両親が正式に『時詠みの追難』の拒きよ否ひを機関に提出し、その帰りに倉光さんに襲われたことになる」
　倉光は何も言わない。ただジッと時が止まったように身じろぎもしなかった。
「しかし機関がその場で憤ふん慨がいし、倉光さんに命令を出したとすると、あの事件には決してならないんです」
「どういうことかね」
「倉光さんの能力を考えていただければわかると思いますが、倉光さんが本気で咲耶たちを手にかけようとしたら、生存者が残るわけがないんです。あの場所にはある仕掛けが施してあったんです。その仕掛けを施すにはかなりの時間がかかる。憤慨したリニエッジ機関が命令を下してからでは、間にあわないんですよ。つまり元々倉光さんは咲耶を狙っていた。そして仕掛けに入ってくる日を待っていた、それがたまたまあの日と重なっただけなんです」
「でも、あそこには何もなかったと思います。私は目を瞑つむっていたからわからないのですが、ただの砂じや利り道みちだったと思います」
「そう、砂じや利りなんだよ」
　耕介は足元から一つ小石を拾い上げる。しかしそれはよく見ると小石ではなく陶とう器きを割ったものだった。
「これが仕掛けです」
　沖島教授はやっと理解したように呟いた。
「……半導体かね？」
「そうです。通常落雷の電圧は最低でも一億ボルトからと言われています。そんなものが、人間に当たった場合、かなりの確率で死亡することは確かです。このメモには、咲耶のお父さんが怪け我がをしながらも、沖島教授に咲耶を預けたとあります。しかし落雷が直ちよ撃くげきしていたらそんなことはできないんです」
「しかしなんのために」
「咲耶を殺さないためです」
「え？」
　咲耶は思わず顔を上げた。
「倉光さんの目的は、半導体で電圧を抑おさえ、相手にダメージを与あたえることだったんです。そうすれば、『壁へき覇は』の力を持った一族は、身の危険を感じ隔界に逃のがれ隠れ暮らすだろうと考えたのでしょう。結果、沖島教授が咲耶を魔法の師しし匠ようのもとに預け、倉光さんの思惑通りになったんです。咲耶がいなくなったことによって儀ぎ式しきの執しつ行こうはできなくなる。これが倉光さんの本当の目的だったんです」
「え？　逆じゃないんですか？　『時詠みの追難』をしないと言ったから襲われたんじゃないんですか？」
　咲耶の問いに耕介はゆっくりと頷く。
「問題はそこです。倉光さんは『時詠みの追難』の拒否がされる前からこの仕掛けを敷しいて待っていた。つまり倉光さんは咲耶に最初から儀式を行わせたくなかった筈なんです。僕の倉光さんに対する質問はそこです。何故『時詠みの追難』を執行させたくないのか？」
「………………お前たちは知らないのだ」
　腹の底から絞り出だされる呻うめきのような声。青白く光るように見返す倉光義定の眼光はまだ戦意が漲みなぎっているような光を放つ。
「いいか、『時詠みの追難』という儀式がただ未来を見て帰ってくるようなものだと思ったら大おお間ま違ちがいだ。機関も、国も、誰も、皆みな、目の前のにある餌えさに踊おどらされ、富国の夢に魅みせられ、この儀式の本質を知らず、ただ国を栄えさせるためだけに、この儀式を使い続けてきた。国の危難を乗り切る？　とんでもない！　この儀式こそが…………」
　そこまで言った瞬しゆ間んかん、辺りを濃のう霧むが包み込む。それは自然に発生する霧きりなどではなかった。どこからか噴ふん出しゆつしたように全体を一気に包み込んで行く。
　耕介は急いで咲耶の手を取る。
「咲耶！」
「大丈夫です」
　彼女の手の感かん触しよくはあるものの、咲耶の姿を捉とらえることができない程の濃こい霧。
　耕介は霧むち中ゆうの状況の把は握あくに努める。
「沖島教授！」
「私は大丈夫だ………しかし……」
　どうやら沖島教授にもこの事態がなんであるのか解わからないらしい。
　もしかしたら倉光義定の増ぞう援えんなのかもしれない。しかし、この霧がなんであるのかすら推論が立たない以上、ヘタにこちらから何かをしかけることはできない。
　そんな深い霧の中になにか光るものが見えた気がした。それは懐かいち中ゆう電灯などのようなものではなく、提灯ちようちんのようなものがこちらに向かって近づいて来るように見えた。
「お話の途中、失礼」
　ちょうどその声は提灯のところから発せられているようだ。凛りんとした声は若い女性のようである。しかしその声の主の姿は見えることはなく、まるで光が話しているように見える。
「咲耶、これはもしかして……」
「……血撰かもしれません。魔法じゃないと思います。隔界の扉とびらが開いている気配はありませんし……」
　見えない恐きよ怖うふに咲耶は耕介にすがりつきながら言う。
　光はゆらゆらと揺れながら、耕介たちに話しかけてきた。
「これ以上、彼から色々話されると、不都合な方がいらっしゃいますので、ご容よう赦しやを。機会があれば、またお会いすることになるでしょう。それでは失礼します、大倉様」
　それだけ言うと同時に、光はゆっくりと遠ざかっていく。
　足元すら覚おぼ束つかない耕介は身動きできずに、その光を見送る形になってしまう。
　──僕の名前を知っている……ずっと監視していたのか？
　光が見えなくなるのと同時に、濃霧はあっという間に晴れて行く。まるで幻まぼろしでも見ていたかのように、そこは元の姿に戻もどっていた。
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　しかしその場にはいるはずの人物が一人消えていた。
　倉光義定である。
　声の主である彼女が連れ去ったであろうことは状況から理解はできる。しかし彼女が倉光の仲間であって、助けに来たのかというと、先さき程ほどの発言から察せられるように、仲間とういう雰囲気ではないようにも思える。
　リニエッジ機関要員……と考えるのが妥だ当とうである筈だったが、耕介の中には言い知れぬ感覚がしこりのように残っている。
　ただ、危機は去ったのだ、ということだけは理解できる。
　耕介も咲耶も沖島教授も、やっと安堵しながら息を吐いた。一応、周りを警けい戒かいしながらも、人の気配のないことを確認する。
「教授、とりあえずここを降りましょう」
「ああ」
「須崎たちが下で待ってくれていますし」
「ああ」
　どこか沖島教授の様子がおかしい。こちらを凝視している教授に耕介は内心、たじろぎながら平へい坦たんな表情で聞き返す。
「どうか……されましたか？」
「………………………………………いつまでくっついているのだね？」
　沖島教授の一言に咲耶は、「うぐぅ」と一声発して耕介から離れた。
エピローグ




　山を降りると、すぐに須す崎ざきと瀬せ名なの車のヘッドライトが見えた。耕こう介すけたちが合流すると、顔を引っかき傷だらけにした須崎が
「おう、待ったぞ」
　とそれでも損そこなわれることのない爽さわやかな顔で迎むかえてくれた。
　引っかき傷の元げん凶きようである瀬名は、途中退場させられたことを怒おこっているかと思いきや
「早く乗んな。お風ふ呂ろはいんないと風か邪ぜひくよ」
　まったくそんな様子は見せなかった。むしろ、どこかスッキリしたような印象すらある。
　おそらくは、須崎の顔にある引っかき傷にその理由があると考えていいだろう。
　さほど広くもない軽自動車に五人肩を寄せ合って乗り込む。
　その日は、結局須崎たちが宿を取る旅館に泊とまることになった。
　旅館に帰って耕介は着き替がえるよりも前に、まずあすみに連れん絡らくをいれる。深夜に拘かかわらずあすみはすぐに電話口に出た。全員の無事を伝えると
「そうかぁ、よかったぁ」
　と安心したようだった。お互い今日はそれ以上話すことが見つからず、ただ無言のままだったが、別段気まずいような沈ちん黙もくではなく、ただそうしているだけでよかった。
　明日帰る前にもう一度連絡を入れる約束をして電話を切ると、雨に濡れた衣類を着替えた沖おき島しま教授が部屋に入ってきた。
「今は、大丈夫だったかな？」
「ええ」
「大おお倉くら君も早く着き替がえなさい。風邪をひいてしまう」
「そうですね」
　耕介も旅館に用意してもらった浴衣ゆかたに着替えて、濡れた衣類をハンガーにかけて干す。
　咲さく耶やは瀬名に連れられてお風呂に行っているようだった。
　ふと沖島教授はその場に腰を下ろしながら呟くように言う。
「すまなかった、大倉君」
　耕介にはそれが、沖島教授の嘘うそを吐いたことに対する謝罪であるとすぐにわかった。
「いえ、もっと早く気がつくべきでした。僕も『時とき詠よみの追つい難な』に囚とらわれて、事態に気がつくのにこんなにも時間が掛かかってしまった。こういうことが起こる可能性は考えてはいたにもかかわらずです」
「まさか、私が嘘を吐くと思っていたのかね？」
　耕介は頭かぶりを振る。
「いいえ、そうではありません。沖島教授が咲耶のために命を捨てようとするかもしれない、ということです」
　それでもなお沖島教授は不思議そうな顔のまま問う。
「何故そう思ったのかね？」
「沖島教授が仰おつしやいました。咲耶に悲しい思いをさせたくないから自分が祖父であることを告げない、と。以前から倉くら光みつさんの存在には気を張っていたんですね」
　沖島は無言でうなずく。
　組織内に後どれだけ倉光のような存在がいるのかはわからない。沖島教授は知っているかもしれないが、語ってはくれないだろう。
　情報を漏らすということは、組織に対する反旗と変わりない。
　より咲耶の立場がなくなることになる。
　しばらく耕介も沖島教授も無言のまま、ぼんやりとしていた。考えるべきことはまだたくさんある。知るべきこともまだたくさんある。ただ、どうにも頭が今はまわらないな、と耕介はどこを見るともなく考えていた。
　沖島教授の一人ごとのような疑問が聞こえてきたのもそんな時であった。
「何故……だろうな」
　耕介は沖島教授を見る。ぼんやりとしながら口元を少し開けて考えているようだった。
「何故、倉光は儀式に反対しながら、咲耶に手をかけようとしなかったのだろうな」
　そんなことを言ってから、我に返った沖島教授は頭を振りながら
「私がそんなことを言うのもおかしいな」
　と苦笑いをしてうち消した。耕介の脳のう裏りにふと倉光老人と新宿で初めて会った時のことがよぎる。須崎と肩を並べて話していた様子が思い出される。あの時話していたことが本当なのかどうかわからない。ただ……それでもいいと思った。
「倉光さんにもお孫さんがいるそうです」
　耕介の言葉に沖島教授は瞠どう目もくする。
「本当の理由は僕にもわかりません……ただ、そういうことなんじゃないか、くらいしか今の僕には思いつきません。ポジティブすぎますか？」
「いや………それでいいような気がする。理学的な回答とはいえないがね」
　沖島教授はそう言って少し笑った。
「そうそう、大倉君。私はもう一つ君に謝あやまっておかなければならないことがある」
　──もう一つ？
　耕介には正直なところ見当がつかなかった。他に教授から謝られるような理由はない。
「以前、君が咲耶に『お兄ちゃん』と呼ばせていることを責めたが、いや、あれは仕方がないことだ。あれはプロトニウムをリチウムと重水素の化合物でくるんだような破はか壊いり力よくだ」
　水すい爆ばく級の破壊力ということだろう。
　おそらく『おじいちゃん』と呼ばれてそう思ったに違いないが、その辺を突っ込むのはさすがに野や暮ぼな気がした。


　駅前のロータリーに須崎の運転する車が滑すべり込んでくる。後部座席から外に出てみると今朝がた降っていた雨はどうやら止んだらしく、道路が濡れているだけである。
　車窓が開き、瀬名が顔を出す。
「ほいじゃ、またあっちでね」
「ありがとうございました」
　耕介は瀬名に頭を垂れて駅まで送ってもらった礼を述べると彼女はパタパタと手を振る。
「いいのいいの、むしろ今回は耕介君がいなけりゃダメだったわけじゃない」
　気にするなというように笑いながら瀬名は「ではでは、ま～たね～」と言って手を振る。終始煙草をふかしながらハンドルを握っていた須崎も手で憚はばかりを入れながら車を出す。
　須崎と瀬名はまだ事後処理をするためにこの村に残るという。書類を作るための、資料を簡単にまとめるらしいのだが、依い頼らい主ぬしである倉光義定がいなくなった以上、おそらくは瀬名が須崎に全すべて押し付け、その上で須崎はやっつけ仕事をするのだろう。
　須崎を見送った後、耕介の少し後ろで一いつ対ついのぎこちない会話が展開されている。
「咲耶……何か飲むかな？」
「えーっと……はい」
「……なにがいい？」
「………ミルクティを」
「………温かいものと冷たいものがあるのだが」
「………では、温かいものを」
「……うん、そうか」
「……ありがとうございます……………おじいちゃん」
　おじいちゃん、と呼ばれた沖島教授はどこか気恥はずかしげに、しかしその中にうれしさが入り混じったふくざつな表情をする。
　耕介のまったく知らない、一いつ介かいの祖父の顔であった。
　延々と十分以上二人は自じ販はん機きと向かい合いながら、そんな会話をしていた。耕介はその様子を遠くから眺ながめながら、気持ちだけ柔やわらかくなる。淡たん白ぱくな表情でその姿を見つめる。
　これから二人はゆっくりと家族になっていくのだろう。事実を知ったその時からいきなり人は家族になることなどできない。血のつながりが家族なのではない。同じ時を幾いく度ども繰くり返しながら、お互いを知り認め合っていく行こう為いが家族なのだ、と耕介は思う。
　だから、ここからが家族なのだ、という境界線はない。
　ただ、ああ家族なのだな、と認にん識しきする瞬間はいずれ必ず訪れるのだろう。だから今はぎこちなくとも少しずつ歩み寄る二人の姿が、ただ微笑ましかった。
　駅のホームで電車を待つ間、耕介は電話を一本だけ入れる。ワンコールも待たぬうちに相手が電話口に出る。
『もしもーしぃ！』
「あすみ、今から咲耶と一緒に帰るよ」
『…………そぅ。みんな元気ぃ？　怪我してない？』
　まるで母親だな、と笑いたい気持ちになる。
　そう、こうやってふとした瞬間に、家族なのだな、と感じるのだ。
「ああ、大だい丈じよ夫うぶだよ」
『もぅ、咲耶ちゃんに無茶させたんじゃないでしょうねぇ？』
　耕介にしてはめずらしく、少々口ごもる。実際に咲耶がいなかったら、今回も何もできなかったのだ。
『させたんだなぁ！　咲耶ちゃんに無理難題を押し付つけたんだなぁ！』
「いや、そんなことは……」
　ない、とは言いきれない耕介にあすみが追い打ちをかける。
『のぉぉ！　何を押し付けたんだぁ！　まさかぁ……まさかぁ……旅先の昂こう揚よう気分と相まって、己おのれの欲望を押し付けたのかぁ!?　耕介のマイ・サ……』
「あすみ、それ以上は一いつ般ぱん女子大生として言うな。一人で冷静になった時に後こう悔かいする」
　電話の向こうであすみはハァハァ言いながら
『………ふふ、助かったよぉ。勢いあまって危なく一つ上の女になるところだったよぉ』
　辛からくも耕介はあすみの恥女へのランクアップを救うことになった。
　それから耕介とあすみは取り留めのない会話を二、三話し、その間にホームには電車が滑り込んでくる。
『じゃあ………早く帰ってきてねぇ』
　電車の喧けん騒そうにあすみの呟くような小さな声が紛まぎれる。
　聞き返そうとする耕介だったが、あすみはそれを遮さえぎって打ち消すように
『あのね、家に帰ってあたしにご飯を食べさせるまでが旅行だよぅ！』
　と急に慌あわてたように言い足した。何に焦っているのか、その前の言葉を耕介は想像してみるのだが、結局あすみがなんと言ったのか、そして何故うち消すように焦っているのかわからずじまいであった。
『あ、そうだぁ』
「なんだい？」
『咲耶ちゃんに代わってぇ』
　あすみは何か思い出したようにそう言うので、耕介は咲耶に電話を渡わたしてやる。不思議そうに咲耶は電話に耳を当てると
「はい」
『ネコれ！』
　すぐさま電話は切られた。
　耕介には咲耶が聞いた言葉はわからなかったが、通話の終わった咲耶が急に落ち着きなくなったことが少々気がかりではあった。
　指定席を取ってあったものの、実際に乗ってみると車内はスカスカで、沖島教授が苦笑いを漏らす。三人は二両目の最前列に並んで腰をかける。後ろを見るが始発駅のこの時点では車両に他のお客さんはいない。
　しばらく電車に揺られていると真ん中に座っていた咲耶が席を立つ。
「ちょっと……出てきますね」
　どこに行くのだろうか、とも思ったが聞くのも無ぶ粋すいな気がして耕介はただ頷き返しただけだったが、しばらくたっても咲耶が戻ってくる気配がない。
　ふと耕介は、窓際に座る沖島教授にある疑問をなげかけた。
「沖島教授はこれからどうされるのですか？　やはり、咲耶と……」
「今まで通りですよ」
　沖島教授はそう言って耕介に向かう。
「これからもお願いします。咲耶は大倉君と暮らすべきであると私は考えているんです」
　そう言って沖島教授は車窓に目を移した。
「倉光は機関からは危険人物として、監かん視しを受けていました。しかし、今回の件で機関は一切動こうとはしなかった。なにか考えがあってのこととは思いますが、私などでは想像もつかないことが、もしかしたら進んでいるのかもしれない」
　沖島教授は少し悔くやしそうに、しかし力づよく
「あの娘こを守れるのは、やはり君だけかもしれない」
　と言った。耕介に彼は向き直り、真しん剣けんな顔つきで口を開いた。
「一介の人の親として……まあ、祖父なのですが……お願いします。大倉君、咲耶を守って下さい」
　耕介はただ頷きながら
「はい」
　と一言だけ返した。
「………ただ」
　沖島教授の口調がにわかに変わり、耕介の肩をがっしりと握る。
「咲耶は年とし頃ごろですし、まあ、私が言うのもなんですが、それはもう目に入れても痛くないくらいに可愛いわけですから、大倉君、くれぐれも間違いはないように」
「……急に祖父になりましたね」
　耕介はまさか沖島教授にたじろぐことになるとは思ってもいなかった。
「それと、私はまだ早いとは思いますし、そういうことになると決まったわけではないのだが………」
　耕介の肩を掴む手に一層力が入る。
「もしかしたら、私は君を殴なぐらなければならないかもしれない！」
「沖島教授……爪つめが食いこんでいます」
　なに故ゆえに殴られなければならないのか、そういうこととはどういうことか、耕介には五ご里り霧む中ちゆうな祖父バカ発言にやや困こん惑わくする。
　やっと耕介の肩から手を離してくれた沖島教授はシートに深く腰をおろし、前で掌てのひらを組む。
「これからも、咲耶をお願いします」
　その横顔は、ただ孫が可愛くて仕方のないどこにでもいる祖父の横顔だった。
　その横顔に耕介はもう一度、力強く、「はい」と答えた。
　ちょうどその時、斜ななめ前まえの自動ドアが開いた。咲耶が戻ってきたのかと目を向けたが、その場には誰もいない。しかしよく見ると壁かべにほとんど隠れて咲耶の肩が覗のぞいている。
「あ……あの……耕介、お話があります」
　か細く聞こえてきたその声は間違うはずもなく咲耶のものであった。
「どうしたんだい？」
　と聞き返すものの咲耶は一向に姿を現そうとしない。隠れたままその場から動こうとしないのだ。どうしたものかと考えていると、沖島教授が
「行ってあげて下さい」
　と言いながら耕介に目で合図する。耕介が立ち上がった気配を感じ取ったのか咲耶の僅かに見えていた肩が、そそくさと逃げるように引っ込む。
　自動ドアを潜くぐり連結車両部に行くが咲耶の姿が見当たらない。
　見回してみると、物もの陰かげからなにやら動物の耳が覗いている。
「あ……あの、耕介は犬が好きなんですよね」
「あ、ああ」
「その、ネコは……嫌きらいですか？」
「好きだよ」
「そう……ですか」
　咲耶はそれでも少し迷いながら
「これは、その、耕介がいつも頑がん張ばっていてくれて、そのおかげで服とか買ってもらったりしたお礼のつもりなんで、他意があるわけじゃないんですよ」
　物陰からそっと咲耶が俯うつむき加減で姿を現す。その姿を目まの当あたりにして耕介の中にあった疑問が解けた。
　先日、咲耶がなんの動物が好きかという質問をしていた。つまりはこういうことだったのである。
「あの、これは、あれなんです。男性の方は皆、こういうのが好きということで……」
　皆が皆、そうではないだろうと耕介は思う。
「これは、日本が発展させた一大文化らしくて……」
　さてこれは文化だろうか、と耕介は思う。
「それで、ネコの……耳は正義らしくて」
　何に対する正義なのだろう、と耕介は思う。
「ですから……」
　ただ、咲耶が自分を喜ばせようとしてくれていることが……恥はずかしいと思いながらも、それを押して彼女が何かをしようとしてくれることが、なによりもうれしい、と耕介は思うのである。
「咲耶」
「は、はい！」
　どぎまぎしながら跳はねるように顔を上げる咲耶。
「ありがとう」
　喜びをうまく表現できないことが、ひどく惜おしいと感じる。言葉だけではつたえられないな、と感じる。
　だから耕介はいつもそうするように、やさしく咲耶の頭をなでる。
「えへへ……」
　恥ずかしさからか頬を赤らめながらも、咲耶は弛し緩かんした笑みを浮かべる。
「さあ、咲耶。席に戻ろうか」
「はい！」
　そんな咲耶の周りに水の精霊の要素たちが這い寄よってくる。
（でれーい！）
（ネコれ！）
「……な、なんですか？」
　中空を見つめながら何か話している咲耶に耕介はどうしたのだろうかと足を止める。
（ネコれよー）
「や、やですよ」
　何が嫌いやなのだろう？
（いまネコらずに）
（いつネコるー!?）
「…………ぅぅ」
「どうしたんだい、咲耶」
「あ……えっと……その」
（ネコれよー）
（コれよー）
（ＹＯー）
　中空と耕介を交こう互ごに見ながら、なにやら焦ったり、顔を真っ赤にしたり、困り顔になったりと、せわしなくわたわたしている咲耶。
　おそらくは精霊の要素が咲耶に何か言っているのだろうな、という予想はついたのだが、どんな話し合いがされているのかはわからず、耕介はその様子を見守った。
「あ、あの……耕介」
「……うん」
　俯うつむいた咲耶の緊きんち張よう感に、思わず耕介も気け押おされてしまう。しかし咲耶は何かを決意したように顔を上げ耕介を見る。
「…………」
　赤面し口元をむにゃむにゃとしながら、握にぎった震ふるえる両手首を90度に曲げた。
「………………………………………………………にゃ、にゃも」
　僅かに耕介の思考が止まった。
　何故なのかは耕介にもわからなかった。
　しかしちょうどそのタイミングを見計らったかのように、その場にやってきた人物の姿を見て、耕介は人差し指をこめかみにあてる。
「………………大倉君」
　そこには小刻みに震える沖島教授の姿があった。
「あぁ───その……なんだ、私は冷静だよ。冷静なんだが、その上であえて聞くが……あれかね？　大倉君は……普ふ段だんから咲耶にそのような付属品をつけさせたりして楽しんでいるのか、どうなのか簡潔に25文字以内でこたえよ」
「教授、設問形式になっています」
　ここでたとえ否定しても信じてもらうことは叶かなわないだろう。
　咲耶の頭上にある圧あつ倒とう的てきな物的証しよ拠うこを鑑かんがみて、耕介は孫フィルターの掛かった沖島教授の誤解を解く計算式を頭の中に走らせる。少なからず25文字以内の簡潔な説明ができるようには到とう底てい思えない。
　家に帰るよりも前に、今回の一件におけるもっとも難解な問題が聳そびえ立たっていた。


《終わり》
あとがき




　このたび拙せつ著ちよをお手に取っていただき、まことにありがとうございます！
　またお会いしましたね。お久しぶりです、内堀優一（29）です。
　名前の下の数字ですか？
　さて、なんの数字でしょうか？　なにか……こう……禍まが々まがしい焦あせりを感じる数字ですね。断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきにつま先立ちしてたら、後ろから、「ねえ、二十代の間何してたの？　貯金しないの？　結婚しないの？」と言葉責めにあっている錯さつ覚かくを覚える数字ですね。
　どういう訳かこのまえ誕生日を迎えてから、この数字が昼ちゆ夜うやを問わずストーカー行為をやめてくれません。いつも振り向けばあいつがいる。この本の執しつ筆ぴつ中も常に（29）がついて回ってくるのです。
　私は諦あきらめました。いつまでも（29）を拒み続けても人は前向きに生きることはできない。（29）を受け入れることで、私は大人にならなければならないのではないだろうか？
　そう思ったのです。人間、考え方一つでどうにでもなるものです。
　今日から（29）と私は、相棒です。
　堅苦しい数字の呼び方もやめて、（29）のことを（亀山君）と呼ぶことにします。
　相棒ですから！
　なにやら名前をつけたら親しみがわいてきましたね。しかし（亀山君）は、「犯人は三み十そ路じ峠とうげにいます！　急ぎましょう！」とか言いながら私をなにやら、暗やみが立ち込める暗あん澹たんたる方向へ誘うのです。それも愛あい嬌きようだと苦笑いで受け止めて行きましょう。
　これからも相棒と共に内堀優一（亀山君）をよろしくお願いします！
　きっと来年あたりは（亀山君）は辞職して、（神戸君）に代わっているかも知れません。
　………来年なんか来なけりゃいいのに。


　さて、最近一つ気になっていることがあります。
　私はライトノベル以外にも、舞台のお仕事などもしております。ちょうど、このあとがきを書いているのも、実は舞台の稽古場だったりします。
　お隣には他劇団さんなんかも稽古をしております。この間、私がトイレの個室に籠こもっていましたところ、外から他劇団の俳優さんの声が聞こえてきたのです。
「おまえ一日に何回くらいメールする？」
「え？　二十くらい」
　私は耳を疑いました。一日にそんなにメールをする人間がいるということに。
　メールをする場合──本文を書き、保存し、時間をおいて見直し、間違いや失礼がないか確認し、もう一度保存し、少し時間をおき、胃薬を飲み、もう一度本文を見て、なんだかこれじゃいけないような気持ちになり、書き直し、だんだん日本語ってなんだろうという疑問がわき、『ぬ』と『ね』の違いがわからなくなり、最後はなるようになれ、と送信ボタンを押すものです。それが奥ゆかしきメールの作法というものです。
　彼はそれを一日に二十通も……。やつの胃壁は鉄なのだろうか？
　みんながどれくらいの頻ひん度どでメールをこなしているのか気になって、今夜も眠れそうにありません。


　さて、ここからは謝しや辞じを。デビューまでの一年間、無知な私にいろいろとご教授下さった担当の大橋様。今まで本当にありがとうございました。
　そして新人の私なぞのために奔ほん走そうしてくださり、取り留めのない私のアイデアにいつも根気強く耳を傾かたむけてくださる担当の中溝様。これからもどうかよろしくお願いいたします。（いつも打ち合わせの最中、必ず一回はトイレに行ってすみません！）
　今回も設定等にご意見、アイデアを下さった宇田川編集長。毎回ステキすぎるイラストで物語を彩いろどって下さる百円ライター様。キャラクターのアイデアに一助下さったＹさん。編集部の皆さま。出版流通に関わる全ての皆さま。無事こうして出版できることに、厚く御礼を申し上げます。


　そしてここまで読んで下さった皆さま！
　本当にありがとうございました！
　こうして、二巻を書かせていただくに至るには、実は皆さまのお力なくしてはありえぬことでした。一巻において皆さまの心温まるご感想、厳しいご意見、的確な教きよ示うじをお寄せいただいたことが、この二巻を書かせていただける大きな要因の一つとなりました。このことは最大の感謝をこめて特筆させていただきます。
　この感謝の気持ちをどうにか皆さまにお返しして行くべく、よりおもしろい作品を捻ひねりだしていけるように、日々精進したいと思います。
　では、またどこかで、皆さまにお会いできることを願って！


二〇一〇年七月吉日　内堀優一　
[image: 画像]
◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆
〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8
㈱ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部
内堀優一 先生／百円ライター 先生
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